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序

『博物館研究報告』 第 十一号を発行いたしました。

当館は総合博物館で動物， 植物， 地学， 考古， 歴史， 民俗， 教育の部門で構成されてお

ります。 研究報告は 山形を中心にした自然， 人文の内容で山 形学の基礎的研究といってよ

いものであります。

調査研究は博物館の活動の中でも非常に重要な分野で， ある意味では博物館の動脈的な

ものと言っても言い過ぎではありません。 調査研究の内容については充分に満足いただけ

るものかは疑問が残りますが， 多忙な活動の中での館員の調査研究活動の結晶であること

には間違いありません。 なお研究の深化については館員は一層の努力を重ねてまいります

が， 願望としては各位の重ねてのご指導に期待することが大であることも事実であります。

本号に収録した研究報告は地学部門の 「山形県村山市碁点から産出した長鼻類の大腿骨

化石jr山形県天童市原崎の上部中新統 山口層から産出した見虫化石」であり， 歴史部門は

「最上川流域の古墳時代史j， 動物部門から「山 形県の蛾類分布資料(V) jであります。 ま

た民俗部門の「 山形県手漉き和紙の歴史的変遷の考察」は平成二年度の企画展に関わる研

究であります。

これらの諸論が郷土山形の自然や文化の理解のためにいささかでも益するところがあれ

ば幸いです。 大方のご活用を願うとともに， ご指導ご叱正をお願い申し上げ， 研究報告刊

行のご挨拶といたします。

平 成 二 年三月

山 形県立博物館

館長 矢 口 隆 一
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山 形 県 村 山 市碁点から 産 出した長鼻類 の 大腿骨化石

長 津 一 雄*

A fossil femur of Proboscidea from Goten， 

Murayama Ciry， Yamagata Prefecture， 

N ortheast ]apan 

Kazuo NAGASAWA本

I は じ め に
山形県 か ら は ， これ ま で い くつ か の 長 鼻類の化

石の 産出 が 報 告さ れ て き た (HASEGAWA， 19 72 :加
藤， 19 73 :山 形 県 立 博物館 ， 19 83 :沼 野 ， 19 85). 
これ ら は ， 県内の 5箇所の地点か ら 産出 し た計 7

点の化石 で ， そ の 部 位は 臼歯が 6 点 で大 腿骨が l
点で あ る . 臼歯化 石 の 6 標本 に つ い て は ， 長 津
(19 88)と 長 津・ 高 橋(19 89 )が ， ナ ウ マ ン ゾ ウ

Palaeoloxodon naumanni (MAKlY A MA)と し て 記 載
した . これ ら の 長 鼻類化石 を 表 1 ・ 図1 に 示す .

本報告は ， 未記 載の 大 腿骨 標本 に つ い て検討し
た も の であ る . 長 鼻類の化石 は ， 日 本各地で 産出
し て い る . な か で も 中 ・ 後期 更新世の ナ ウ マ ン ゾ
ウ化石 は 多 産し て お り ， これ ま で国 内 の 約 180箇所
か ら 産出 し て い る (高 橋， 19 79 ). た だし 長 鼻類の
化石は ， ナ ウ マ ン ゾウ に お い て も 1個体分の化石
がそ ろ っ て 産出 す る こと は ま れで ， 部 位で は 臼歯
が最 も 多か っ た . この た め ， 長 鼻類化石 の研究 は ，
臼歯に比べ て 体 幹・ 体 肢骨 に 関 す る 研究 は 遅 れ て
お り ， ナ ウ マ ン ゾウ に つ い て も 良 好な化石の 産出
と 相ま っ て 19 70 代以降に 本 格化 し て き た (間 島 ，
19 87) . 

当標本 は 大腿骨化石 と し て は 不完全で、はあ る が ，

本 山 形県立博物館

日 本の 長 鼻類の体 肢骨の 化石 の 産出 が 決して多 く
な い こと 考 え る と ， これ を記 載し て お くこと が今
後の長 鼻類化石 の研究のー資料 と し て 意義があ る
と 考 え ， ここに 報 告す る 次第 であ る .

II 地 質 概 説
産出地点 :大 腿骨化石 は ， 19 70年 に 山 形県村山

市 碁点 の 最上川河床礁中か ら ， 当時行 われ て い た
川 砂利採取 工事に よ っ て 産出 し た . 産出地点は ，
最 上川 の 碁点 橋か ら 約0 .5km上流 の 左岸 付近であ
る (図2 ). ほ ぽ同 じ場所か ら は ナ ウ マ ン ゾウ の 臼
歯化石が ， ま た この 付近の最上川流域 の 2 箇所 か
ら は ， や は り ナ ウ マ ン ゾウ の 臼歯化石が 2 点 産出
し て い る (表 1 ・ 図1 ). 大 腿骨化石 は ， 産状か ら
考 え て 明 ら か に 二次 堆積物であ る .

周辺の地 質:村山市 碁点周辺地域 は ， 山形盆地
の北西部に あ た り ， 北方へ ゆ る く蛇行 し て 最上 川
が流下 し て い る . 碁点 橋付近の最上川河床 に は，
中 新統が一部 露出 し て お り ， 中 新統 は す ぐ東側 に
連続し て 河 島 山 の 丘 陵地 を構 成し て い る .河島 山
の さ ら に 東側 は盆地の 堆積域 で ， 地 下に は 第 四系
が 発達し て い る . 山野井 (19 86 )に よ る と ， 河島 山
東側の村山市 浮沼 で 実施 し た 試錐調査では ， 深度
12 7mで ま だ中 新統 に 達し な か っ た が ， 深部 の コ
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標 本 名 種

1 碁点第1標本 Pn 

2 碁点第2標本 Pn 

* 3 碁点、大腿骨標本 Pn? 

4 長島標本 Pn 

5 笹森標本 Pn 

6 鼠ケ関第l標本 Pn 

7 鼠ケ関第2標本 Pn 

山形県村山市碁点か ら産出した長鼻類の大腿骨化石

表l 山形県 産の長 鼻類化石

笥i イ立 産 地 時代 所 蔵

左下顎第3大臼歯 村山市大久保字高島最上川河床 不祥 小山治義(村山市)

左上顎第3大臼歯 村山市碁点 最上川河床 不祥 山形県立博物館

右大腿骨遠位部 同 上 不祥 同 上

左下顎第2大臼歯 村山市長島 最上川河床 不祥 井上幸雄(村山市)

右または左上顎第3大臼歯 最上町富沢字笹森 明神川河床 不祥 笠原富男(最上町)

左下顎第3大臼歯

右下顎第3大臼歯

* 本報告

温海町鼠ケ関 鼠ケ関港海底 不祥 致道博 物 館i

同 上 不祥 向 上 |

Pn:ナウマンゾウ

140。 1420 

図 1 山形 県の 長 鼻類化石 の 産地
o 10 20km 図中の番号は表lの燃本を子J;す
』 』 I * は4:報f�.. 

38。
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アの醸種等 か ら 考え て ， この 深 さ で基底 に か な り
近いも の と 判断して い る .

一方 碁点 の 西側 の最上 川 左岸 に は ， 段丘の発達
がみ ら れ ， 東側 と は 異な る 隆起域 と い え る .最 も
発達の よ い 段丘 面は ， 村 山 市大久 保地 区 を の せ る
現河床か ら の比高が20 "-'40 mの 段丘で ， 最上 川 左
岸の各支流 に 開折さ れな が ら 南北 に連続して い る .
段丘 堆積物 は ， 砂醸 ・ シ ル ト ・ 粘土を 主体 と して
泥炭層を 何枚か 挟在 して い る (矢 口 ， 19 80 ). この
泥炭層の14C年 代と して ， 最上 川 左岸の や や 南方
の河北町岩木 付近の 法師 川 沿い での試料 に よ る ，
17 ，7 40 士 430 Y.B .P. (Gak-5269 ) (早坂 ， 19 76 MS) 
と ， 23 ，190 ::t1060 Y.B .P. (Gak-6969 ) (安原 ， 19 78
MS)の報 告が あ る . この段丘 は ， 形 態的 に 村山 市
北方の尾花沢 市街 を の せ る 段丘 面を模式地 と す る ，
尾花沢 I 面(最上 川 団研 グル ープ， 1969 )に対比 さ
れる 可能性が あ る . 尾花沢 I 段丘 の 年 代の 多 くは ，
概ね約 3 万年前 を示 して い る (山 形 ほ か ， 19 85). 
これ ら か ら ， 碁点西側の 段丘 の 形 成時期 は ， 大 き
くみ て も 後期 更新世後期 の ウ ル ム氷期 の 時期 と 考
えら れ る . この 段丘の西側 に は 高森山 の丘 陵地が

図2 化石の 産地 (x)
mlニ1・地J:!j!.1先発行5))分のu也形凶「相附」を{叫IJ)

あ り ， 山 野井 (19 86 )に よ れ ば ， 中期 更新世の 湖成
層(北 山 層)か ら 構 成さ れ る と して い る .

村山 市碁点周辺 を 含 め た 山形盆地北西部の地形
や地 質は ， 山形盆地 を形 成した第四紀の構造 運動
と 直接的 に 関 わる と い え る . 構造 運動が活 発化 し
た の は ， 北 山 層の堆積後の中期 更新世 以降 と 考え
ら れ て い る (山野井 ， 19 86 ). 

産出 層準の検討:周辺の 地 質か ら 考え て ， 化石
が現河床の二次 堆積物 と して 産出 した こと は ， 化
石 が よ り 侵食一運搬さ れ や す い場所 か ら も た ら さ
れた こと を 示 唆して い る と 考え ら れ る . す な わち ，
化石の も と の埋没 層準は ， 碁点 東側の盆地 内部の
沈降 一堆積域 よ り も ， 碁点西側の 段丘の 発達す る
隆起 ー侵食域 に あ っ た 可能性が よ り 高 い と 考え ら

れ る . 碁点西側の更新統 は ， 前 述の よ うに 北 山 層
(中 期 更新世 )と 段丘 堆積物 (後期 更新世後期 )が あ
り ， このい ずれ か の層準と 考え ら れ る .

一方 ， 化石の 保存状 況か ら 考え る と ， 化石 は大
腿骨の 遠位部のみ な が ら ， 残存部の 保存は比 較的
良 好であ り ， 遠距離河床 を 転動 した と は 考え に く
い . この こと を 考え 合 わせ る と ， 化石 のも と の埋
没 層準は ， 産出地 点、か ら 近距離に あ る 段丘 堆積物
で あ っ た 可能性が高 い も のと 考え ら れ る .

凹 標 本 の 記 載
Order Prob oscidea ILLIGER. 1881 

Fam .， gen. et sp. indet. 
図版 I
部 位 右大 腿骨 遠位部
産地 山形県村山 市碁点 . 碁点 橋か ら 約0 .5km

上流の最上 川 左岸 付近
産出年 19 70年
層準 河床礁 層(上流域 の 更新統 か ら の 二 次堆

積物 と 推定 )
所 蔵 山形県立博物 館(山形 市震城町 1 - 8 )  
標本 番号 YPMG-53 1 
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記載:標本 の 部 位は ， 内 ・外側 頼が明瞭に 認め
ら れ るこ と か ら ， 大 腿骨の 遠位部で ある.ま た 内 ・
外側 頼の 大 き さ の比 較や 内側上 頼の張 り 出 し か ら ，
右大 腿骨 と 判定 さ れ る. そ し て全体的 な 大 き さ と
形 態か ら ， 標本 は長 鼻目 に属 す るも の と 判断さ れ
る.

標本 は 全体的 に大型で ， 灰色 な い し灰黒色 を呈
し てい る. 保存状 態、は， 後面か ら 遠位面 に か け て
良 好で ほ と ん ど磨耗し てい な い が ， 前面 と 内 ・外
側面 は磨耗し てい る.

前面か ら み て， 表面 は 磨耗の た め 海綿質が 露出
し てい るが ， 前 も方へ張 り 出 す 外形 は 保た れ てい る.
膝蓋面 は ， 遠位端の ほ ぼ中央か ら 近位の 外側方 向
に か け て， やや 斜上す る形 態が認 め ら れ る.

後面か ら み て， 内 ・外側 頼は 幅広 く発 達し てお
り ， 内側 頼が 外側 頼よ り や や大 き い . 関 節面 は 比
較的 平滑で ， 内側 頼は 外側 遠位方 向を， 外側 頼は

内側 遠位方 向を向く. 内 ・外側 頼と 膝宮面 と は ，
内側 頼上 縁で強 く屈曲し て境界さ れ ， 外側 頼で な
め ら か に連続し てい る. 膝宮面の 内側 寄り は ， 表
面 に 近遠位方 向の 組い線構造が あり ， くぼみが大
き い . 頼関宮は ， 逆三角形状 を呈し て遠位ほ ど狭
く， 遠位端で は 幅 約2 皿の 狭い溝状 と な ってい る.
内 ・外側上 頼の うち ， 内側上 頼の 張 り 出 し が明瞭

。

F 

図3 標本 の計測部 位

で ある.
近位面か ら み て， 横断面 は後面が前方 に 凹湾し

た 半 円状の 外形 を示 す . 断面 に は 海綿質が 露出 し
てい る. 外縁の 徹密 質の 厚さ は ， 4'""'-' 5 mm程度 で
ある.

遠位面か ら み て， 外形が心形 を呈す る. 中央は
凹状 と な り ， 内部に 円形の小孔が ある.

計測 値 は 次の と おり で ある. 計測部 位(図3 ) は ，
野 尻湖晴乳類 グル ープ(1980) ， 樽野 (1988) 等 を参
考に し た .

残存長 (A-B) 223 mm 
最大 遠位幅 (C-D) 232 凹
内 外側 頼幅 (E-F) 208 凹
内側 頼幅 (E-G) 10 5 mm  
外側 頼幅 (H-F) 103 凹
特徴 :当標本 は ， 次の よ うな 特徴 をも っと 考え

ら れ る. 1) 長 鼻類の大 腿骨 遠位部の うち で も 大型
の 化石で ある. 2) 内 ・外側 頼が幅広 く発 達し てお
り ， 外側 頼も 内側 頼に 相当す るほ ど大 き い .3) 内 ・
外側 頼が ， 遠位端で 非常に 狭く隣接 し てい る.

種の検討:当標本の 産出 層準は 未詳な が ら ， 前
述の よ うに 概ね 中期 更新世か ら後期 更新世の 範囲
と 入 ると 考えら れ る. こ の 時期の 日 本 の長 鼻類 は ，
ステ ゴド ン 科 S te godontidaeの ト ウ ヨ ウ ゾ ウ
Stegodoηorientalis (中期 更新世中期) と ， ゾウ 科
Elephan tidaeの ナ ウ マ ン ゾ ウ Palaeoloxodon
naurnanni (中期 更新世後期 ~後期 更新世) およ び
マン モ スゾウ Mammuthus primigeniusが 存在 し
てい た (亀井 ほ か ， 1988) こ と か ら ， 当標本 は こ れ
ら の い ずれ か に 属 す るも の と 考えら れ る.

こ れ に つい て検討す るた め ， 大 腿骨の 遠位部の
形 態に つい て他の 標本 と の比 較を試み た .検討し
た 標本 は ， 卜ウ ヨウ ゾウ で は 山 本 コレク シ ョ ン
YM-0 56 図版 (樽野 ， 1988) ， ナ ウ マン ゾウ では 忠

類 標本 図版 (亀井 ， 19 78) ・浜町 標本 レプリ カ(高 橋
啓一所 蔵) ・野 尻湖標本 6 NT10 -18 (野 尻湖博物
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館所 蔵) ・ 高尾 ・ 真屋 コレク シ ョ ン (国立 科学 博物
館所 蔵) ，およ び現生 ゾウ 科の ア ジ ア ゾウ ElePhas
maximω(高 橋啓一 ，野 尻湖博物館所 蔵) ・ ア フ リ
カゾウ Loxodonta africana ( 国 立 科学 博物館所
蔵) 等で ある.

そ の結 果，いずれの大 腿骨の 遠位部 も ，概観的
な形 態は類 似'性が高 か っ た . し か し細部の形 態で
は， 同種の ナ ウ マン ゾウ に おい ても ，変異 が認 め
られた . こ れ ら か ら ，大 腿骨 遠位部の形 態の み か
ら科や属 さ ら に は種の 特徴 を抽出 す るこ と は や や
困難で あると 考えら れた . す な わ ち 当標本の 特徴
とし て記し た 事項 は ，長 鼻類の変異の 範囲 内 の 問
題で ある可能性が高 い と 考えら れ た . 従っ て，当
標本は 形 態だ け の検討で は ，前述の ステ ゴドン 科
かゾウ 科の い ずれな の か に つい ても 判定で き な い
と考えら れ ，分類学上の 位置 を「長 鼻目 」に と ど
めるこ と と し た .

た だ し ，当標本 は以下の状 況を総合す ると ， ト
ウ ヨウ ゾウ か マン モ スゾウ の 可能性 よ り ，ナ ウ マ
ン ゾウ の 可能性が よ り 強 い も の と 考えら れ る.
1) 多 くの ト ウ ヨウ ゾウ の 化石 は ，化石化が す す ん
で おり ，古い印象 を与える( 樽野私信) の に対 し ，

当標本 は ，内部の海綿組織 も 残さ れ て化石化は あ
ま り 進 ん で おら ず ， 新し い 印象 を与えるこ と .
2) ト ウ ヨウ ゾウ の 産出 は ，岩手県 か ら の 産出 は あ
るが ，多 くが西 日 本 と 関東地方 の 産出 で あり (三
島 ・ 宮崎 ，1982) ，中期 更新世での東北 日 本への進
出 は ま れで あっ た と 考えら れ るこ と .
3) 当標本の 磨耗状 況か ら み て， 産出地点 か ら 近距
離に ある後期 更新世の段丘 堆積物中 か ら も た ら さ
れた 可能性が高 い と 考えら れ るこ と .
4) 後期 更新世の 日 本 の 長 鼻類 は ，ナ ウ マン ゾウ と
マン モ スゾウ で ， こ の うち の マン モ スゾウ の化石
は 北海道の みか ら の 産出 ( 亀井 ほ か ，1988) で ある
こ と か ら ， こ の ゾウ が本 州へ南下 し てき た 可能性
は 低 い と 考えら れ るこ と .
5) 当標本の 産地 と ほ ぼ同 じ地点か ら は ，同 じ 産状
で ナ ウ マン ゾウ の 臼歯化石が 産出 し てい るほ か ，
こ の周辺の 2 箇所か ら ナ ウ マン ゾウ の 臼歯化石 2
点 が 産出 し てい るこ と .

IV 計測値 の 比較と考察
当標本の大 き な 特徴の一 つは ，大型で あるこ と

を先に 述べ た が ， こ こ で は 当標本の計測 値 を他標

表2 計測 値 を比 較し た 日 本 産長 鼻類化石の大 腿骨 標本
標 本 種 産 地 時 代 文献

忠類標本 Pn 北海道広尾郡忠類村 LPE? 1) 
浜町標本 Pn 東京都中央区 日本橋浜町 LPE 2) 
野

(6
尻

N
湖
T標

10
本-18) Pn 長野県水内郡信濃町野尻湖 LPL 3) 

真屋 コ レ ク シ ョ ン Pn 瀬戸内海備讃瀬戸か ら 小豆島付近の海底 M PL? 4 )  
山本

(y
コ
M

レ
-

ク
0

シ ョ ン
57) Pn 瀬戸内海西部備讃瀬戸の海底 M PL 5) I 

山本
(y
コ
M

レ
-ク

05
シ
6)

ョ ン So 同 上 M PM 5) 

Pn:ナウマンゾウ So:トウヨウゾウ

MPM:中期更新世中期 MPL:中期更新世後期 LPE:後期更新世前期 LPL:後期更新世後期

1) 亀井 (1978) 2) 日本橋ナウマンゾウ研究グループ( 1981) 3) 野尻湖晴乳類グループ ( 1980)

4) HASEGAWA(1972) 5) 栂 野 (1988)
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表3 日 本 産長 鼻類化石の大 腿骨 標本の計測 値
碁 点 標 本 忠 類 標 本 浜 町 様 本 野尻湖標本 真屋コレクション 山本コレクション 山本コレクション

(YPMG-531) (6 NTIO-18) (YM-057) (YM-056) 

全 長 9 3 5阻 7 8 9凹
*llOOmm 

1 0 1 0 mm 74 3+mm 8 75+mm 
(9 3 2)  

骨体中央幅 1 2 5 mm 9 6 mm 1 4 9凹 1 4 5凹 1 3 0皿 1 6 2 mm 

骨体中央厚 6 3皿 9 0 mm 7 6. 5 mm 

最大遠位幅 2 3 2凹 1 7 8凹 1 5 3凹 2 1 9 mm 2 2 8 mm 1 9 7 mm 2 2 0 mm 

内外側頼幅 2 0 8皿 1 8 1 +mm 2 0 8凹 1 8 6凹 1 9 6凹

内倶1)頼幅 1 0 5凹 1 0 3凹 8 4皿

外 側 頼幅 1 0 3 mm 8 2 mm 8 7凹

計調IJfr直は、 表 2に示した文献より引用した値である *は、 文献に示された推定値である.

本 と 比 較す る. ま た 残存部か ら の 大 腿骨全長の推
定 を試み ， そ し てこ れ をも と に ゾウ の体高 ( 肩高 )
に つい ても 考察す る.

日 本で こ れ ま で 産出 し た 長 鼻類の大 腿骨化石 は
多 くな く， し か も 遠位部の 保存の 良 い 標本 は 限 ら
れ てい る. ま た こ の 部 位の計測 値の示 さ れ た 標本
は ， ほ と ん どが ナ ウ マン ゾウ で ある. 比 較に 用い
た 標本 を表2 に ， 計測 値 を表3 に 示す .表3 に よ
って最大 遠位幅 を比 較す ると ， 当標本 は こ れ ら の
な か で 最大 と な ってい る. 従って限 ら れた比 較な
が ら ， 当標本 は 日 本 で 産出 し た 長 鼻類の大 腿骨化
石 の うち で も ， 遠位部 と す れ ば 最大級の大 き さ を
も っ と い える.

次、に ， 最大遠位幅 と 大 腿骨全長 と の 関係 を図4
に 示 す . こ れ に よ ると ， 遠位部が大 き くな るほ ど
全長が長 くな っており ， ほ ぽ比例関係 が認め ら れ
る. こ の 関 係 は ， 大 腿骨の長 さ に比例 し て体 格も

大型化す るた め ， よ り 重い体 重を支 えるた め に 関
節部が大 き くな るこ と を示 唆し てい ると 考えら れ
る. 図4の 標本 は ， ナ ウ マン ゾウ 5 標本 と ト ウ ヨ
ウ ゾウ 1 標本で ， 時代 も 異 な るが ， 少 な くと も 同
種の ゾウ に つい ては概ね こ の 関係 は成 り 立 つと 考
えら れ る. 当標本 は ， 種 未詳なが ら ナ ウ マン ゾウ

の 可能性が強 い こ と か ら ， 同種の ゾウ と す れ ば ，
図4に よ って全 ー長が 1100 凹前後 と 推定 さ れ る.

大 腿骨全長か ら ， ゾウ の 肩高 に つい て検討す る.
野 尻湖晴乳類 グル ープ( 1980) は ， 野 尻湖産ナ ウ マ
ン ゾウ の大 腿骨全長 を， 1100 :t 80 mm と 考えており ，
各種の ゾウ と の比 較か ら 野 尻湖産ナ ウ マン ゾウ の
肩高 を， 2 750 士200 凹と 推定 し てい る.当標本が同

種の ゾウ で ， 大 腿骨全長が 1100 mm程度 と す れ ば ，
そ の 肩高 は 野 尻湖産ナ ウ マン ゾウ の 範囲 に 入 るも
の と 考えら れ る. さ ら に 当標本 は ， 遠位部の比 較
で は 野 尻湖6 NT10 -18 標本 を上 ま わ ってい るこ
と か ら野 尻湖産ナ ウ マン ゾウ の 最大級 ( 肩高 3
m弱) に 匹敵す る可能性 も 考えら れ る.

V ま と め
1) 各種の 長 鼻類の大 腿骨 遠位部 を検討し た 結果，
遠位部の形 態だ け で は ， 目 以上 の 分類 学上 の 位置
を決め るこ と は 困難と 考え， 当標本 に つい ては 「長
鼻目 」に と どめ るこ と と す る.

2) た だ し ， 種 の々状 況を総合す ると ， 当標本 は ナ
ウ マン ゾウ で ある可能性が強 い と 考えら れ る.
3) 当標本 の 大 き な 特徴 は ， 大型で あるこ と で ， こ
れ ま で 知ら れ てい る長 鼻類の大 腿骨化石 の 遠位部
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図4 最大遠位幅(W)と大腿骨全長(L)の 関係

の な か で も 最大級であ る .
4 )当標本が ナ ウ マ ン ゾウ とす れ ば， 大腿骨の 全長
は1100 凹前後 と推定 さ れ ， そ の 肩高 は野 尻湖産ナ
ウ マ ン ゾウ の 推 定 肩高 の 範囲 (2 750 士200 凹)に 入
る も の と考え ら れ る .

謝 辞 当標本は， 19 70年 に 工藤悦夫氏 (村山 市河
島)に よって発見 さ れ た も の で ， 同氏 の 御好意 に よ
り19 77年 に 本館に 寄贈さ れた も の であ る . 標本は
本館への 収蔵時に 長谷川 善和教 授(横浜国立大学 )
に ， ま た 19 86年 に は本館の一部 展示 替え に 関連 し
て， 亀井節夫教 授(元 京都 大学 ， 現信州大学 )に 同
定してい た だい た (長津， 19 87). 

そ して， 本稿を ま とめ る に あ た っては， 本館の
加藤 稔主任専門学 芸員お よび 山形大学教 育学部
の 阿子 島 功助教 授か ら 地 質文 献の 便宜を はか って
いた だい た . 日 本歯科大学 新潟歯学部の 高 橋啓一
先生か ら は， 化石文 献の 便宜ととも に ， 浜町 標本
レプリ カを検討さ せ てい た だき ， ま た 大 腿骨の 形
態に つ い て， 種 の々 御教 示 を い た だい た . 信濃町

立野 尻湖博物館の 中村 由克学 芸員と近藤洋一学 芸
員両氏 に は， 同 館所 蔵標本の検討の 便宜を はか っ
てい た だい た . 国立 科学 博物館の 富 田 幸光博士に
は， 同 館所 蔵の 高尾 ・真屋 コレク ショ ン の 多 くの
標本の検討の機会 を 与え てい た だい た . ま た 大阪
自然史 博物館の 樽野 博幸学 芸員か ら は， トウ ヨウ
ゾウ に つい て御教 示 い た だい た .

ここに 記 して， 以上の 方 に々 深く感謝申し上 げ
る .

文 献
HASEGAWA ， Y.， 19 72 : The N aumann's Elephant， 

Palaeoloxodon naumanni (MAKIY AMA) from 
the Late Pleistocene off Shakagahana， 

Shodoshi ma Is. in Seto Inland Sea， Japan. 
Bull. Natn . Sci . Mus.， 15， 513 -59 1 . 

早坂律子 ， 19 76 MS:山形盆地 の地形 な ら び に 花
粉学的研究 . 山形大教 育卒論.

亀 井 節 夫， 19 78:忠類 産 の ナ ウ マ ン ゾ ウ
Palaeoloxodon naumanni (MAKlYAMA).地団研
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一一一一一・河村 善也 ・樽野 博幸， 19 88:日 本の 第

四 系 の 晴乳動 物化石 に よ る 分帯 . 地 質学 論集 ，
no.30 ， 181-20 4. 

加 藤達也 ， 19 73 :温海町の地 質. 温海町史別冊温
海の 自然 ， 3 7-106 ， 温海町 .

間島 信男， 19 87:ナ ウマ ン ゾウの体 幹・体 肢骨 に
関 す る 従来の研究 に つ い て. 埼玉 県立栗 橋高校
紀 要， no. 1 ，  6 5-84. 

三 島 弘幸・宮 崎 重 雄， 19 82 :日 本 産東 洋象
(Stegodon orientalis OWEN) の 標本目 録.化石研

会 誌， 14 ， 55-58. 
最上川 団研 グル ープ， 1969 :最上川 流域 ・庄内海

岸地域 の 第 四紀 . 地 団研 専報 ， no.15， 85-9 7. 
長津一 雄， 19 87:第四紀 常設 展示 の 一部 展示 替え

に つ い て. 山形県 博研報 ， no. 8 ，  1 - 8 .  
一一一- ， 19 88:村山 市碁点 か ら 産出 した ナ ウマ

ン ゾウ臼歯化石 . 山形県 博研報 ， no. 9 ，  41-
50 . 

一一一一一 ・高 橋啓一 ， 19 89 :山形県 産の 長鼻類 臼
歯化石 . 山形県 博研報 ， no.10 ， 51 -73 . 

日 本橋ナ ウマ ン ゾウ研究 グル ープ， 19 81:日 本橋
浜町発見の ナ ウマ ン ゾウ化石 に つ い て. 東 京都

埋 蔵文化財調査報告， no. 8 ，  63 -118. 

野 尻湖晴乳類 グル ープ， 19 80 :野 尻湖産の ナ ウマ
ン ゾウ化石 . 地 質学 論集 ， no.19 ， 16 7 -192 . 

沼野 達明 ， 19 85:最上地方 に 産出 す る 化石 に つ い
て.皆川 信弥教 授記念 論文集 山形県地 質誌 ，
129 -136 . 

高 橋啓一 ， 19 79 : 、ナ ウマ ン ゾウH の 産地 ・文 献
目 録. 化石研会 誌， 12 ， 69 -74. 

樽野 博幸， 19 88:備讃瀬戸海底 産出 の 脊椎動 物化
石 .(そ の 1) 長鼻類 ほ か .備讃瀬戸海底 産出 の 脊
椎動 物化石 一山 本コレク ショ ン調査報 告書1 -， 
11-6 1， 倉敷 市立 自然史 博物館.

矢 口 広道 ， 19 80 MS:山形盆地 と そ の 周 辺地域 の
地形学的研究 一山形盆地北西部の地形発 達を 中
心 と し て 山形大教 育卒論.

山形県立 博物館， 19 83 :村山 市産の ナ ウマ ン 象の
化石 . 山形県 博ニュース， no.71. 

山 形 理 ・米地文 夫・鈴木 雅宏・杉村 新， 19 85: 
山形県 新庄・尾花沢盆地の 泥炭の 14C 年代 .皆川
信弥教 授記念 論文集 山形県地 質誌， 13 7-139 . 

山 野井 徹， 19 86 :山形盆地の 形成 と そ の 自然 環境
の 変還. 山 形大学 特定研究経費成 果報 告書， 47 
-86 . 

安原 泉 ， 19 78MS:山形県 内 陸北 部 の 地形 な ら
び に 花粉学的研究 . 山形大教 育卒論.

図 版 の 説 明

図 版 I
碁点 産大 腿骨 標本:Prob oscidea， fam.， gen. et sp. indet.の 右大 腿骨 遠位部

1 前面観 2 内側面観
3 外側面観 4 後面観
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山 形 県天童市原崎 の 上部中新統 山 口層から 産出した昆虫化石

長 津 一 雄* ・ 山 野 井 徹“

Fossil insects from the Upper Miocene Yamaguchi Formation 

in Barazaki， Tendo Ciry， Yamagata Prefecture， 

N ortheast J apan 

Kazuo NAGASAWA * and Tohru YA MA NOI** 

I は じ め に
昆虫化石 は， 植物化石 を 含 む 非海成の 細粒堆積

岩に 多 く含 ま れ る 傾向が あ る . この 化石 は植物化
石ほ ど 多 産しな い が ， 日 本各地か ら の 産出 の報告
があ る . 日 本で 最も 古 い 時代 の 見虫化石 は， Fu
JIYAMA ( 19 73) が報 告した ， 山 口 県 美祢市産の 中生
代三 畳紀後期の 標本で あ る .

山形県 産の 昆虫化石 は， 量的 に は多 くな い も の
の ， 新第三系 か ら の 産出 の報 告が い くつ か な さ れ
てい る ( 藤田 ， 19 72 MS; 菊地 ・東 海 林， 19 72 ; 

FUJIYAMA ， 19 82 ; FUJIYAMA ， 19 83 ;藤山 ， 19 85 ;山
野井， 19 86) . 

本報告は， これ ま で報 告の な か った 天童市原崎
付近の 山 口 層( 天野 ， 19 80) か ら 産出 した ， 見虫化
石3 標本を 記 載す る も の であ る ( 図1) . 当産地か
ら は植物化石が多 産してい る が ， 昆虫化石 はほ と
んど産出 してい な い . 記 録と す れ ば， 天童市理 科
教育セ ン ター( 19 86) に未同定の 昆虫化石の 紹介が
あ る 程度で あ る . な お ， この 標本は現在の と こと
所在が不明 であ る . 以上の これ ま でに 知ら れ てい
る ， 山形県 の 昆虫化石 の 産出 状 況を ， 表 1 ・図2

寧山形 県立博物館
牢 本山形大学教養部地学教室

に 示す .
本報 告は， 後 述す る ように 標本の 1 つ が ミ ツバ

チ属の 一種 と 同定 さ れ ， これ は国 内 的 に も 数少 な
い 標本であ る こと か ら ， 意義 深い も の と 考え ら れ
る . ま た ， 当産地 は最近の採石 工事に よって大き
く壊さ れ ， 化石 の 採集が 困難に な ってき てい る 状
況に あ り， 標本数が多 くな い も の の これ ら を 記 載
してお く必要が あ る と 考え ， ここに 報 告す る 次第
で あ る .

図1 化石 の 産地 ( x)
(同土地理u淀発行57'i分のl地形図「梢岡」を使用)
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表l 山 形県 の 見虫化石の 産地 と 時代
産 地 層 準 時 代 産出状 況 文 献

1 鶴 岡 市由良 白 山 島 五 十川 層 EM ム 1) 
2 鶴岡 市岡 山 善宝寺 層 EM ム 2) 
3 最上郡 真室川 町 及位赤倉 雄勝川 層 EM ム 2) 
4 最上郡最上町 赤倉 管 ノ 平 層 LM? 。 2) 
5 村山 市樽石 地 層名 未定 LM"'-'P ム 3) 

* 6 天童市原崎 山 口 層 LM ム 4) ・5)
7 東置賜郡高 畠 町上 和田 和 田 層 LM 。 6 )  
8 東置賜郡川 西町玉庭 大休場 手 ノ 子 層 P 2) ム

*本報告， EM:前期中新世 LM: 後期中新世 p:鮮新世， ム:産出 ま れ 0:多産
1) 藤 山 ( 1985) 2) FUJIYAMA (1983) 3) 山野井 (1986) 4) 天童市理科教育センタ ー ( 1986)
5) 藤田MS (l972) 6) 菊地 ・ 東海林 (1972)
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図2 山形県の 見虫化石の 産地
帯号は表1に対応する
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II 地 質 概 説
層序:化石 産地の天 童市原崎 を 含 む 山 形盆地東

方地域の地 質に つ い て は ， こ れ ま で も 検討さ れ て
おり ， 主 な研究 に ， 斎藤 ( 1960) ・ F UNAYAMA( 1961) ・
天野 ( 1980) ・ 吉田 ほ か ( 1981) ・ 舟山 ( 198 5) ・ 吉 田
(198 5) な ど があ る . ま た 原崎の 露頭 に つ い て は ，
天童市理 科教 育セ ン ター( 1986) が解説 し て い る .

こ の地域の 層序を 図3に 示す . 北村編 ( 1986) に
よ る と 脊梁山 脈の両翼部で は ， 後期中 新世に な っ
て 各地で カルデラ形式 を 伴う陸成の大規模 な 酸性
火 砕岩の活動が起 こ っ た と さ れ る . こ の時代の 地
層と し て 図3の 猪野沢 層 ・ 山 寺層・ 上野台 層・ 山
口 層が あ る . こ れ ら の地 層で は ， 陸水 と そ の 背後
の火山活動 に 関連す る 堆積現象が観 察さ れ る .

こ の地域か ら の 化石 は ， 湖成 層で あ る 葉理の発

Ma 

5 

Y A : LI.I口層10→---1 ト-? --l u W : _JJ'fï"j)函
N R :奈良以df結

t疑j長岩j}l1)回
YM 山守層

IW 1 N :的世f'iJU弱
IW 浩入iW苛
B 0 : i)jIJj(層， .・・ 2 15 

20 

達し た 凝灰 質シルト岩 層か ら 主 に 産す る . 化石 は
ほ と ん ど が 植物 で ， こ れ ま で に 猪野沢 層か ら 天野
( 1980) ， 山 口 層か ら 斎藤 ( 19 58 MS・ 1960) ・ 天野
( 1980) ・ 青 山 ( 1982 MS) な ど の 報 告が あ る . た だ
し ， こ れ ら の な か に 見虫化石 の 報 告は な い .

本報 告の 昆虫化石 は ， 山 口 層か ら 産出 し た も の
であ る . 本 層は ， 図3の よ うに 層序的 に こ の地域
の 新第三系最上位の地 層で あ る . そ の 分布は ， 模
式地の 天 童市 山 口 か ら 北東 方向と 南西 方向に か け
て ， 盆地東縁部の 丘陵地 に 狭く限 ら れ て い る . ま
た 一部 は ， や や 北 方の 東根市本郷 付近に も 分布し
て い る .

産出 層準:昆虫化石 を 産出 し た 露頭 は ， 天 童市
街か ら や や 東 方に あ る 原崎 付近の 採石場であ る .
こ こ で は 過去の 開発 工事に よ っ て 山 口 層の 好露頭
が 出現 し て い た . し か し 前述し た よ うに ， 最 近に
な っ て 再開 さ れ た 採石の た め ， 露頭の一部 は す で
に 失わ れて し ま っ た .

こ の採石場で観 察さ れ る 山 口 層は ， 層理が良 く
発 達し て ， 走向が概ね N60 0Eで盆地側 に約10 。と
ゆる く傾斜す る 構造 を も っ . 採石場での 山 口 層の
厚さ は 約2 5mで ， そ の柱状は 図4の よ うに模式化
で き る .

露頭の 下位の岩 相は ， シルトの 偽礁 を 含 む塊状
無 層理の 軽石凝灰岩 層で あ る . 偽礁は ， 中礁か ら
大 磯サイズの 円 疎状の も の が多 く， と き に ヒ モ 状
の 断面 を 呈し ， 風化 の す す ん だ も の は細 片と な っ
て 剥離し て くる . こ の 層準に 多量 に 含 ま れ る 軽石
は ， 中 様サイズで 亜円 諜状の も の が多 く， 軽石 内
部が 繊維状 に 発 泡し て い る . ま た ， 淘汰の 悪い 醸
も 混入 し て い る .

中位か ら 上位 に か け て の 岩 相は ， 大 き くみ て ，
無 層理の 砂質凝灰岩 層と 葉理の発 達し た 凝灰 質シ
ルト岩 層と の ， 数 mの オ ーダーで の 互 層で あ る .
砂質凝灰岩 層は ， 細礁か ら 中 穣サイズの 繊維状の

図3 山形盆 地東 方地域の 層序(北村編 ， 1986 に よ る ) 軽石 と と も に ， 粗粒砂サイズの 円 磨度の低い石 英
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山 形県天童 市原崎の上 部中新統 山 口 層 か ら 産出 し た見虫化石

園
田
図

従!火't'tンルトをこ;
(シルト告と従}火むのhI再)

凝灰白砂Tt

1;'γ{やM:IJ日正f

、。1/‘+‘ 句.、 粁イ1'も，f;):k{'i
回附化イ1

図4 化 石産地の模式柱状 図

粒子が多 く含 ま れ る .凝灰 質シルト岩 層は， 厚さ
数 凹か ら 数 cmの オ ーダーの ， シルト質と凝灰 質と
軽石質の 薄 層の 互 層か ら 成 る . こ の た め葉理構造
が 顕著で あ り ， こ の ほ か に も内部 に ク ロ スラミ
ナ ・ ロ ードキ ャスト ・ フレーム構造 な ど の 堆積構
造が観 察さ れ る . 凝灰 質シルト岩 層の 内部 に は，
し ば し ば厚さ 10数 cmか ら 数 10 cmの 無葉理の 砂質凝
灰岩 層が 何 枚か 挟ま れて い る . 中位か ら 上位 に か
け て の 層準で は， よ り 上位 ほ ど シルト質の 割合が
増加 し て い る .

こ れ ら の うち ， 植物化 石を 含 む 層準は， 中 ・上
位 に発 達す る 凝灰 質シルト岩 層で ， 化 石は内部の
シルト質の 薄 層か ら 良 く産出 す る . 植物化 石は，
有機質の 溶脱し た 印 象化 石であ り ， 葉 脈が 明瞭な
植物葉 片化 石の ほ か ， 植物 破片が 掃き 集め状に 密
集 し て 産す る こ ともあ る .

本 報告の 昆虫化 石は， 植物化 石と同じく印象化
石であ る . こ れ ら の 化 石は， 実際 は転石か ら 得 ら
れ た た め ， 図4の ど の 層準か ら 産出 し た か はわ か
ら な い . た だ し ， 昆虫化 石を 含 む 石の 岩 質と， 植
物化 石の 産出 を 確認で き る 層準の 岩 質とは酷似す
る こ とか ら 考え て ， 昆虫化 石は図4の 中 ・ 上位 に
発 達す る 凝灰 質シルト層の い ずれかの 層準で 産出
し た こ とは疑い な い と考え る .

な お， こ の ほ か原崎の採 石場か ら は， 198 5年に
コイ科の 魚化 石( 山形大学教 養部所 蔵) が 1 点発見

0 1  2 3  (mm) 

図5 標本 :AρlS sp.の 趨脇



15 1990年 3 月第11号山 形県立博物館研究報告

れて い る . 腹部 と 胸部の 境界は か す か に くびれて
い る .

されて い る こ と を 竹」し て おき た い .

そ の 前後同定 :前麹では ， 径 室が 狭く細長 く，載ヨU-冨回の本標育園・且l

 

v・-A
縁が 平行な こ と や ， 第 3肘室が 斜め で あ る こ と な本標
ど ， 現 生の ミ ツバチ属 Apisの 麹脈と 一致す る .ま膜麹目Order Hy menop tera 

こ れ ら か ら 判断た後足 の 腔節に 距を 欠 い て い る .細 腰亜目Sub order Apocrita 
sp. と 同定 され る .ミ ツバチ 属 の 一種 Aρisし て ，ミ ツバチ 上科Superfamily Apoidea 

ミ ツバチ属付記:日 本 産の 昆虫化石 の うち で ，ミ ツバチ 科Family Apidae 
こ れ ま で FUJIYAMA ( 19 70) に よ る

sp. が唯
Aρisの 報 告は ，
長崎県 壱岐の 中 新統 か ら 産出 し た Apis
ーであ る . 藤山 (私信) に よ れば ， 国 内 で は こ の ほ

ミ ツバチ属 の一種
( 図版1 ， 図5) 
Aρis sp. 

原崎沼 か ら 北 東 約山 形 県 天 童市 原 崎産地
か小型 の 前麹が 鳥取県 辰巳峠の 上部中 新統 か ら 発0 .5kmの 丘陵
見 され て い る もの の ， 世 界的 に み て もミ ツバチ 属
Aρisの 化石 は ， バル ト こ は く(古第三紀始 新世) 以
後 ，

上部中 新統 山 口 層
山 野 井徹1988 年

層準
採集

こ うし たわ ずか数種の 記録し か な い と い う.山形大学教 養部地学教 室所 蔵
状 況か ら ， 当標本 は 大変貴重な化石で あ る と 考え腹部長 1 4.0 凹

前麹長1 5.7 凹
体長22 .8 凹計測 値

ミ ツバチ 属 Aρisと す れ ば大 型
ら れ る .

ま た 当標本 は ，
腹部の 厚さ 7 .1 凹

記載:標本 は 右側面の化石 で ， ほ ぽ全身と 左右
の前後 麹が 保存 されて い る .触角は 基部 は 不 明瞭 で あ る の が一 つの 特徴で あ る .
だが ， 末端 方向で は ほ ぼ同じ太さの 環 節が連 な り

膜麹目
細 腰亜日

2 
Order Hy menop tera 
Sub order Apocrita 

本標糸状 を 呈す る . 胸部 に は 右の 前・後 脚が 残って お
り ， 表面 に は 密毛が存在す る .後 脚の 腔節と 第 1
附節は 特に 太く， 第 2 鮒節よ り 末端 に か け て は細
い. 腔節末端 に は ， 距が 認め ら れ な い . 姐脈は 明 ア リ 上科Superfamily Formicoidea 

ア リ 科
オ オ ア リ 属 ( ? ) の 一種

Family Formicidae 
Camlうonotus ? sp. 

瞭であ る ( 図5) . 腹部 は 太くや や長 い . 腹節は 明
瞭で ， 各腹節の 末端 方向の 約2 /3が 濃色に ふち ど ら

/
J

 

/

- 3 (mm) 2 。

標本 2 Car叩onotω? sp. の 麹脈図6
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( 図版1 ， 図6 ) 
産地 ・ 層 準は 標本 1 に 同 じ

採集 198 4年 山 野井 徹
所 蔵 山 形大学教 養部地学教 室
計測 値 体長1 3.8 阻 腹部長9 .2 mm 腹部幅

3.6 凹 前麹の 残存部の 長 さ 1 4 .5 皿
記載:標本 は 腹面の化石 で ， や や 不明瞭な が ら

頭部 も 認め ら れ る . 麹は左 前麹が 保存 さ れて い る .
脚は右中 脚と 左中 ・ 後 脚が 残っ て い る . 腹部 は ふ
くら みが大 き く， 腹 節が明瞭で あ る . 胸部 と 腹部
は細 くくびれて連結 し て おり ， 胸部は 腹部 に比 較
し て幅が 狭い . 麹脈は比 較的明瞭であ る ( 図6 ) . 

同 定 :胸部や 腹部 およ び 脚の形 態か ら ア リ 科と
考え ら れ ， 加 え て 麹の 中央上部で 麹脈が X字状 に
交 文し て い る こ と か ら ， オ オ ア リ 属 の 一 種
Cαmponotus sp. ヒ 考え ら れ る .

標 本 3
O rder Hemip tera 半 麹目

0 1  2 3(mm) 

図7 標本 3 Scutellerinae ?の 麹脈

Sub o rder Heteroptera 異趨E目
Family Pentatomidae カメ ムシ科
Sub family Scutellerinae ? キンカメムシ亜科

(? ) 
Gen. et sp. indet. 

( 図版1 ， 図7 )
産地 ・ 層 準は 標本 1 に 同 じ

採集 1989年 稲毛 実
所 蔵 山 形県立博物館
計測 値 腹部長1 3 .5凹 腹部幅1 3.0 凹

後 麹長 1 3.8 凹
記載:標本 は 頭 ・ 胸部が欠 損し た 腹部 背面の化

石 で ， 右後 麹が 保存 さ れ て い る . 腹部 は 全体的 に
丸く幅広 く大型で ， 腹 節も 明瞭で あ る . 結合板 は
比 較的幅広 く， 結合板上 の 方形の色 斑が 腹節を 境
に し て 狭く隣接 し て い る . 色 斑の 表面 に は ， 細 か
で密な 点刻があ る . 麹脈は 明瞭で あ る ( 図7 ) . 

同 定:腹部が 丸型 で大 き く， 結合板 も 幅広 い こ
と や ， 色 斑の模様 およ び 麹脈相か ら ， カメ ムシ科
Pentatomidaeと 判断さ れ ， さ ら に 当標本 は キ ン
カメ ムシ亜科Scutellerinaeの 可能性が 考え ら れ
る .

IV ま と め と 課 題
1) 昆虫化石 を 産出 し た層 準は ， 上部中 新統 山 口 層
の 葉理構造の発 達す る 凝灰 質シルト 岩 層であ る .
2) 同層 か ら は 植物化石が多 産し て い る ほ か ， コイ
科の 魚化石 も 産出 し て い る .
3) 産出 し た 昆虫化石 3 標本 は ， 姐脈等 を検討し た

結 果， そ れ ぞれ ミ ツバチ 属の一種 ， オ オ ア リ 属 ( ? ) 
の一種 ， キ ン カメ ムシ亜科( ? ) と 同定さ れた .
4) こ の うち の ミ ツバチ属 の化石 は ， 日 本での 産出

例が 極め て 少な い こ と か ら ， 貴重な 標本 と いえ る .
昆虫化石の意義 は ， 過去の 昆虫相の変還を 知る

上での最 も 基本 と な る 資料で あ る と と も に ， 野 尻
湖昆虫グループ編 ( 198 5) も 指摘す る よ うに ， 昆虫
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が 特定 の植物 と の関連が深い場合 ， 古 植生や 古気
候 の検討に 有効な資料 と なる も ので あ る .

山形県 で は こ れ ま で 昆虫化石 が あ ま り注 目 さ れ
ない 傾向に あ った と 思わ れ ， 県 内 に は 未報 告の産

地や 標本が ま だ あ る と 考 え ら れ る . 従って 今後 の
課題と し て ， こ う し た 昆虫化 石に つ い て の研究 を ，
山形県 の過去の見虫相を 知る た めと と も に ， 古 環
境を検討する 資料 と し て も ， 層 序的検討と 合わ せ
て 積 極的に すすめて い く必要が あ る と 考 え る .

最後 に ， 本報 告が 見虫化 石研究 のー資料 と なり，
あ る い は 今後 の新た な研究 のき っか け と なれ ば 幸
いであ る .

謝 辞 本報 告の 1 つ のカメ ムシ 科の昆虫化 石は ，
本館 職員稲毛実氏 に よ って 採集 さ れ本館 に 収蔵 さ
れた 標本 で あ る . ま た化石 の採集 に あ た って は ，
採石場 の菊地 建設側(天 童市) よ り， 快く許可 し て
い た だ い た .

本 稿を ま と める に あ た って ， 山 形 工業高校 の鈴
木 雅宏校長お よ び天 童中 部小学校 の青山良 雄教 諭
か ら は ， 天 童市原 崎の見虫化 石の産出状 況に つ い
て の情報 を 提供し て い た だ い た . 本館 嘱託の木 俣
繁先生か ら は ， 昆虫の形 態全般 に わ た って 御教 示
い た だ き ， 文献や現生 見虫標本 を 提供し て い た だ
い た . 元国立 科学博物館古生物第 二研究 室長 の藤
山 家徳博 士か ら は ， 当標本 の同定 に つ い て 指導し
て い た だ き ， 文献や現生 昆虫標本 を 提供し て い た
だ くと と も に ， 標本記 載に つ い て の原 稿を 校 閲し
て い た だ い た . 同博物館古生物第三研究 室長 の上
野 輝靖博 士か ら は ， 天 童市原 崎産の魚化 石を 同 定
し て い た だ い た .

こ こ に 記 し て ， 以上 の方 に々 深 く感謝申し 上 げ
る .
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図 版 の 説 明

図 版 I
1 標本 1 : Aρis sp. 

2 a. 2 b 標本 2 : Camρonotus ? sp. 
3 a・ 3 b 標本 3 : Scutellerinae ?， gen. et sp. indet. 
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図 版 1 (長 津一雄・山 野井 徹)
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山形県の蛾類分布資料(V)

嘱 託 木 俣 繁

NOCTUIDAE ヤガ科 (1) 

1 はじめに

県内の蛾の分布資料 と し て ， 今回 は ヤ ガ科を取
り 上げる こ と に し た が， 県内から は現在の と こ ろ
600種近い種類が発見 さ れて お り ， 紙数等の関 係か
ら 一度 に 全部 を 掲載 す る こ と が 出 来 な い の で，
P a n t he i n a e ウ スペ リ ケ ン モ ン亜 科 ，
Acronictinae ケ ン モ ン ヤ ガ亜 科， Bry ophil inae 
キ ノ コ ヨ ト ウ亜 科， Heliothinae タ バ コ ガ亜 科，
N octuinae モ ン ヤ ガE 科， Hadeninae ヨ ト ウ ガ

亜 科， Cuculliinae セ ダ カ モ ク メ亜 科及 び Am
phipy rinae カ ラ ス ヨ ト ウ亜 科の 一部の 8亜 科の
を記載す る こ と に した 。

こ の報告 を纏め る に あ た り ， 資料を提供， あ る
い は文献の 引用 を さ せ て いただいた， 東京の岸田
泰則氏 ・ 春田俊郎氏， 横浜の柳田慶浩氏， 日 野市
の神保一義氏， 浦和の 市川和夫氏， 仙台の渡辺義
汎氏， 新潟の佐藤力夫博士 ・桜井精 氏 ・ 清野昭夫
氏， 白鷹町の加藤和彦氏， 山形市の武田隆氏 ・ 横
倉明氏， 山形東高校の菊地賢治氏， 鶴岡市の布施
寛氏 ・ 水野重紀氏 ・ 佐藤勝氏 ・ 前田稔氏及び南陽
市の伊藤之巳氏， ま た ， 標本 を調べ さ せて い た だ
い た 山谷文仁 氏， 更に常 にヤ ガ科に関 し て種々 ご
指導 を い た だい て い る 日 本蛾類学会の杉繁郎氏 に
対 し て深 く 感謝の意を表す る 。

2 調査地域

調査 地域 は， 所検標本や文献等に 記 さ れ た地域
は次の と お り であ る。

山形市: 山形市， 本町， 緑町， 霞城公園， 陣場，
山寺， 奥山寺， 山寺遊仙峡 ， 面 白 山， 高瀬， 高
瀬戸沢， 瀬 ノ 原山， 村木沢， 村木沢早坂林道，
本沢， 醸石， 門伝大平， 西蔵王高原， 宝沢， 上
宝沢， 不動沢， 笹谷峠， 盃山， 沼の辺， 釈迦堂，
新山， 若木， 滑川， 二ツ橋， 平清水， 蔵王温泉

米 沢市: 館山， 白布高湯
鶴岡市: 由良， 湯野浜， 加茂
酒田市: 酒田市， 北千 日 町， 北里町， 松境， 飛島
新圧市: 新庄駅， 新圧温泉
上山市: 上山市， 蔵王 ラ イ ン， 金瓶
村山市: 北町， 大久保， 甑岳
長井市: 白川 ダム
天童市: 荒谷
東根市:関 山， 柳沢， 柳沢小屋， 柳沢林道， 寒風

山木葉沢， 水無山泥沢， 滝の沢
尾花沢市: 銀山温泉， 御所山荘， 鍋越峠
南陽市: 吉野中， 荻 小， 矢 ノ 沢， 須刈田
山辺町: 荒沼
中 山町: 岩谷
西川町: 志津， 志津月 山荘， 志津姥沢小屋， 志津

荒沢橋， 弓張平， 間沢， 本道寺， 月 山沢， 大井
沢中村， 大井沢 日暮合小屋， 上島

大江町: 古寺， 古寺鉱泉
真室川町: 新及位
大蔵村: 肘折温泉
小国 町: 叶水， 沼沢， 飯豊山荘
白鷹町: 荒砥
藤島町: 藤島
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朝 日 村: 下名川， 荒沢ダム， 八久和林道
温海町: 湯温海， 温海岳
遊佐町: 吹浦， 杉沢
鳥海山: 鳥海山， 千畳 ヶ 原， 河原宿， ソ プ谷地，

鳥 ノ 海， 山頂 ， 吹浦 口， 御浜， 伏拝岳， 御田
朝 日連峰: 天狗小屋， 天狗角力取場， 天狗角力取

山
月 山:鍛冶 小屋， 胎内岩
蔵王連峰: 蔵王 山， ド ッ コ沼 ， 観松平， 御田神，

坊平
飯豊連峰: ヌ ク ミ 平， 烏帽子岳， 門 内岳， 与四太

郎の池
吾妻連峰: 天元台， 新高湯， 吾妻温泉

3 目 録

現在ま で筆者が見る こ と の出 来た文献等 に 記録
さ れた も の も ， 疑問の あ る も の を除 き ， すべて の
種類を 引用 す る と と も に， 未発表の資料 と して は，
筆者の採集 し た も の， 山形県立博物館所蔵の標本，
故白畑孝太郎氏 の標本 の 中か ら未発表の も の， 山
谷文仁 氏の標本等筆者の見る こ と の出 来た標本の
すべて を記録す る こ と と し た 。

デー タ ー の後 ろ 右肩 に 示 し た数字は， 文献引用
等 を 示 し た も の で， 本報文の最後に文献名 を あ げ
で あ り ， そ の文献の番号 を示 し で あ る 。 ま た， デ
ー タ ーの後ろ の ( ) 内 に名前の書いて あ る も の は
未発表の 資料 で， 採集者の名前 を 記 し た も のであ
り ， ( 白畑) は 白畑孝太郎氏， ( 山谷) は 山谷文仁 氏，
(加藤) は加藤和彦氏， (横倉) は横倉明氏， (伊藤) は
伊藤之巳氏， (木 俣) は 筆者で， (博物館) と あ る の は，
山形県立博物館所蔵の も のであ る 。

NOCTUIDAE ヤガ科

蛾類の 中では 最大の科で， 日本か ら は900種 を超
え る 種類があ り ， 県内か ら も 現在ま での と こ ろ 578
種が見つか って い る 。 調査が進め ば， 県内か ら 600

種 を超え る 種類が見つ か る と 思 う 。

Pantheinae ウスベリケンモン亜科

1 Anacronicta nitida (Butl er) ウ ス ベ リ ケ ン モ
ン
山形市本町 1 ♀ ， 19610831 (木 俣)
万 山寺 1 ♂ ， 19760816 (博物館)
万 高瀬戸沢 2 ♂ ♂， 19840703 (木 俣)
刀 西蔵王高原 1 ♀ ， 1984081810) 
万 村木 沢 川
か 村木 沢早坂林道 1 ♂， 19890803 (木 俣)
か 不動沢 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1988071241 ) 
新庄市新庄温泉 196106152) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
尾花沢市銀山温泉 2 ♂ ♂， 1叩98鉛60仰71ロ2刊
中 山町岩谷 1 ♂ ， 1凹98鉛60凶62却8 (木 俣)
西川町志津 18)39) . 1 ♂ ， 1973070613)39) ・ 2 ♀ ♀ ，

1987072939) 
か 志津月 山荘 1 ♂， 1985080317)39) ・ 5 ♂ ♂

1 ♀ ， 1988072339) 
小国町叶水 1 ♀ ， 19740629 (木 俣) ・ 3 ♂ ♂，

19750614 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 1957080836 ) ・ 1 972080936 ) • 

1973052636) • 1974060936) 
蔵王山 1 ♂ ， 19620722 (木 俣)

2 Anacronicta cal;伊inea (Butler) コ ウ ス ベ リ
ケ ン モ ン
山 形 市 本 町 1 ♀， 19610619 (木 俣) ・ l ♀ ，

19620731 (木 俣)
万 面 白 山 1 ♂， 197508169) 
か 山寺 1 ♂ ， 19770826 (博物館)
刀 西蔵王高原 1 ♂， 19830826川
か 高瀬戸沢 1 ♀ ， 1984080415) 
万 村木 沢 19)
新庄市新庄温泉 196106152) 

注 目録中8桁の数字は採集年月日 を表わす。(例 19610831は 1961年 8 月31日)
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上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♂ ， 1984070710) 
万 金瓶 19)
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 19880613(0) 
南陽市吉野中 1 ♂， 19880608 (伊藤)
万 荻小 1 ♂， 19880608 (伊藤)
西川町間沢 l ♀ ， 197507255) 
万 志津 l ♀ ， 197082038)制
小国町沼 沢 1 ♀ ， 1973062613) 
万 叶水 6 ♂ ♂， 19740629 (木 俣) ・ 5 ♂ ♂ ，

19750614 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 19590801 3 6 ) ・ 1 96705283 6 ) • 

1971061636 ) • 197308 1636 )  • 1973082636 )  • 
1974101036) 

3 Anacronicta ρlumbea (Butler) ナ マ リ ケ ン モ
ン
西川町志津月 山荘 1 宇 ， 198508031巾9)
刀 志 津 1 ♀ ， 19860726 1 8 )3 9 ) ・ 1 ♀ ，

19860824則39) ・ 4 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1987072939) 
真室 川町 1 ♂ ， 1962052629) 
小国町叶水 1 ♂ ， 19740629 (木 俣)
蔵王山 1 ♂ ， 19620722 (木 俣)
蔵王連峰 ド ッ コ沼 1 ♀ ， 19880807(1) 

4 Trichosea ainu (Wileman) ニ セ キ パ ラ ケ ン
モ ン
米沢市 白布高湯 8) ・ 1 ♂ ， 1965072937) 
西川町志津 18) ・ 1 ♀ ， 1970081918)3巾9) ・ 1 ♂ ，

1973070613)39) ・ 1 ♀ ， 1987072937)39) 
鳥海山千畳 ヶ 原 8) ・ 1 ♂， 1971072612 ) 
蔵王連峰観松平 1 ♂ ， 1971072637) 
11 坊平 l ♂ ， 1980081737) 
11 御田神 l ♂， 19840814川37)

5 Trichosea ludijica (Linnaeus) キ タ キ パラ ケ
ン モ ン
蔵王連峰坊平 1 ♂ ， 1980081737) 

6 Panthea coenobita idae Bryk カ ラ フ ト ゴマ
ケ ンモ ン

山形市面 白 山 1 ♂ ， 197408249) 
か 上宝沢 l ♀ ， 1988082p1) 
米沢市白布高湯 1 ♀ ， 19800802 (木 俣)
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814(0) 
西川町大井沢日暮合小屋 1 ♀ ， 19540812 
M 問沢 l ♂ ， 197308034) 
鳥海山河原宿 196608003) 
蔵王連峰坊平 1 ♂ ， 19800817 (博物館)

7 Colocasia jezoensis ( M atsumura) ネ グ ロ ケ
ン モ ン
西川町間沢 1 ♀ ， 196608154) 
か 志津姥沢小屋 2 ♂ ♂，  198305281印刷9)
万 志津月 山荘 1 ♀ ， 1985080317)39) 
か 志津 3 ♂ ♂， 1986062218)39) ( 内 1 ♂ は

博物館) ・ 3 ♂ ♂， 1986082418)制 ( 内 1 ♂ は博
物館) ・ 5 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1987082039) (内 2 ♂ ♂ は
博物館)

小国町飯豊山荘 1 ♂ ， 19680820州
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
飯豊連峰ヌ ク ミ 平 1 ♂ ， 1968052714) ・ 1 ♂ ，

19侃082414 )

Acronictinae ケンモンヤガ亜科

8 Belciades neveo/a ( M otschulsky ) ア オ ケ ン
モ ン
山形市面 白 山 2 ♂ ♂，  197507199) 
か 村木 沢早坂林道 1 ♂ ， 19890829 (木 俣)
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19800802 (木 俣)
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♂ ， 1984070710) 
東根市関山 1 ♂ ， 1凹97沌80ω61日5(博物館)
刀 柳沢小屋 l ♂， 1凹98筋60仰728刊

} 尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 1凹98鉛60町71ロ2叫叫
山 辺 町荒沼 1 if1 ，  19870827 (木 俣) ・ 1 ♀ ，

19880704 (木 俣)
小国町叶水 l ♂ ， 19740629 (木 俣) ・ 1 ♂ l ♀ ，

19750614 (木 俣)
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朝 日村荒沢ダム 1 ♂， 19820818 (木 俣)
9 Moma alpium (Osbeck) ゴマ ケ ン モ ン

山形市奥山寺 1 ♂ ， 19730630 
I! 面 白 山 1 ♀ ， 197506309) ・ 1 ♂ ，

19750719 (木 俣) ・ 1 ♂， 197508169) ・ 1 ♂ 1
♀ ，  198206199) .  1 ♂ 1 ♀ ， 198207109) 

か 西蔵王高原 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 198406149) (内
1 ♂ は 博物館) ・ 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19840711川
( 内 l ♂ 1 ♀ は博物館) ・ 1 ♂ ， 1984081810) 

か 高瀬戸沢 3 ♀ ♀ ， 19840703同
I! 

I! 
I! 
I! 
I! 

I! 

不動沢 2 ♀ ♀ ，  19840714 (木 俣) 41 ) . 1 
♀ ，  19880622(1 )  

村木 沢 19)
村木 沢早坂林道 1 ♀ ， 19890714 (木 俣)
門伝大平 1 ♀ ， 19850708 (木 俣)
上 宝 沢 l ♀ ， 19880709( 1 ) . 1 ♀ ， 

1988082141) . 1 ♀ ， 19890730 (木 俣)
本沢 2 ♀ ♀ ，  19890727 (木 俣)

上山市蔵王ラ イ ン 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19840707川
(内 1 ♂ は博物館)

刀 金瓶 19)
村山市北町 7)
天童 市荒谷 1 ♂， 198208049) 
東根市柳沢 1 ♂ ， 1986072840) 
西 川 町 間 沢 1 ♀ ， 196608134) . 1 ♂ 1 ♀ ， 

197308044) 
I! 志 津 1 ♀ ， 197507256) 1 8 )39) ・ 1 ♀ ，

1986072618)39) ・ 2 ♂ ♂， 1986082418)39) 
か 志津荒沢橋 2 ♀ ♀ ， 19850715 1 8)39) 
M 志津月 山荘 1 ♀ ， 1985080317)39) ・ 2 ♂ ♂

2 ♀ ♀ ，  1988072339) 
小国町飯豊山荘 1 ♂ 2 ♀ 平 ， 1968082034) ・ 1

♀ ，  1968072p5) 
か 叶水 4 ♂ ♂ ， 19740629 (木 俣， 内 1 ♂ は

博物館) ・ 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19750614 (木 俣， 内
1 ♂ は博物館)

藤島町藤島 1972070436) 
温海町温海岳 1 ♂ ， 19890825 (木 俣)
蔵王連峰 ド ッ コ沼 (1)

10 Moma /ulvicollis (Lattin) キ ク ピ ゴマ ケ ン モ
ン
西川町志津月 山荘 1 ♀ ， 1985080317) 
N 志津 1 ♂ ， 1986072618) ・ 1 ♀ ， 19870729 

11 Nacna malachitis (Oberthur) ニ ッ コ ウ ア オ
ケ ン モ ン
山 形 市 本 町 1 ♀ ， 19580912 (木 俣) ・ 1 ♀ ，

19610831 (木 俣)
H 村木 沢 19)
刀 不 動 沢 1 ♂ ， 1984071410)4 1 ) ・ 1 ♂ ，

1988071241) 
上山市金瓶 19)
東根市寒風山木 葉沢 2 ♂ ♂， 19850629(0) (内

1 ♂ は博物館)
西 川 町志津 1 ♂ l ♀ ， 197507256) ・ 2 ♂ ♂ ，

1986082418) . 1 ♂ ， 19870729 
万 志津荒沢橋 6 ♂ ♂， 1985071518) (内 2

♂ ♂ は博物館)
万 志津月 山荘 1 ♀ ， 19880723 
大江町古寺鉱泉 3 ♂ ♂， 19850720 (木 俣， 内 1

♂ は博物館)
大蔵村肘折温泉 1 ♂ ， 19860703 (木 俣)
小国町叶水 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19750614 (木 俣)
藤島町藤島 1972082836) 
温海町温海岳 1 ♂ 1 ♀ ， 19890825 (木 俣)
鳥海山河原宿 196608003) 
万 鳥 ノ 海 196608003)

12 Nacnα sugi飽nii (N agano) ス ギ タ ニ ア オ ケ
ン モ ン
山形市面 白 山 1 ♂ 1 ♀ ， 197507199) (内 1 ♀ は

博物館)
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♂ ， 1984070710) 
11 金瓶 m
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鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
蔵王連峰坊平 1 ♂， 19800817 (博物館)
刀 御田神 1 ♂ ， 19840730川

13 Harri幻imemna marmorata Hampson ス ギ タ
ニ ゴマ ケ ン モ ン
山形市面 白 山 1 ♂ ， 197408249) 
刀 村木 沢 1 ex.，l984083019) 
東根市柳沢小屋 1 ♂ 1 ♀ ， 19860728州
西川町志津荒沢橋 2 ♂ ♂， 198507151 8)制
11 志津 1 ♀ ， 1987072939) ・ 3 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ，

1987082039) 
小 国 町 飯 豊 山 荘 1 ♂ ， 1968082034) ・ 1 ♂ ，

1968072135) 
小国町 1 ♀ ， 19710902 (山谷)
鳥海山 鳥 ノ 海 196608003) 

14 Gerbatlwdes angωta (Butler) ヒ メ ケ ン モ ン
山形市村木 沢 1 ex.，l984082319) 

15 Gerbathodes ρaupera (Staudinger) シ ロ フ ヒ
メ ケ ン モ ン
山形市奥山寺 1 ♀ ， 197306309) 
万 西蔵王高原 1 ♂ ， 19840711 10) 
刀 不動沢 1 ♂ ， 198807124 1 )  
M 上宝沢 41) ・ 1 ♀ ， 19890730 (木 俣)
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 1984070710) 
小国町叶水 1 ♀ ， 19750614 (木 俣)

16 Acronicta leporina 1，ゆorella Staudinger シ
ロ ケ ンモ ン
山形市村木 沢 1 ♂ ， 1985061019) 
西川町志津荒沢橋 1 ♀ ， 1984071518)39) 
11 志津 1 ♀ ， 1987072939) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 1984073010) 

17 Acronicta major (Bremer) オ オ ケ ン モ ン
山形市本町 2 ♂ ♂， 19620805 (木 俣)
万 面 白 山 l ♀ ， 197508169) 
N 山寺 1 ♂ ， 19770603 (博物館)
万 西蔵王高原 l ♀ ， 1983082610) ・ 1 ♂ ，

1984071110) 
万 村木 沢 19)
M 村木 沢早坂林道 1 ♀ ， 19890714 (木 俣)
M 上宝沢 1 ♂ 1 ♀ ， 19890730 (木 俣)
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19800802 (木 俣)
上山市金瓶 川
村山市大久保 7)
尾花沢市御所山荘 3 ♂ ♂， 19870814州
山辺町荒沼 1 ♂ ， 19880704 (木 俣)
中 山町岩谷 l ♀ ， 19860803 (木 俣)
西川 町間沢 2 ♂ ♂，  197308044) 
万 志津荒沢橋 3 ♂ ♂， 1985071518)39) 
刀 志津 6 ♂ ♂， 1986082418)39) ・ 1 ♂ 2 ♀

♀ ，  1987072939) ・ 1 ♂ ， 1987082039) 
小国町飯豊山荘 1 ♂ ， 1968082034) 
藤 島 町 藤 島 197 106223 6 ) ・ 1 974080336 ) ・

1975071636) 
朝 日 村荒沢ダム l ♂ ， 19820818 (木 俣)
鳥海山 ソ ブ谷地 196608003) 
蔵 王 連 峰 坊 平 1 ♂ ， 197907281 0) ・ 1 ♂ ，

1980081710) 
か ド ッ コ沼 4 1)

18 めIboma adaucta (Warren) サ ク ラ ケ ン モ ン
山形市山寺 1 ex.，l9770603 (博物館)
N 面 白 山 1 ♂ ， 198206199) ・ l ♂ ，

198207109) 
万 西蔵王高原 l ♂ ， 1983082610) ・ l ♂ ，

19840614 ・ 1 ♂， 1984081810) 
11 村木 沢 19)
11 村木 沢早坂林道 1 ♀ ， 19890803 (木 俣)
刀 門伝大平 1 ♂ 1 ♀ ， 19890601 (木 俣)
上山市金瓶 19)
村 山市北町 7)
N 大久保 7)
天童 市荒谷 1 ♂ ， 19820831 ・ 1 ♂ ， 19820901 ・

1 ♂ ， 19820913 
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東根市関山 1 ♂ ， 19780615 (博物館)
山辺町荒沼 1 ♀ ， 19880704 (木俣)
西川町間沢 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 197308044) 
藤島町藤島 1971061536) 
温海町温海岳 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19890825 (木俣)

19 Molybdonycta omorii (Matsumura) オ オ モ リ
ケ ン モ ン
酒田市 1 ♀ ， 1949052421) 
藤島町藤島 1 ♂ ， 1963052836) ・ 1971060836) • 

1971080836) • 1975051236) 
20 Plataρlecta tegminalis (Sugi ) ハ イ イ ロ ケ ン

モ ン
山形市本町 2 ♂ ♂， 19600920 (木俣) ・ l ♀ ，

19610520 (木俣)
酒 田 市 1 ♂ ， 1 9590702 ( 白 畑 ) ・ 1 ♂ ，

1961070714) ・ 1 ♀ ， 19620727 (白畑)
上 山市金瓶 19)
南陽市吉野中 1 ♂ ， 19880515 (伊藤)
11 中 ノ 沢 1 ♂ ， 19880821 (伊藤)
小国町叶水 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19750614 (木俣)

21 Plataρlect，α ρruinosa consanguis (Butler) ア
サ ケ ン モ ン
上 山市金瓶 19)

22 Triaena tridens (Denis et Schiffermuller) ヒ
メ リ ン ゴ ケ ン モ ン
山形市山寺 1 ♂ ， 19770603 (博物館) ・ 1 ♂ ，

19780603(博物館)
上 山市金瓶 19)
西川町間沢 l ♂ ， 197308044) 

23 Triaena intermedia (Warren) リ ン ゴ ケ ン モ
ン
山形市本町 1 ♂ ， 19610502 (博物館) ・ 1 ♂ ，

19610509 (博物館) ・ 2 ♂ ♂ ， 1962080F2) (木
俣) ・ 1 ♂ ， 19620805 (木俣)

万 緑町 1 ♂ ， 19610509 (博物館)
万 山寺 2 ♂ ♂， 19770603 (博物館) ・ 2 ♂

♂ ，  19770606 (博物館) ・ 1 ♀ ， 19770628 (博物
館) ・ 1 ♂ ， 19780603 (博物館)

万 西蔵王高原 1 ♂ ， 1984061410) 
11 村木沢 19)
か 村木沢早坂林道 1 ♂， 19890614 (木俣)
新庄市新圧温泉 196106152) 
上 山市金瓶 19)
西川町間沢 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 197308044) 
藤 島 町 藤 島 197 1060636 ) ・ 197 1063036 ) • 

1972071636) • 1973090736) 
鳥海山河原宿 196608003) 

24 Triaena cu宅ρis (Hubner) オ オ ホ ソ パ:ケ ン モ
ン
上 山市金瓶 19)
南陽市吉野中 1 ♂ ， 19880622 (伊藤)
西 川 町 間 沢 1 ♂ ， 196608144) . 3 ♂ ♂ ， 

197308044) 
か 志 津 l ♂， 197507256)18)39) ・ 2 ♀ ♀ ，

1986082439) 
藤島町藤島 1961071236) ・ 1975073136)

25 Triaena leucocusρis leucocuspis (Butler) キ
ハ ダケ ン モ ン
山形市村木沢 19)
上 山市金瓶 19)
藤島町藤島 1971072036) 

26 Jocheaera alni (Linnaeus) ハ ン ノ ケ ン モ ン
山形市不動沢 1 ♂ ， 198806224 1 )  
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 19860728州
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814州
西川町志津荒沢橋 1 ♂， 1985071518)39) 
JJ 志津 1 ♂ ， 1986072618)39) 

27 局Ilonycta catocaloida (Graeser) キ シ タ ケ ン
モ ン
山形市盃山 1 ♂ ， 19610715 
か 西蔵王高原 1 ♂ ， 19840711川
N 高瀬瀬戸 l ♂ ， 1984080415) 
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万 上宝沢 1 ♀， 1988070941 )  
上山市蔵王 ラ イ ン 2 ♂ ♂， 1984070710) 
J! 金瓶 19)
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 1986071240) 
刀 御所山荘 1 ♂ ， 1987081440) 
西川町間沢 6 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 197308044) 
刀 志津荒沢橋 l ♀ ， 1985071518)39) 
朝 日 村荒沢ダム 2 ♂ ♂，  19820818 (木 俣)

28 Hyloηycta hercules (Felder et Rogenhofer) 
シ ロ シ タ ケ ン モ ン
山形市山寺 1 ♂ ， 19770826 (博物館)
M 西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) 
M 村木 沢 19)
万 不動沢 1 ♀ ， 198806224 1) 
上山市金瓶 19)
山辺町荒沼 1 ♂， 19880704 (木 俣)
西川町弓 張平 1 ♂ ， 1988061639) 
か 志津月 山荘 1 ♂ ， 1988072339) 
藤 島 町 藤 島 197 1063036 ) ・ 1 97 1080236 ) • 

1973070836 ) • 197406 1 936) • 1974090836 ) • 
1976072336) 

29 Viminia remicis (Linnaeus) ナ シ ケ ン モ ン
山 形 市 本 町 1 ♀ ， 19600727 (木 俣) ・ 1 ♀ ，

19600916 (木 俣) ・ 3 ♀ ♀ ， 19600920 (木 俣) ・
1 ♂ 1 ♀ ， 19600921 (木 俣) ・ 1 ♂ ， 19600922 
(木 俣) ・ 1 ♀ ， 19600924 (木 俣) ・ 1 ♀ ， 19601006
(木 俣) ・ 1 ♂ ， 19610502 (木 俣) ・ 1 ♀ ， 19610503
(木 俣) ・ 1 ♂ ， 19610503 (博 物 館) ・ 1 ♂ ，
19610504 (木 俣) ・ 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19610504 (博物
館) ・ 1 ♀ ， 19610511 (木 俣) ・ 1 ♀ ， 19610516 
(木 俣) ・ l ♂ ， 19610520 (木 俣) ・ 2 ♀ ♀ ，
19610711  (木 俣) ・ 1 ♀ ， 19610821 (木 俣) ・ 2
♀ ♀ ， 19610902 (木 俣)

か 緑町 1 ♀ ， 19610507 (木 俣)
J! 山寺 1 ♂， 19770603 (博物館) ・ 1 ♀ ，

19770804 (博物館)

J! 面 白 山 1 ♂ ， 198205309) ・ 1 ♀ ，
198207109) 

万 西蔵王高原 1 ♂ 1 ♀ ， 1983082610) ・ l
平 ， 1983082610) ・ 3 ♂ ♂ l ♀ ， 19840529川 ・ 1
♀ ，  1984071 110) ・ 1 ♂ ， 19840915 

J! 不動沢 1 ♂ ， 1984060410)41 )  
}} 瀬 ノ 原山 1 ♂ ， 1984060715) 
}} 高瀬戸沢 1 ♀ ， 1984080415) 
}} 村木 沢 19)
}} 上宝沢 1 ♀ ， 198807094 1) 
}} 本沢 1 ♀ ， 19890727 (木 俣)
米 沢 市 館 山 1 ♀， 19700823 (加藤) ・ 1 ♂ ，

19700827 (加藤) ・ 1 ♀ ， 19700831 (加藤)
M 白布高湯 1 ♀ ， 19800802 (木 俣)
酒田市 1 ♀ ， 1958091914) ・ 1 ex.，19590524 12) ・

1 ♂ ， 1959071114 ) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
万 甑岳 7)
天 童 市 荒 谷 2 ♀ ♀ ， 198009099) ・ 1 ♂ ，

198209029) 
東根市関山 1 ♀ ， 19780721 (博物館)
中 山町岩谷 2 ♀ ♀ ，  19860803 (木 俣)
西川 町大井沢中村 8) . 1 ♀ ， 19610805 (博物館)
万 問沢 2 ♂ ♂， 197308044) 
大江町古寺 1 ♀ ， 1979090212) 
小国町叶水 1 ♀ ， 19740629 (木 俣) ・ 1 ♂ 2 ♀

♀ ，  19750614 (木 俣) ・ 2 ♀ ♀ ， 19760530 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 19560 8 1 236 ) ・ 1 9 7 1062836 ) • 

1974081636) • 1975042936) 
蔵王連峰坊平 1 ♂ ， 1980081710) 
万 観松平 1 ♀ ， 19870718 (木 俣)

30 Viminia lutea leucoρtera (Butler) ウ ス ジ ロ
ケ ン モ ン
上 山 市 金 瓶 1 ♂ ， 197605 1 6 1 9 ) ・ 1 ♀ ，

1977060919) 
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3 1  Cranioþhora ligustri・ (Denis et Schiffermül. 
ler) イ ボ タ ケ ン モ ン
上山市金瓶 1 ex. ， 19780909川
尾花沢市御所山荘 6 ♂ ♂ ，  1凹98幻70ω8144州 ( 内 2

♂ ♂ は博物館) ・ 1 ♂ ， 1印98鴎80ω61日3少伊4叫o

西川 町志津 3 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1凹98釘70ω82却03羽制8別)3制9釣) ( 内
l ♂ 1 ♀ は博物館)

藤島町藤島 1976090236) ・ 1976091536)
温海町温海岳 1 ♀ ， 19890825 (木 俣)
蔵王連峰 ド ッ コ沼 1 ♀ ， 1988080741) 

32 Cranioρhora ρraeclara (Graeser) ニ ッ コ ウ ケ
ン モ ン
山形市村木 沢 19)
H 面 白 山 1 ♂， 197508169) 
万 西蔵王高原 1 ♀ ， 1984081810) 
M 不動沢 1 ♂ ， 1988062241) ・ l ♂ 2 ♀ ♀ ，

1988071241 )  
米沢市館山 l ♂， 19700831 (加藤)
JI 白布高湯 1 ♀ ， 19800802 (木 俣)
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♂ l ♀ ， 1984070710) 
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 1986071240) 
南陽市荻小 1 ♂ ， 19880615 (伊藤)
西川町志津月 山荘 1 ♂ ， 1985080317)39) ・ 1 ♂ l

♀ ，  1988072339) 
M 志津 3 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1986082418)39) (内

l ♂ 1 ♀ は博物館) ・ 2 ♀ ♀ ， 1987072939) ・ 2
♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 1987082039) (内 l ♂ は博物館)

朝 日 村荒沢ダム 1 ♂ ， 19820818 (木 俣)
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
11 河原宿 196608003) 
か ソ プ谷地 196608003)
朝 日 連峰天狗小屋 8) . 2 平 ♀ ， 1954081414) 
蔵王連峰坊平 l ♀ ， 1980081710) 
M 御田神 1 ♂ ， 1984073010) 
万 観松平 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870718 (木 俣， 内

1 ♂ は博物館)

11 ド ッ コ沼 1 ♀ ， 1988080741) 
33 Cranioþhora jankou広kii (Oberthür) ク ロ フ

ケ ン モ ン
山形市面 白 山 1 ♂ ， 197508169) 
か 村木 沢 19)
M 村木 沢早坂林道 1 ♀ ， 19890803 (木 俣)
上山市蔵王 ラ イ ン 2 ♂ ♂， 1984070710) 
万 金瓶 19)
東根市寒風山木 葉沢 1 ♀ ， 1985062940) 
南陽市吉野中 l ♂ ， 19880531 (伊藤) ・ 1 ex.， 

19880622 (伊藤)
西 川 町志 津 月 山 荘 3 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 

1985080317)制 ・ 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1988072339 ) 
JI 志津 3 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1986082418)39) ( 内

2 ♂ ♂ 1 ♀ は博物館) ・ 2 ♀ ♀ ， 1987072939) .  
1 ♂ ， 1987082Q39) 

か 弓張平 1988061639)
温海町温海岳 10♂ ♂ ， 19890825 (木 俣)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
蔵王連峰 ド ッ コ沼 41 )

34 Narcotica niveosþarsa ( M atsumura) シ ロ フ
ク ロ ケ ン モ ン
藤島町藤島 1973062536) 

35 Loþhonycta confusa (Leech) ア ミ メ ケ ン モ ン
山形市村木 沢 19)

Bryophilinae キ ノ コ ヨ ト ウE科

36 砂romoia melachlora (Staudinger) マルモ ン
キ ノ コ ヨ ト ウ
東根市柳沢林道 1 ♂ ， 19870902州
藤島町藤島 1973062436) 

37 Bηoþht"la granitalis (Butler) イ チ モ ジ キ ノ
コ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 1 ♂ ， 197408249) 
M 村木 沢 19)
グ 村木 沢 早 坂 林 道 1 ♂ ， 19890714 (木
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俣) ・ 1 ♀ ， 19890803 (木 俣)
万 不動沢 l ♂ ， 1988090241) 
上山市金瓶 19)
東根市 1 ♂， 1962082720) 
東根市柳沢林道 1 ♂ 1 ♀ ， 19870902州
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870920州
山辺町荒沼 7 ♂ ♂ 1 ♀ ，  19870827 (木 俣， 内 4

♂ ♂ は博物館)
中山町岩谷 1 ♀ ， 19860803 (木 俣)
藤島町藤島 1969080836) 

38 Cη少hia bηophasma Boursin エ ゾキ ノ コ ヨ
ト ウ
鶴岡市内 1 ♀ ， 1965082527) 

39 Cη少hia obscura (Warren) キ ノ コ ヨ ト ウ
山形市村木 沢 川
上山市金瓶 19)
西川町間沢 1 ♂， 197507255) 
藤 島 町 藤 島 196508233 6 ) ・ 1 9720 72836 ) • 

1972080936) • 1976091636) 
40 Cη少hia mediofusca Sugi ス ジ キ ノ コ ヨ ト ウ

上山市金瓶 1 ex.，1984082719) 
藤島町藤島 1971081836) ・ 1971082736)

41 Cη少hia griseola (N agano) ハ イ イ ロ キ ノ コ
ヨ ト ウ
山形市不動沢 1 ♂ 3 ♀ ♀ ， 198809024 1 )  
東根市柳沢林道 6 ♀ ♀ ， 19870902州 (内 2 ♀

♀ は博物館)
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂， 19870814州
山辺町荒沼 1 ♂ ， 19870827 (木 俣)
西川町志津 1 ♂ 3 ♀ ♀ ， 1986082418)39) ・ 3 ♂ ♂

2 ♀ ♀ ，  19870820制 ( 内 2 ♂ ♂ は博物館)
温海町温海岳 1 ♀ ， 19890825 (木俣)
蔵王連峰 ド ッ コ沼 41)

42 Cη少hia sugitani・ï Boursin マ ダ ラ キ ノ コ ヨ 卜
ウ
東根市 1 ♂ ， 1962082720) 

尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂，  1987081440) 
西川町志津 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1986082438)39) ・ 4 ♂ ♂

1 ♀ ， 1987082038)制 ( 内 3 ♂ ♂ は博物館) ・ l
♀ ，  1988092338)39) 

温海町温海岳 1 ♀ ， 19890825 (木 俣)
43 Stenoloba clara (Leech) ウ ス ア オ キ ノ コ ヨ ト

ウ
山形市不動沢 1 ♂ ， 19880902m 
M 村木 沢早坂林道 1 ♂ 1 ♀ ， 19890803 (木

俣)
上山市金瓶 19)
山辺町荒沼 1 ♂ 1 ♀ ， 19870827 (木 俣)
温海町温海岳 l ♀ ， 19890825 (木 俣)

44 Stenoloba assimilis (Warren) ア オ キ ノ コ ヨ
ト ウ
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1987081440) 
西川 町志津 3 ♂ ♂， 1986082438)39) ・ 8 ♂ ♂ 5 ♀

♀ ，  19870820州制 (内 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ は博物館)
45 Stenoloba manたyi (Leech) ウ ン モ ン キ ノ コ

ヨ ト ウ
山形市村木 沢 19)
藤島町藤島 1969081836) 

46 Stenoloba jankowskii (Oberthtlr) シ ロ ス ジ キ
ノ コ ヨ ト ウ
山形市村木 沢 19)
M 高瀬戸沢 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19840804同
万 上宝沢 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 1988082141) ・ 1 ♂ ，

19890730 (木 俣)
万 不動沢 41)
M 村木 沢早坂林道 1 ♂ 1 ♀ ， 19890803 (木

俣)
酒田市 1 ♂ ， 1959072812) 
上山市金瓶 川
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870814州
中山町岩谷 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19860803 (木 俣)
西川町間沢 1 ♂ ， 197308034) 
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万 志津 1 ♂ ， 1987072938)39) 
藤島町藤島 19570705制

Heliothinae タ バ コ ガ亜科

47 Helicoveゆα armigera (Hl1bner) オ オ タ ノf コ
ガ
山形市村木 沢 19)
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 1973090p6) 

48 Helicoveゆa assulta (Guenée) タ バ コ ガ
山形市本町 1 ♂ ， 19610824 (木 俣) ・ 2 ♂ ♂ 2

♀ ♀ ， 19610902 (博物館)
万 山寺 1 ♂ ， 19770820 (博物館)
刀 村木 沢 19)
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 1968082536) ・ 1971090336)

49 Protoschinia scutosa (Denis et Schiffermul
ler) ヨ モ ギガ
山 形 市 本 町 1 ♀ ， 19610515 (木 俣) ・ 1 ♀ ，

19610901 (木 俣)
50 Heliothis maritima adaucta Butler ツ メ ク サ

ガ
山形市本町 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19610902 (博物館)
か 面 白 山 1 ♀ ， 1 97408249 ) ・ 1 ♂ ，

197508169) 
万 山寺 1 ♂ ， 19770804 (博物館) ・ 2 ♂ ♂

l ♀ ， 19770820 (博物館)
M 村木 沢 川
)/ 西蔵王高原 1 ♂ ， 19840614川
米沢市 1 ♂ 1 ♀ ， 19700523 ( 山谷)
米沢市館山 l ♂ ， 19700827 (加藤)
酒田市 1 ♂ ， 1958091414) 
)/ 北千 日 町 1 ♂ ， 19680817 (博物館)
新庄市新庄温泉 1 ♂ ， 19610616 (木 俣)
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)

天童 市荒谷 1 ♂ ， 198208049) ・ 1 ♀ ， 198209029) 
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870814州
西川町間沢 1 ♂ ， 197308044) 
藤 島 町 藤 島 1956052536 ) • 1 956060536 )  • 

1967081236) • 1974071536) 
鳥海山 1 ♀ ， 1961060814) 
鳥海山河原宿 196608003) 

51 Heliothis fervens Butler ニ セ タ ノ て コ ガ
山形市村木 沢 19)
万 村木 沢早坂林道 (木 俣)
上山市金瓶 19)

52 乃Irrhia umbra (H ufnagel) キ タ バ コ ガ
山形市村木 沢 19)
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 1973091436) 
鳥海山河原宿 196608003) 
蔵王連峰坊平 1 ♀ ， 1980081710) 

53 乃rrhia bifasciata (Staudinger) ウ ス オ ビヤ
ガ
山形市面 白 山 1 ♂， 19750816 
万 山寺 1 ♂ ， 19770820 (博物館)
か 西蔵王高原 2 ♂ ♂， 1984081810) 
刀 村木 沢 19)
上 山市金瓶 川
村山市大久保 7)
山辺町荒沼 1 ♂ ， 19870827 (木 俣)
中 山 町岩谷 1 ♂ ， 19860803 (木 俣)
西川 町間沢 1 ♂ ， 197507254) 
藤 島 町 藤 島 1971072 736 ) ・ 1 9 7 1 08 1 2 36 ) • 

1972090636) • 1974061736) • 1974063036) 

Noctuinae モンヤガE科

54 Euxoa sibirica CBoisduval) ウ ス グ ロ ヤ ガ
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 1984070710) 
刀 金瓶 間
藤 島 町 藤 島 1959070836 ) • 1 97309 1 5 36 ) ・
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19730929l6) • 1975071536) 
鳥海山吹浦目 的
}} 御浜 8)
}} 伏拝岳 8)
M 鳥 ノ 海 196608003) 
M 山I買 196608003)

55 Euxoa oberthueri (Leech) ム ギ ヤ ガ
山形市 山寺 1 ♂ ， 19780603 (博物館)
か 西蔵王高原 2 ♂ ♂， 19830826川
刀 村木 沢 19)
米沢市白布高湯 1 ♀ ， 19720723 ( 山谷)
上山市金瓶 19)
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 1986072840) 
西川 町志津 1 ♀ ， 1987072938)制
藤島町藤島 1974090136) ・ 1976090536)
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
か 河原宿 196608003)
蔵王連峰 ド ッ コ沼 41)

56 Agrotis iPsiloη (Hufnagel) タ マ ナ ヤ ガ

山 形 市 1 ♀ ， 1960 1108 (博 物 館) ・ l ♂ ，
1960 1 120 (博物館)

万 面 白 山 l ♂ ， 19770917 
か 西 蔵 王 高 原 4 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ，

1983082610) ・ 2 ♀ ♀ ， 19840711 
万 高瀬 l ♂， 198311 1315) 
}} 村木 沢 19)
}} 不動沢 41 )
酒田市 1 ♂ ， 1958091714) ・ 1 ♂， 1961092114 )  
上 山市金瓶 19)
村山市北町 7)
M 大久保 7)
東根市柳沢小屋 1 ♂ 1 ♀ ， 19860728州
尾花沢市鍋越峠 2 ♂ ♂， 19870930 (木 俣)
西 川 町志 津 1 ♂ ， 1961080813)18)39) ・ l ♂ ，

1986101039) ・ 1 ♀ ， 1987072939) 
藤島町藤島 制

朝 日村荒沢ダム 1 ♂ ， 19820818 (木 俣)
温海町温海岳 1 ♂ ， 19890825 (木 俣)
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日連峰天狗小屋 8) ・ 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19610807 (博

物館)
か 天狗角力取場 1 ♂， 1961080714) 

57 Agrotis exclamationis informis Leech セ ン
モ ン ヤ ガ
山形市不動沢 l ♀ ， 198806224 1 )  
上山市金瓶 19)
遊佐町吹浦 1 ♀ ， 19840616 (木 俣)

58 Agrotis tokionis Butler オ オ カ ブ ラ ヤ ガ
上山市金瓶 19)

59 Agrotis segetum CDenis et Schiffermllller) 
カ ブラ ヤ ガ
山 形 市 1 ♂ ， 19600926 (博 物 館) ・ 1 ♀ ，

19601109 (博物館) ・ 1 ♂， 196011 1 1 (博物館) ・
1 ♀ ， 19601 1 15 (博物館)

万 西蔵王高原 1 ♂， 19830826 
か 高 瀬 1 ♂ ， 1 98309 1 0 1 5 ) . 1 ♀ ， 

1984101415) 
万 村木 沢 ゆ)
N 村木 沢早坂林道 1 ♀ ， 19890714 (木俣)
米沢市白布高湯 2 ♂ ♂，  1970092612) 
酒田市 l ♂， 19611010 14) ・ 1 ♀ ， 196910001 2) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
}} 大久保 7)
天 童 市 荒 谷 2 ♂ ♂ ， 1982083P) ・ 1 ♂ ，

198209099) 
東根市水無山泥沢 l ♂ 1 ♀ ， 1凹98鉛60侃52幻7刊
西川町志津月 山荘 1 ♀ ，  1凶98邸50ω80ω31川7η)3削8的)39矧9的} 

小国町叶水 1 ♀ ， 1叩97花50侃614 (木 俣)
藤島町藤島 制
鳥海山 1 ♂ ， 19790901 (山谷)

60 Agrotis ραtula Walk er ホ ッ キ ョ ク モ ン ヤ ガ
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鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
刀 河原宿 196608003)
か 御浜小屋 3 ♂ ♂， 1971081632) ・ 6 ♂ ♂，

1972080632) 
万 千蛇谷 3 ♂ ♂， 1972080732) 
刀 扇子森 1 ♂， 1972080732) 
朝 日 連峰狐穴 19♂ ♂ ，  1972081132) 
" 竜門小屋 8 ♂ ♂，  1972080932) ・ 13 ♂ ♂ ，

1972081032) 
M 中 岳 5 ♂ ♂， 1972081232) 
刀 金玉水キ ャ ン プ場 l ♂， 1972081232) 
飯豊連峰門内岳 10♂ ♂， 1968080328) 

6 1  Ochroρ leu ra ρ raecox flavo macula ta 

(Graeser) ホ ソ ア オ ノ T ヤ ガ
山 形 市 1 ♂ ， 19610608 (博 物 館) ・ 1 ♀ ，

19610620 (博物館) ・ 1 ♀ ， 19610831 (博物館)
酒田市 l ♀ ， 19580814叫・ 1 ♀ ， 1958091914) . 

2 ♀ ♀ ， 1958092314) . 1 ♂ 1 ♀ ， 1958100814) . 
1 ♂ ， 1961092114) 

上山市金瓶 19)
藤島町藤島 制
鳥海山河原宿 196608003) 

62 Ochropleura ρraecurrens (Standinger) オ オ
ホ ソ ア オ パ ヤ ガ
山形市本町 1 ♀ ， 19610621 (博物館) ・ 1 ♂ 1

♀ ，  19610627 (博物館)
" 山寺 1 ♂ ， 19770831 (博物館)
" 西蔵王高原 1 ♀ ， 1983082610) ・ 1 ♂ ，

1983092610) 
" 村木 沢 山
" 上宝沢 1 ♀ ， 19880709(1) 
" 不動沢 1 ♀ ， 19880712(1) 

山 辺 町荒沼 1 ♀ ， 19870827 (木 俣) ・ 1 ♀ ，
19880704 (木 俣)

西川町志津 1 ♀ ， 1987091238)39) 
藤島町藤島 1974061836) ・ 1976071436)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
蔵王連峰観松平 10)
" ド ッ コ沼 ( 1 )

63 Ochropleura triangularis M oore コ キ マ エ ヤ
ガ
山形市不動沢 5 ♀ ♀ ， 1987071410)4 1 ). 2 ♂ ♂ 6  

♀ 平， 19880712(1) 
万 村木 沢 19)
米沢市 1 ♀ ， 19720724 (山谷)
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 1984070710) 
万 金瓶 川
村山市北町 7)
東根市柳沢小屋 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19860728州
尾花沢市鍋越峠 1 ♂ ， 19870930 (木 俣)
藤島町藤島 1971080836) ・ 1972071436)
鳥海山千畳 ヶ 原 8) ・ 1 ex.，l969072612 ) 
刀 山頂 196608003)
か 鳥 ノ 海 196608003)
M 河原宿 196608003) 
蔵王山 2 ♀ ♀ ，  19620722 (木 俣)
蔵王連峰御田神 2 ♀ ♀ ， 19840730川
刀 観松平 4 ♀ ♀ ， 19870718 (木 俣， 内 2 ♀

♀ は博物館)
64 Ochroρleura ρlecta glaucimacula (Graeser) 

マ エ ジ ロ ヤ ガ
山形市本町 2 ♂ ♂，  19610502 (博物館) ・ 2 ♂

♂ ，  1961051 1  (博物館)
刀 面 白 山 1 ♂ ， 19750630 9) ・ 1 ♂ ，

米沢市白布高湯 2 ♀ ♀ ， 19720723 ( 山谷) 198206199) 
上山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 19840707川
万 金瓶 19)
村山市大久保 7)

M 西蔵王高原 l ♂ ， 1983082610) ・ 1 ♂ ，
1984061410) ・ l ♂ ， 19840915 (木 俣)

万 不動沢 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1984060410)41) 
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か 瀬 ノ 原山 l ♀ ， 1984060715) 
M 村木 沢 19)
か 村木 沢 早 坂 林 道 1 ♂ ， 19890614 (木

俣) ・ 1 ♂， 19890803 (木 俣)
万 上宝沢 1 ♂， 1988082141) 
か 門伝大平 1 ♀ ， 19890601 (木 俣)
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 1988061340) 
山辺町荒沼 1 ♀ ， 19870827 (木 俣)
中山町岩谷 1 ♂ 1 ♀ ， 19860521 (木 俣) ・ 1 ♀ ，

19860628 (木 俣) ・ 6 ♂ ♂ ， 19860803 (木 俣) ・
3 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19860915 (木 俣)

西川町間沢 1 ♂ ， 197507255) 
か 志津 1 ♀ ， 1986072618)39) 
か 大井沢中村 1 ♀ ， 19870523 (木 俣)
大蔵村肘折温泉 1 ♂ ， 19860703 (木 俣)
小国町叶水 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19750614 (木 俣)
藤島町藤島 1957062036) ・ 1975061436)
鳥海山 山頂 196608003) 
万 ソ プ谷地 196608003)

65 H包rmonassa arenosa (Butler) ホ シ ポ シ ャ ガ
山形市村木 沢 川
万 不動沢 1 ♀ ， 1988071241) 
上 山市金瓶 削
東根市柳沢小屋 3 ♀ ♀ ， 19860728州
か 柳沢林道 1 ♀ ， 1987090240) 
西川町志津月 山荘 1988072339) 
蔵王連峰御田神 1 ♀ ， 1984073010) 

66 Hermoηα:ss，α cecilia Butleτ ク ロ ク モ ヤ ガ
山形市本町 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19610603 (博物館)
M 面 白 山 1 ♂， 198205309) 
か 高瀬 3 ♂ ♂， 198410141 5) 
M 村木 沢 川
M 村木 沢早坂林道 l ♂ ， 19890614 (木 俣)
M 不動沢 2 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1988062241) ・ 1

♀ ，  1988071241) 
酒田市 1 ♀ ， 19581008 (白 畑)
新庄市新圧温泉 1 ♀ ， 19610616 (博物館)
上山市蔵王 ラ イ ン 2 ♀ ♀ ， 1984070710) 
万 金瓶 19)
東根市柳沢小屋 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1印98鉛60仰72却8刊
尾花沢市銀山温泉 5 ♀ ♀ ， 1叩98鉛6071240)
刀 御所山荘 2 ♂ ♂， 19880613州
中 山町岩谷 1 ♀ ， 19860628 (木 俣)
西川町志津 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 1986062218)39) 
藤島町藤島 1971071236) ・ 1974061836)
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 19840730川

67 Noctua undosa (Leech) ナ カ グ ロ ヤ ガ
上山市金瓶 1 ♂ ， 19740929川

68 Spaelotお valida (W alk er) ア カ マ エ ヤ ガ
上 山 市 金 瓶 l ♂ ， 1974 10 16 1 9 ) ・ l ♀ ，

1984 1001 '9) 
69 Spaelotis lucens Butler シ ロ オ ピノ 、 ィ イ ロ ヤ

ガ
東根市柳沢小屋 1 ♂ ， 19860728州
鳥海山 山頂 196608003) 
JI 鳥 ノ 海 196608003) 
JI 河原宿 196608003) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ 1 ♀ ， 1984073010) 

70 Sineugra，ρhe 邸前ta (Butler) カ パス ジ ヤ ガ
山形市不動沢 1 ♂ 1 ♀ ， 19840714 (木 俣) 41 ) • 

2 ♂ ♂，  1988071241) 
刀 村木 沢 川
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
刀 大久保 7)
東根市柳沢小屋 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19860728 (木 俣)
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814 (木 俣)
西川町間沢 1 ♂ ， 197507254) 
大江町古寺鉱泉 2 ♂ ♂，  19850720 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 196709 1 03 6 ) ・ 19 7306203 6 ) • 
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1975081136) ・ 1976083136) ス ジ ヤ ガ
鳥海山千畳 ヶ 原 1 ♂ ， 1969072612) 山形市村木 沢 19)
蔵王連峰坊平 1 ♀ ， 1980081710) 
刀 御田神 1 ♀ ， 19840730 ・ 1 ♂ ， 19840814 
11 ド ッ コ沼 1 ♀ ， 1988080741) 

71 Sineugra_，ρhe bipartita (Graeser) ウ ス イ ロ カ
パス ジ ヤ ガ
山形市 2 ♂ ♂ ，  19600730 (博物館)
H 蔵王温泉 1 ♂ ， 1983082pO) 
万 村木 沢 19)
万 上 宝沢 1 ♂ ， 1988082141) 
か 不動沢 2 ♀ ♀ ， 19880902 (木 俣)
米沢市白布高湯 1 ♀ ， 19640728 (博物館) ・ 1

♀ ，  19720623 (山谷) ・ 1 ♀ ， 19720806 (山谷)
上 山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 19840707 (木 俣)
万 金瓶 19)
村山市北町 7)
天童 市荒谷 1 ♂， 19800828 
東根市柳沢小屋 4 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1986072840) 
西川町志津 1 ♂ ， 197507256)1 8)39) 
JJ 志津荒沢橋 1 ♂， 19850715附9)
大江町古寺鉱泉 1 ♀ ， 19850720 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 195507023 6 ) ・ 19 7508 183 6 ) • 

1976072536) 
鳥海山千畳 ヶ 原 8)
JJ 鳥 ノ 海 196608003) 
11 河原宿 196608003) 
万 ソ プ谷地 196608003)
朝 日 連峰天狗小屋 仏 4 ♀ ♀ ， 19610807 (博物館)
11 天狗角力取山 1 ♀ ， 1961080712) ・ 1 ♀ ，

1961080714) 
蔵 王 連 峰坊 平 2 ♀ ♀ ， 19790728川 ・ 1 ♀ ，

19800817山
刀 御田神 1 ♀ ， 19840814川
吾妻山 1 ♀ ， 19730903 ( 山谷)

72 Sineugraplw longipennis CBoursin) オ オ カ ノ f

上山市金瓶 19)
73 Peridroma saucia (Hi.íbner) ニ セ タ マ ナ ヤ ガ

山形市村木 沢 1 ex.， 1985060719) 
上 山 市 金 瓶 1 ex . ， 1 982 1026 1 9 ) ・ 1 ♂ ，

1984092719) 
74 Diarsia deþarca ( Butler) コ ウ ス チ ャ ヤ ガ

山 形 市 2 ♀ ♀ ， 196011 10 (博物 館) ・ 1 ♂ ，
19601111 (博物館) ・ 1 ♂ ， 19601122 (博物館)

刀 面 白 山 4 ♂ ♂， 197709179) . 4 ♂ ♂ 1  
♀ ，  198205309) ・ 2 ♂ ♂ ， 198206199) 

11 西蔵王高原 1 ♀ ， 1983082610) 
万 高 瀬 1 ♂ 1 ♀ ， 1983110615) ・ l ♂ ，

1983111315) 
11 村木 沢 19)
米沢市白布高湯 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1970092612) ・ 2

♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1970092614) 
上 山市金瓶 19)
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 19880613州
西川町志津姥沢小屋 1 ♂， 1983052816)18)39) 
刀 志津 1 ♀ ， 1986101039) ・ 1 ♂ 2 ♀ ♀ ，

1987091239) 
藤島町藤島 問
鳥海山千畳 ヶ 原 8) ・ 1969092612)
M 鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 8) ・ 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19610807 

(博物館)
刀 天 狗 角 力 取 場 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ，

1961080714) 
吾妻連峰天元台 3 ♂ ♂，  1969092612) ・ 3 ♂ ♂ ，

1969092614) 
75 Diarsia canescens (Butler) オ オバ コ ヤ ガ

山形市本町 2 ♂ ♂， 19610503 (博物館) ・ 1 ♂ ，
19610509 (博物館)

万 面 白 山 1 ♂ ， 19770917 
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JJ 西 蔵 王 高 原 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 
19830826山 ・ 5 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1983082810) 

刀 高瀬 2 ♂ ♂， 1983111315) 
万 村木 沢 19)
M 不動沢 41)
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ex.， l970100912) ・ 1 ♂ ，

1970100914) 
酒田市 1 ♂ 1 ♀ ， 1958100714) 
上山市金瓶 川
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 19870530 (木 俣)
南陽市矢 ノ 沢 1 ♂ ， 19880517 (伊藤)
西川町志津姥沢小屋 1 ♀ ， 1983052816)18)39) 
M 志津 7 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ，  1986062218)39) ・ 1

♀ ，  1986101039) . 1 ♀ ， 1987091239) 
藤島町藤島 制
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
湯殿山 1 ♂， 19790929 ( 山谷)
朝 日 連峰天狗角力取場 1 ♂ ， 1961080712) 
M 天狗角力取山 1 ♂ ， 1961080714) 
蔵王連峰御田神 l ♂ ， 1984073010) ・ 5 ♂ ♂ ，

1984081410) 
吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 1971092914) 

76 Diarsia brunnea (Denis et Schiffermuller) 
ミ ヤ マ ア カ ヤ ガ
山形市門伝大平 3 ♀ ♀ ， 19850708 (木 俣)
M 不動沢 1 ♂， 1988071241 )  
上山市蔵王 ラ イ ン 4 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19840707川

(内 1 ♂ 1 ♀ は博物館)
東根市柳沢小屋 9 ♂ ♂ 8 ♀ ♀ ， 19860728州

( 内 2 ♀ ♀ は博物館)
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 1986071240) 
西川町志津月 山荘 1 ♀ ， 1988072339) 
大江町古寺鉱泉 1 ♀ ， 19850720 (木 俣)
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
M 河原宿 196608003) 
か 千畳 ヶ 原 1 ♀ ， 1969072614) 

蔵王連峰御田神 1 ♂ 8 ♀ ♀ ， 1984073010) .  3 ♂  
♂ ，  198408141 0) 

M 観松平 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870718 (木 俣， 内
2 ♂ ♂ は博物館)

77 Diarsia dewitzi (Graeser) モ ン キ ヤ ガ
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 19860728州
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 町 . 1 ♂ ， 19610807 (博物館)

78 Diarsia n仰onica Ogata ヤ マ ト ウ ス チ ャ ヤ
ガ
上山市金瓶 1 ex.，l984092519) 
鳥海山千畳 ヶ 原 8)
JJ 御田 196608003) 
J! 鳥 ノ 海 196608003) 
か 河原宿 196608003)
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 1984073010) ・ 1 ♂ 1 ♀ ，

1984081410) 
79 Diarsia pacifica Boursin ア カ フ ヤ ガ

山形市村木 沢 19)
米沢市白布高湯 2 ♂ ♂ ， 1969092614). 3 ♂ ♂ 1  

♀ ，  1970092612) ・ 1 ♂ ， 19700927川
上山市金瓶 19)
西 川 町志 津 姥 沢 小 屋 2 ♂ ♂ 1 平 ，

1983052816)18)39) 
藤 島 町 藤 島 1956060636 ) ・ 197 105 0536 ) • 

1973080p6) • 1976090936) 
吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 1971092914) 

80 Diarsia r1Aβ:cauda (Warren) ウ ス イ ロ ア カ フ
ヤ ガ
山形市山寺 l ♀ ， 19780603 (博物館)
" 面 白 山 1 ♂ ， 198205309) 
万 西 蔵 王 高 原 2 ♂ ♂ 2 平 ♀ ，

19830826川 ・ 1 ♂ ， 19840529川
万 村木 沢 19)
米沢市白布 1 ♂ ， 19820529 ( 山谷)
酒田市 1 ♂ ， 1961051014) 
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上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
天童市荒谷 l ♂ ， 19820909 
東根市水無山泥沢 1 ♂ 1 ♀ ， 1986052740) 
M 滝の沢林道 1 ♀ ， 1986060540) 
尾花沢市銀山温泉 l ♀ ， 19870530 (木 俣)
M 御所山荘 1 ♂ ， 1988061340) 
中山町岩谷 1 ♂ 1 ♀ ， 19860521 (木 俣)
西川町志津 1988092339) 
藤 島 町 藤 島 1 97205 1436 ) • 1973073p 6) • 

1973080436) • 1974091236) 
81 Pachnobia imperita (Hiìbner) ダイ セ ツ ヤ ガ

月 山鍛冶 小屋 2 ♂ ♂，  1970080230)18)39) 
か 胎内岩 4 ♂ ♂， 1970080430)18)39) 
朝 日 連峰竜門小屋 29♂ ♂，  1972080932) ・ 11 ♂ ♂

1 ♀ ， 1972081032) 
万 狐穴 13♂ ♂ ， 1972081132) 
M 中岳 9 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1972081232) 
万 金玉水キ ャ ン プ場 1 ♂ ， 1972081232) 
飯豊連峰烏帽子岳 1 ♂ ， 1968073128) 
万 門内岳 14 ♂ ♂ 2 平 ♀ ， 19680803制

82 Xestia cn留rum (Linnaeus) シ ロ モ ン ヤ ガ
山 形 市 1 ♀ ， 19600923 (博 物 館) ・ 1 ♂ ，

19601010 (博物館) ・ l ♂， 19601112(博物館)
刀 面 白 山 1 ♂ ， 197506309) ・ 1 ♂ 2 ♀ ♀ ，

197709179) .  2 ♂ ♂ 8 ♀ ♀ ， 198205309) ・ 3 ♂
♂ 1 ♀ ， 198206199) 

万 山 寺 1 ♂ ， 19760915 (博物館) ・ 2 ♂ ♂ ，
19770603 (博物館) ・ 1 ♂ 1 ♀ ， 19780603 (博物
館)

万 蔵王温泉 3 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19830821 
万 西 蔵 王 温 泉 7 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ，

1983082610) ・ 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 1984061410) ・ 3 ♂
♂ 1 ♀ ， 1984071110) ・ 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 1984081810) 

刀 高瀬 2 ♂ ♂， 1983091015) 
万 瀬 ノ 原山 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1984060715) 

か 村木 沢 19)
ρ 不動沢 1 ♀ ， 1988062241) 
か 上 宝 沢 1 ♂ ， 198807094 1 ) . 1 ♀ ， 

19槌082141)
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19670729 (博物館) ・ 1

♂ ，  1970092614) ・ 1 ♀ ， 1970092612) 
米沢市 1 ♂ ， 19710623 (山谷) ・ 1 ♂ ， 19720610 

(山谷)
か 白布 1 ♂ ， 19820902 (山谷)
酒田市 1 ♂， 1958090714) 
上山市蔵王 ラ イ ン 2 ♀ ♀ ， 1984070710) 
JJ 金瓶 m
村山市北町 7)
天童市荒谷 1 ♂， 19820902 (木 俣)
東根市寒風山木 葉沢 2 ♂ ♂，  1985062940) 
JJ 滝の沢林道 2 ♀ ♀ ， 1986060540) 
か 柳沢林道 1 ♀ ， 1987090240) 
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ 1 ♀ ， 19860712州 ・ 1

♀ ，  1987053040) 
万 御所山荘 3 ♀ ♀ ， 1988061340) 
山辺町荒沼 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19870827 (木 俣)
中山町岩谷 1 ♂ ， 19860915 (木 俣)
西 川 町志 津 1 ♂， 1961080812)川39) ・ 1 ♀ ，

1973061313)18)39) ・ l ♂ ， 1973070513)18)39) ・ 3 ♂
♂ 1 平 ， 1986062218)制 ・ 1 ♂ ， 1987082039) 

刀 志津姥沢小屋 3 ♂ ♂， 1983052816)18)39) 
か 弓張平 1 ♂ ， 1988051639) 
万 大井沢中村 1 ♂ l ♀ ， 19870523 (木 俣)
真室 川町新及位 1 ♂ ， 1961062214) 
大蔵村肘折温泉 4 ♂ ♂ 5 ♀ ♀ ， 19860703 (木

俣， 内 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ は博物館)
小国町叶水 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19750614 (木 俣)
藤 島 町 藤 島 197 106053 6 ) ・ 1973073p 6) • 

1973081636) • 1973083036) 
鳥海山河原宿 196608003) 
M ソ プ谷地 196608003) 
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朝 日 連峰天狗小屋 8) . 1 ♀ ， 19610807 (博物館)
蔵王連峰御田神 2 ♀ ♀ ， 1984081410) 
/) ド ッ コ 沼 1 ♀ ， 198808074 1 )  

83 Xestia ditrapezium orientalis (Strand) タ ン
ポ ヤ ガ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 19840915 (木俣)
刀 不動沢 2 ♂ ♂， 1988071241) 
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 19860728州
蔵王連峰坊平 l ♂， 1979072810) 
/) 御田神 l ♂ 1 ♀ ， 19840814川
/) 観松平 1 ♂， 19870718 (木俣)
11 ド ッ コ 沼 1 ♂ ， 1988080741) 

84 Xestia ルscostigma (Bremer) ク ロ フ ト ピ イ ロ
ヤ ガ
山形市高瀬 1 ♂， 1983091015) 
M 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
山辺町荒沼 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870827(木俣)

85 Xestia kollari ρlumbata (Butler) ハ コ ベ ヤ ガ
東根市柳沢林道 3 ♂ ♂，  19870902州 (内 1 ♂

は博物館)
山辺町荒沼 2 ♂ ♂， 19870827 (木俣)
中山町岩谷 1 ♀ ， 19860915 (木俣)
温海町温海岳 l ♂ ， 19890825 (木俣)

86 Xestia stupenda (Butler) マ エ キ ヤ ガ
酒田市飛島 1 ♂ ， 19690301 12) 
鳥海山千畳 ヶ 原 8)

87 Xestia dilatata (Butler) ウ ス チ ャ ヤ ガ
新圧市新庄駅 l ♂， 1978102014) 

88 Xestia efflorescens (Butler) キ シ タ ミ ド リ ヤ
ガ
山形市 1 ♂， 19600915 (博物館)
刀 本町 1 ♀ ， 19610914 (博物館)
か 面 白 山 l ♀ ， 197407279) ・ 2 ♂ ♂ ，

1977091ア)
M 山寺 1 ♂， 19770904 (博物館)

M 西蔵王高原 1 ♂ 1 ♀ ， 1983082610) ・ 2 ♂
♂ ，  19840915 (木俣)

万 不動沢 1 ♀ ， 19840714 (木俣) 41 ) ・ 2 ♂
♂ ，  1988090241 )  

万 高瀬戸沢 3 ♀ ♀ ， 1984080415) 
M 村木沢 19)
万 門伝大平 1 ♀ ， 19850708 (木俣)
M 上宝沢 10) ・ 2 ♀ ♀ ， 1988082141) 
か 村木沢早坂林道 1 ♂ ， 19890829 (木俣)
米沢市白布高湯 1 ♀ ， 19660728 (博物館)
上山市金瓶 19)
東根市柳沢小屋 2 ♀ ♀ ，  1986072840) 
刀 柳沢林道 3 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1叩98肝70ω90ω2刊

oω ) 尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 1叩98肝70ω8144刊州
山辺町荒沼 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870827 (木俣)
中山町岩谷 1 ♀ ， 19860803 (木俣) ・ l ♂ 4 ♀

♀ ，  19860915 (木俣， 内 3 ♀ ♀ は博物館)
西川町月 山沢 1 ♂ ， 197909151 2)18)39) 
か 志 津 1 ♀ ， 19860824 1 8)39 ) ・ 1 ♀ ，

1987072939) ・ 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1987082Q39) .  1 ♂ ， 
1987091239) 

小国町飯豊山荘 1 ♀ ， 1968072135) 
小国町 1 ♂ ， 19710902 ( 山谷)
藤島町藤島 制
温海町温海岳 1 ♂ ， 19890825 (木俣)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
/) 鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 8) ・ 1 ♀ ， 1954081414) 
M 天狗角力取場 1 ♂， 1961080712) 
蔵王連峰坊平 l ♂ 4 ♀ ♀ ， 1979072810) 
M 御 田 神 1 ♂ ， 198407301 0 ) ・ 1 ♂ ，

198408141 0) 
/) ド ッ コ 沼 1 ♂ ， 198808074 1) 
吾妻連峰天元台 8)
M 新高湯 1 ♂， 1971090114) 

89 Xestia semiherbida decrata (Butler) ハ イ イ
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ロ キ シタ ヤ ガ
山形市本町 2 ♂ ♂， 19610622 (博物館)
万 西蔵王高原 l ♂ l ♀ ， 1983082610) 
M 高瀬 1 ♂ ， 1983091015) 
刀 霞城公園 1 ♂ ， 19840622 (博物館)
刀 村木沢 19)
上山市 1 ex.，1935062612) 
万 金瓶 19)
山辺町荒沼 1 ♂ 1 ♀ ， 19870827 (木俣)
大蔵村肘折温泉 1 ♀ ， 19860703 (木俣)
藤島町藤島 1972070436) 

90 Naenia contaminata (Walker) ク ロ ギ シ ギ シ
ヤ ガ
山形市陣場 1 ♀ ， 19830603 (木俣)
万 門伝大平 l ♂ ， 19850708 (木俣)
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
藤 島 町 藤 島 1 95606023 6 ) ・ 1 95606303 6 ) • 

1957070836) • 1967092736) • 1972090336) 
91 AnaPlecωides prasina (Denis et Schiffer

muller) ア オ パ ヤ ガ
藤島町藤島 1956090836) ・ 1974070236)

92 AnaPlecωid，ω virens (Butler) オ オ ア オ パヤ
ガ
山形市西蔵王高原 6 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 19830826川
M 高瀬 1 ♂ ， 1983091015) 
M 村木沢 19)
JI 上宝沢 2 ♀ ♀ ，  1988082141 ) 
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19660729 (博物館) ・ 1

♂ ，  1970072714) . 1 ♂ 1 ♀ ， 19720723 ( 山谷) ・
1 ♀ ， 19800802 (木俣)

M 館山 1 ♂ ， 19700827 (加藤)
上山市金瓶 19)
東根市関 山 1 ♂ ， 19780811  (博物館)
か 柳沢小屋 1 ♂ 1 ♀ ， 1986072840) 
万 柳沢林道 l ♀ ， 1987090240) 

尾 花 沢 市御所 山 荘 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870814州
(内 1 ♂ 1 ♀ は博物館)

中山町岩谷 1 ♂ ， 19860803 (木俣)
西川町志津 1 ♂ 1 平 ， 1986082418)39) .  3 ♂ ♂ 1  

♀ ，  1987072939) ・ l ♀ ， 1987082039) 
大江町古寺鉱泉 2 ♀ ♀ ， 19850720 (木俣)
小 国 町 飯 豊 山 荘 1 ♂ ， 1968082034) ・ 1 ♂ ，

1968072135) 
藤 島 町 藤 島 195607 1 736 ) • 1 9 74082936 ) • 

1974092p6) • 1976080736) 
温海町温海岳 2 ♂ ♂， 19890825 (木俣)
鳥海山千畳 ヶ 原 8)
万 鳥 ノ 海 196608003)
刀 ソ プ谷地 196608003)
朝 日 連峰天狗小屋 8) ・ 1 ♂ 1 ♀ ， 19610807 (博物

館)
刀 天 狗 角 力 取 場 7 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ，

1961080714) 
蔵 王 連 峰 坊 平 1 ♂ ， 1979072810) ・ 1 ♀ ，

1980081710) 
M 御田神 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1984073010) 
か 観松平 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870718 (木俣， 内

1 ♀ は博物館)
11 ド ッ コ 沼 41)
吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 1970072712) 

93 Cerastis ρ'allescens (Butler) カ ギモ ン ヤ ガ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 1984051910) 
藤島町藤島 1975062936) 

Hadeninae ヨ ト ウガE科

94 Polia nebulosa (Hufnagel) オ オ シ ラ ホ シ ヨ
ト ウ
山形市不動沢 2 ♂ ♂，  1988071241) 
東根市柳沢小屋 1 ♂ ， 1986072840) 
西川町志津荒沢橋 1 ♂ ， 1985071518)39) 
蔵王連峰坊平 l ♀ ， 1979072810) 
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95 Poli・a goliath (Oberthtlr) オ オ シ モ フ リ ヨ ト
ウ
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19800802 (木俣)
西川町志津 1 ♂ ，  1986082418)39) 
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 8) . 1 ♂ ， 19610807 (博物館)
I! 天狗角力取場 1 ♂， 1961080714) 
蔵王連峰観松平 川

96 Polia bombycina grisω (Butler) オ オ チ ャ イ
ロ ヨ ト ウ
西川 町本道寺 1 ♂ ， 1979081712) 

97 Melanchra ρersicar切e (Linnaeus) シ ラ ホ シ
ヨ ト ウ
山形市面 白 山 3 ♂ ♂， 197408249) 
J! 西蔵王高原 1 ♂ ， 19830826川 ・ 4 ♂ ♂ ，

1984081810) ( 内 1 ♂ は博物館)
刀 村木沢 19)
J! 高瀬戸沢 1 ♂ ， 19840804 15) 
JJ 上宝沢 1 ♂， 198808214 1 )  
万 村木沢早坂林道 3 ♂ ♂， 19890803 (木

俣)
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19800802 (木俣)
上山市金瓶 19)
東根市関山 1 ♂ ， 19780811 (博物館)
M 柳沢小屋 1 ♂ ， 19860728州
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 1凶98肝70ω8144伊4刊0
中山町岩谷 3 ♂ ♂， 1叩9860803 (木俣， 内 1 ♂ は

博物館)
西川町志津 3 ♂ ♂， 1986082418)39) ・ 1 ♂ 1 ♀ ，

1987072939) 
藤島町藤島 1972061836) 
朝 日 村荒沢ダム 1 ♂ ， 19820818 (木俣)
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
万 ソ プ谷地 196608003)
蔵王連峰御田神 2 ♀ ♀ ， 1984073010) (内 l ♀

は博物館)

万 ド ッ コ 沼 41)
98 Mamestra brassicae (Linnaeus) ヨ ト ウ ガ

山形市本町 2 ♂ ♂，  19610822 (博物館)
万 山寺 1 ♀ ， 19760915 (博物館) ・ 1 ♀ ，

19770603 (博物館) ・ l ♂ ， 19770606 (博物館)
万 西蔵王高原 2 ♂ ♂， 1983082610) ・ 1 ♂ ，

1984081810) 
か 村木沢 19)
米沢市 1 ♀ ， 19710809 (山谷) ・ 1 ♂ ， 19730604 

( 山谷)
酒田市 l ♂ ， 1958090314 ) . 1 ♂ ， 1958091414) . 

1 ♂ ， 1959050712) ・ 1 ♂ ， 1959100012) ・ 1 ♂ ，
19600518 1叫 . 1 ♀ ， 19600906 1 4 ) ・ 1 ♀ ，
19600907 1 4 ) ・ 1 ♂ ， 19610902 1 4 ) . 1 ♂ ， 
19610905 1 4 ) . 1 ♂ ， 19620728 1 4 ) . 1 ♂ ， 
1962082614) ・ 1 ♂ ， 1962082714) 

万 北里町 1 ♂ ， 19730512 (博物館)
上 山市金瓶 19)
村山市北町 7)
M 大久保 7)
天 童 市 荒 谷 1 ♀ ， 19800828 9) ・ 1 ♀ ，

1982090P) . 1 ♀ ， 198209039) .  2 ♀ ♀ ， 
198209099) 

東根市関 山 1 0'1 ， 19780811 (博物館)
山辺町荒沼 1 ♀ ， 19870827 (木俣)
西川町間沢 1 ♂ ， 197507255) 
小国町叶水 2 ♀ ♀ ，  19750614 (木俣)
白鷹町荒砥 1 ♀ ， 19700824 (加藤)
藤 島 町 藤 島 1956092 p6 ) ・ 197 10608 36 ) • 

1971080836) • 1974072536) • 1976051936) 
蔵王連峰御回神 1 ♂ ， 19840730 (木俣)

99 Lacanobia contigzω (Denis et Schiffermul
ler) ム ラ サ キ ヨ ト ウ
山形市不動沢 41)
上山市金瓶 l ♀ ， 1982062p9) 
藤島町藤島 1974053136) 
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100 Lacanobia thalassina contnωtata ( Bryk) ミ
ヤ マ ヨ ト ウ
西川町志津 3 卒 ♀ ， 19860824制制
小国町飯豊山荘 3 ♂ ♂， 1968082034) 
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 8) . 1 ♂ 1 ♀ ， 1954081414) ・ 1

♀ ，  19610807 (博物館)
蔵王連峰 ド ッ コ 沼 41)

101 Lacanobia splendens (Hübner) エ ゾチ ャ イ
ロ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 19730818制

102 Sarcopolia illoba (Butler) シ ロ シ タ ヨ ト ウ
山形市本町 1 ♂ ， 19610816 (博物館) ・ 1 ♂，

19610821 (博物館) ・ 1 ♂ ， 19610822 (博物館) ・
l ♂ ， 19610823(博物館)

万 面 白 山 1 ♀ ， 197408249) ・ 1 ♂ ，
197508169) ・ 1 ♂ ， 197709179) 

か 山寺 1 ♂ ， 19770514 (博物館) ・ 1 ♂ ，
19770603 (博物館)

か 西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) 
か 村木沢 19)
米 沢 市 館 山 1 ♂ ， 19700823 (加藤) ・ 1 ♀ ，

19700827 (加藤)
鶴岡市由良 l ♂ ， 19880611 (木俣)
酒田市 1 ♀ ， 1958082014) ・ 1 ♀ ， 1958090914) . 

1 ♂ ， 1958091414) ・ 1 ♂ ， 1962082714) 
新庄市新庄温泉 196106152) 
上 山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
東根市関 山 1 ♂ ， 19781028 (博物館)
藤 島 町 藤 島 19570509 36 ) ・ 1 9 71 05 2936 ) • 

1972062036) • 1972091136) • 1973082p6) 
遊佐町吹浦 1 ♀ ， 19840616 (木俣)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 

103 Dic収stra dissecta (W alker) キ ミ ャ ク ヨ ト

ウ
山形市本町 1 ♀ ， 19620830 (木俣)
鶴岡市湯野浜 l ♀ ， 1973103013) 
小国町 1 ♀ ， 19710902 ( 山谷)

104 Hadena rivularis (Fabricius) フ サ ク ピ ヨ ト
ウ
山形市村木沢 19)
酒田市 l ♀ ， 1961072114) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
西川町志津 1 ♀ ， 1987082038削
藤 島 町 藤 島 1957070 p6 ) • 197 107303 6 ) • 

1974061 136) 
105 Protomi詑lia bilinea (Hampson) フ タ ス ジ

ヨ ト ウ
山 形 市 面 白 山 1 ♀ ， 197407279) ・ 1 ♂ ，

197507199) 
N 村木沢 19)
上 山市金瓶 附
村山市大久保 7)
東根市柳沢小屋 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 1凹986072却8刊
西川町間沢 1 ♂ ， 1凹97η30ω80似44叫) 

106 X.タ10ρolia bella bella (Butler) ク ロ ス ジ キ リ
ガ
上 山市金瓶 1 ex. ，l979042019) 

107 E註ira saxea (Leech) ケ ン モ ン キ リ ガ
山形市山寺 1 ♂ ， 19770521 (博物館)
万 不動沢 4 ♂ ♂， 19840604川41)
N 瀬 ノ 原山 2 ♂ ♂，  1984060715) 
11 村木沢 19)
上 山市金瓶 川
南陽市吉野中 1 ♂ ， 19880506 (伊藤)
M 矢 ノ 沢 l ♂ ， 19880514 (伊藤)
中 山町岩谷 1 ♂ ， 19860521 (木俣)
西川町志津 1 ♀ ， 1986062218)39) 

108 Panolis flammea japonica Draudt マ ツ キ リ
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ガ
山形市村木沢 (9)
か 門伝大平 2 ♂ ♂. 19860518 (木俣)
上山市金瓶 (9)
東根市水無山泥沢 1 ♂ . 1986052740) 
南陽市荻小 1 ♂ . 19880511 (伊藤)
藤島町藤島 1971041436) 

109 Clavi.μIPura aurariae (Oberthür) キ ン イ ロ
キ リ ガ
山 形 市 面 白 山 1 ♀ . 197508169) ・ 2 ♀ ♀ ，

198205309) 
11 瀬 ノ 原 山 2 ♀ ♀ . 19840607(5) 
11 村木沢 (9)
上山市金瓶 (9)
中山町岩谷 l ♂ . 19860521 (木俣)
西川町志津 1 ♂ l ♀ . 19860622(8)39) 
藤島町藤島 1976051436) 

110 Perigrapha hoenei Püngeler ス ギ タ ニ キ リ
ガ
山形市沼の辺 2 ♂ ♂. 19830327( 1 )  
刀 釈迦堂 198300001 1 )
か 高瀬 2 ♂ ♂. 19840422( 5) 
M 村木沢 (9)
刀 盃山 3 ♂ ♂. 19860408 (木俣， 内 1 ♂ は

博物館)
上山市金瓶 (9)
中 山 町岩谷 l ♂ . 19860413 (木俣)
西 川 町 志 津 姥 沢 小 屋 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 

19830528(6) 
M 大井沢中村 3 ♂ ♂. 19860510 (木俣， 内

1 ♂ は博物館)
刀 志津月 山 荘 3 ♂ ♂. 19860511(8)39) ( 内

1 ♂ は博物館)
刀 志津 1 ♂. 19860622 (8)39) 
小国町叶水 1 ♀ . 19750500 (木俣)
飯豊連峰ヌ ク ミ 平 8) ・ 1 ♂ . 19670512( 4) 

111 Orthosia incer抱 incognita Sugi ミ ヤ マ カ ノ f
キ リ ガ
山形市村木沢 (9)
上山市金瓶 (9)

112 Orthosia evanida (Butler) カ パキ リ ガ
山形市山寺 1 ♂ . 19770521 (博物館)
11 釈迦堂 3 ♂ ♂. 19830327( 1) 
JJ 沼の辺 19830000 ( 1) 
JJ 新山 198300001 1 ) 
JJ 若木 19830000( 1) 
JJ 滑川 l ♂ ， 19830409( 1 ) 
JJ 西蔵王高原 2 ♂ ♂.  19830424(0) 
JJ 高瀬 5 ♂ ♂. 19840422(5) 
JJ 村木沢 \9)
JJ 盃山 1 ♂ ， 19860408 (木俣)
上山市金瓶 (9)
南陽市吉野中 1 ex.，l9880428 (伊藤)
西川町志津月 山荘 1 ♂ . 19860511(8)制
刀 弓 張平 1 ♂ . 1988051639) 
藤島町藤島 1975040636) ・ 1975042636)

113 Orthosia aoyamensis (Matsumura) ア オ ヤ
マ キ リ ガ
西 川 町 志 津 姥 沢 小 屋 4 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 

19830528(6) 1 自 )39)
万 志津月 山荘 5 ♂ ♂. 1986051118)39) (内

2 ♂ ♂ は博物館)
Jl 志津 1 ♀ . 1986062218)39) 

1 14 Orthosia lizetta Butler ク ロ ミ ミ キ リ ガ
山形市村木沢 19)
上 山市金瓶 (9)
藤島町藤島 1974043036) 

1 15 Orthosia ρaromoea ( Hampson) プナ キ リ ガ
山形市沼の辺 1 ♂ 2 ♀ ♀ . 198304121 1 ) 
刀 村木沢 19)
上山市金瓶 (9)
南陽市吉野中 1 ex.，19880501 (伊藤)
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藤島町藤島 1975042736) ・ 1976041636)
116 Orthosia angustipennis (Matsumura) ホ ソ

パキ リ ガ
山形市盃山 6 ♂ ♂， 19830322 1 1 ) 
/J 沼の辺 198300001 1 ) 
JJ 若木 198300001 1 )  
JJ 新山 1 ♂ ， 198304091 1 )  
JJ 釈迦堂 198300001 1 )  
J) 高瀬 6 ♂ ♂， 1984042215) 
JJ 村木沢 19)

♂ 1 ♀ は博物館)
上山市金瓶 19)
中 山町岩谷 3 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 19860413 (木俣， 内

1 ♂ 1 ♀ は博物館)
西川町弓張平 4 ♂ ♂，  1988051639) 
藤島町藤島 1973042236) ・ 1975040936)

120 Ortlωsia odiosa (Butler) チ ャ イ ロ キ リ ガ
山形市沼の辺 l ♀ ， 198304121 1 )  
万 西蔵王高原 1 ♂ 1 ♀ ， 1984051910) 
か 盃山 7 ♂ ♂， 19860408 (木俣， 内 3 ♂ ♂

上山市金瓶 19) は博物館)
西川町弓張平 1 ♂ ， 1988051639) 

117  Orthosia ella (Butler) ヨ モ ギ キ リ ガ
山形市村木沢 19)
上山市金瓶 19)
南陽市矢 ノ 沢 1 ♀ ， 19880618 (伊藤)
西川町弓張平 1 ♂ ， 1988051639) 
藤島町藤島 1974042p6) 

118 Orthosia limbata (Butler) シ ロ へ リ キ リ ガ
山形市村木沢 19)
万 盃山 5 ♂ ♂ 9 ♀ ♀ ， 19860408 (木俣， 内

4 ♂ ♂ 1 ♀ は博物館)
上山市金瓶 19)
中山町岩谷 1 ♂ ， 198604 13(木俣)

119 Orthosia munda (Denis et Schiffermuller) 
ス モ モ キ リ ガ
山形市山寺 1 ♀ ， 197704 11 (博物館) ・ 1 ♀ ，

19770512 (博物館)
M 釈迦堂 l ♂， 19830327 1 1 ) 
M 沼の辺 3 ♀ ♀ ， 198304121 1 ) 
JJ 若木 198300001 1 )  
か 西蔵王高原 1 ♀ ， 1983042410) 
か 村木沢 19)
万 盃山 16♂ ♂ 9 ♀ ♀ ， 19860408 (木俣， 内

5 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ は博物館)
万 醸石 5 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19860417(2) ( 内 1

上山市金瓶 19)
西川町弓張平 1 ♀ ， 1988051639) 
藤島町藤島 19740421耐

121 Orthosia gothica askoldensis (Staudinger) 
カ シ ワ キ リ ガ
山形市山寺 1 ♀ ， 19770512 (博物館)
J) 新山 2 ♂ ♂， 198304091 1) 
JJ 沼の辺 1 ♀， 198304121 1 )  
J) 高瀬 2 ♂ ♂，  1984042215) 
JJ 村木沢 19)
JJ 盃山 6 ♂ ♂，  19860408 (本俣， 内 2 ♂ ♂

は博物館)
上山市金瓶 19)
南陽市荻小 2 ♀ ♀ ，  19880428 (伊藤)
M 矢 ノ 沢 l ♀ ， 19880510 (伊藤)
西川町志津月 山荘 l ♂ ， 19860511 18)39) 
万 志津 1 ♂， 1986062218)39) 
JJ 大井沢中村 1 ♀ ， 19870523 (木俣)
小国町叶水 2 ♂ ♂， 19750500 (木俣)
藤 島 町 藤 島 1 97405 1336 ) ・ 197504063 6 ) • 

1976042536) • 1976050436) 
飯豊連峰ヌ ク ミ 平 8) ・ 1 ♂， 1967051214) . 1 ♂ ， 

19690528 (博物館)
122 Orthosia carniPennis (Butler) ア カ パ キ リ

ガ
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山形市緑町 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19610414 (博物館)
JJ 本町 l ♀ ， 19610502 (博物館)
J! 山寺 1 ♀ ， 19770511 (博物館)
刀 沼の辺 2 ♀ ♀ ， 19830412 1 1) 
JJ 西蔵王高原 1 ♂ ， 1983042410) ・ 2 ♂ ♂，

1984051910) 
JJ 盃山 2 ♂ ♂， 19860408 (木俣)
JJ 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
南陽市荻小 1 ♂ ， 19880511 (伊藤)
西川町弓張平 4 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1988051639) 
藤 島 町 藤 島 197304 1 53 6 ) ・ 1973050836 ) • 

1973051836) • 1974041336) 
123 Mythimna turca (Linnaeus) フ タ オ ピ キ ヨ

ト ウ
山形市 1 ♀ ， 19600911 (木俣) ・ 1 ♂ ， 19600912 

(木俣)
J! 本町 1 ♀ ， 19610621 (博物館) ・ 1 ♀ ，

19610816 (博物館) ・ 1 ♂， 19610823 (博物館)
J! 奥山寺 1 ♀ ， 197309039) 
J! 山寺 2 ♂ ♂，  19770606 (博物館)
J! 高瀬 4 ♂ ♂，  19830910 (木俣)
J! 村木沢 19)
!! 不動沢 1 ♂， 1988062241 ) 
刀 上宝沢 1 ♂ 1 ♀ ， 19880821 (木俣)
米沢市 l ♀ ， 19720619 ( 山谷)
酒田市北千 日 町 1 ♀ ， 19680800 (博物館)
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
刀 大久保 7)
天 童 市 荒 谷 l ♂ ， 198009099 ) ・ l ♀ ，

198208309) . 2 ♂ ♂ ， 1982083P) ' 1 ♂ ， 
1982090P) ' 1 ♀ ， 198209029) ・ 1 ♂ ， 198209039) 

山辺町荒沼 1 ♂ 1 ♀ ， 19870827 (木俣) ・ 2 ♂
♂ ，  19880704 (木俣)

中山町岩谷 2 ♂ ♂， 19860628 (木俣) ・ 1 ♀ ，

19860915 (木俣)
西川町間沢 1 ♂ ， 196608124) 
小国町沼沢 1 ♀ ， 19730626 (博物館)
藤 島 町 藤 島 195906083 6 ) ・ 196606223 6 ) • 

1966090636) • 1973072836) 
124 A⑮thimna matsumuriana (Bryk) ミ ヤ マ フ

タ オ ビ キ ヨ ト ウ
山 形 市 面 白 山 1 ♂ ， 197408249) ・ 2 ♂ ♂ ，

197508169) 
か 村木沢 19)
M 上宝沢 l ♀ ， 198808214 1) 
酒田市 1 ♀ ， 195910001 2) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
南陽市矢 ノ 沢 1 ex.， 19880821 (伊藤)
中 山町岩谷 1 ♀ ， 19860803 (木俣)
西川町志津 2 ♂ ♂， 1961080812) 14 )則39)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 1 ♀ ， 1954081414) 
蔵王連峰坊平 10)

125 A⑪thimna grandis Butler オ オ フ タ オ ピ キ
ヨ ト ウ
山形市高瀬 1 ♂ ， 1983091015 ) 
!! 村木沢 19) 
J! 不動沢 1 ♀ ， 198807124 1) 
酒田市 l ♂ ， 1959061914) ・ l ♂ ， 19610711 14) 
M 北千 日 町 1 ♀ ， 19680619 (博物館)
上 山市金瓶 19)
天童市荒谷 1 ♀， 198209029) 
西川町間沢 1 ♂ ， 197507255) 
藤 島 町 藤 島 1 95706243 6 ) ・ 1 95906083 6 ) • 

1973072336) 
吾妻連峰天元台 1 ♀ ， 19800803 (木俣)

126 A⑪thimna divergens Butler ナ ガ フ タ オ ビ
キ ヨ ト ウ
山形市本町 1 ♂ ， 19620805 (木俣)
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か 村木沢 19)
JJ 門伝大平 1 ♀ ， 19850708 (木俣)
万 上宝沢 41)
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 1987081440) 
中山町岩谷 1 ♀ ， 19860803 (木俣)
藤島町藤島 1973072236) ・ 1974071436)
鳥海山 196608003) 
蔵王連峰観松平 2 ♀ ♀ ， 19870718 (木俣)

127 Aletia rufiþennis (Butler) ア カ パ キ ヨ ト ウ
山形市村木沢 川
上山市金瓶 19)

128 Aletia conigera (Denis et Schiffermuller) 
シ ロ テ ン キ ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)山
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 1973072036) ・ 1976080236)

129 Aletia ρudorina subrosea (Matsumura) ウ
ス ベニ キ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)

130 Aletia ραllens (Linnaeus) タ ン ポ キ ヨ ト ウ
山形市西蔵王高原 l ♂ ， 19840614川
M 村木沢 19)
酒田市飛島 8) ・ 1 ex.，l970060412) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
藤島町藤島 制

131 Aletia 舟'1vostigma (Bremer) マ ダラ キ ヨ ト
ウ
山 形 市 本 町 1 ♀ ， 19610511 (木俣) ・ l ♀ ，

19610603 (木俣) ・ 1 ♀ ， 19620503 (木俣)
か 村木沢 19)
刀 上宝沢 2 ♂ ♂ ， 19880709 (木俣)
JJ 不動沢 1 ♂ ， 1988071241) 
JJ 村木沢早坂林道 1 ♂ ， 19890614 (木俣)

鶴岡市由良 1 ♀ ， 19880611 (木俣)
上 山市蔵王 ラ イ ン 1 ♀ ， 1984070710) 
M 金瓶 19)
村山市大久保 7)
東根市柳沢小屋 3 ♀ ♀ ， 1986072840) 
西川 町志津 l ♀ ， 197507256)18)矧 ・ 1 ♂ 1 ♀ ，

1986072618)39) ・ 1 ♂ ， 198608241 8)制 ・ 2 ♂ ♂ ，
19870729 

M 志津荒沢橋 1 ♂， 1984071539) 
万 志津月 山荘 l ♂ ， 1985080317)39) ・ 2 ♂ ♂

1 ♀ ， 1988072339) 
藤島町藤島 お}
蔵王連峰坊平 1 ♀ ， 1979072810) 

132 Aletia inornat，α (Leech) ツ マ ア カ キ ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)
上 山市金瓶 19)
藤島町藤島 1974052236) 

133 Aletia perstriafa Sugi ヒ ト ツ メ キ ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)
M 村木沢早坂林道 1 ♀ ， 19890803 (木俣)
上山市金瓶 19)

134 Aletia simρlex (Leech) ツ マ グ ロ キ ヨ ト ウ
上 山市金瓶 19)

135 Aletia radiatα stella似 (Hampson) フ タ テ ン
キ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 1 ♀ ， 19820710 
M 西蔵王高原 1 ♂ ， 1984061410) 
刀 村木沢 19)
鶴岡市由良 l ♀ ， 19880611 (木俣)
上山市蔵王 ラ イ ン l ♀ ， 1984070710) 
万 金瓶 19)
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 1986072840) 
南陽市荻小 1 ex.，l9880531 (伊藤)
西川町志津 1 ♂， 197507256)18)39) 
M 間沢 1 ♂ ， 197507285) 
万 志津月 山荘 1 ♂ ， 1988072339) 
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藤島町藤島 1972071436) ・ 1972082036)
蔵王連峰観松平 1 ♂ ， 19680818 (木俣)
M 坊平 2 ♂ ♂，  1979072810) 

136 Alet;必 salebrosa (Butler) カ パフ ク ロ テ ン キ
ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)
上山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1 965082536 ) ・ 1 97 1060836 ) • 

1971061536) • 1972073036) 
137 Aletia nigrilinea (Leech) ス ジ グ ロ キ ヨ ト ウ

上山市金瓶 19)
138 Pseudaletia seμrata (W alker) ア ワ ヨ ト ウ

山形市蔵王温泉 1 ♂ ， 1958081414) 
山 形 市 1 ♂ ， 19601108 (博 物 館) ・ 1 ♂ ，

19601110 (博物館) ・ 1 ♂， 19601111 (博物館) ・
1 ♂ ， 19601115 (博物館)

酒田市 l ♂， 1958101714) . 1 ♂ ， 1959100012) . 
1 ♂ ， 1960112614) 

上山市金瓶 19)
天童市荒谷 1 ♂ ， 198209039) 
西川町志津 1 ♂ 1 ♀ ， 1987072938)制
藤 島 町 藤 島 197 1060836 ) ・ 1 97210 123 6 ) ・

1973082p6) • 1974072536) 
朝 日連峰天狗小屋 1 ♂ ， 19610807 (博物館)
鳥海山河原宿 196608003) 

l39 Dysaletia inanis (OberthtÍr) ウ ス イ ロ キ ヨ
ト ウ
藤島町藤島 19660809制 ・ 19730511制

140 Anapoma ρostica (Hampson) ア カ ス ジ キ ヨ
ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♀ ， 19830826川 ・ 1 ♂ ，

1984061410) 
J! 村木沢早坂林道 1 d"， 19890614 (木俣)
上山市金瓶 19)
天童市荒谷 1 ♀ ， 198209049) 

141 Leucania insecuta Walker ノ ヒ ラ キ ヨ ト ウ

上山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1972073036 ) ・ 197405 1936 ) • 

1974060p6) 
142 Leucania striata Leech ス ジ シ ロ キ ヨ ト ウ

藤島町藤島 19760612制
143 Acantholeucania loreyi (Duponchel) ク サ シ

ロ キ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)
藤島町藤島 1976070836) 

144 Senta メlammea stenoptera ( Staudinger) ナ
カ ス ジ キ ヨ ト ウ
藤島町藤島 1968090p6) ・ 1973090136)

Cuculliinae セ ダ カ モク メ 亜科

145 Cucullia >>ωculosa Staudinger ハ イ イ ロ セ
ダカ モ メ
山形市西蔵王高原 2 ♂ ♂，  19830826川
M 村木沢 19)
鶴岡市湯野浜 7)
上山市金瓶 則
天 童 市 荒 谷 l ♀ ， 19800905 9) ・ 1 ♂ ，

198208309) .  1 ♀ ， 198208319) . 1 ♀ ， 198209099) 
山辺町荒沼 2 ♂ ♂，  19870827 (木俣， 内 1 ♂ は

博物館)
蔵王連峰観松平 1 ♀ ， 19680818川

146 Cucullia μゆrata Bremer セ ダカ モ ク メ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) 
か 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
西川町志津 1 ♂， 1987082038)制
朝 日村荒沢ダム 1 ♂ ， 19820818 (木俣)

147 Cucullia jankowskii Oberthür ギ ン モ ン セ
グPカ モ ク メ
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
万 ソ プ谷地 196608003)
刀 河原宿 196608003)
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148 Cucullia j均tema Butler ホ ソ パセ ダカ モ ク
メ
山形市村木沢 川
上山市金瓶 19)
西川町間沢 1 ♂， 197308044) 

149 Cucull必 elongata Butler キ ク セ ダPカ モ ク メ
山形市西蔵王高原 1 ♀ ， 1984061410) 
刀 村木沢 川
新庄市新圧温泉 196106152) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
天童市荒谷 1 ♂ ， 198209099) 
尾花沢市御所山荘 2 ♀ ♀ ，  19870814州
西川町間沢 1 ♂ ， 197308044) 
小国町叶水 3 ♂ ♂，  19750614 (木俣)
藤 島 町 藤 島 195709083 6 ) ・ 1 973080 p6 ) • 

1973082p6) 
鳥海山河原宿 6 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 196608103)31 )  
か ソ プ谷地 1 ♀ ， 196608103)31) 
か 千蛇 ヶ 谷 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 197208073 1) 
月 山胎内岩 1 ♂ ， 1970080331) 
朝 日 連峰天狗小屋 自) ・ 1 ♂ ， 19610807 (博物館)
か 竜門小屋 1 ♀ ， 196407233 1 )  
蔵王山 2 ♂ ♂，  19720813 (木俣)
蔵王連峰観松平 川

150 Cucullia ledereri Staudinger タ カ ネ キ ク セ
ダカ モ ク メ
月 山胎内岩 1 ♂ ， 1970080331) 
朝 日 連峰竜門小屋 1 ♂ ， 1972081031) 
飯豊連峰烏帽子岳 1 ♂ ， 1968073pI) ・ 1 平 ，

1968080pI) 
151 Daseochaeta viridis (Leech) ケ ン モ ン ミ ド

リ キ リ ガ
山形市高瀬 1 ♂ ， 1983110615) 
Il 西蔵王高原 1 ♂ ， 1984101810) 
M 不動沢 (1)

尾花沢市鍋越峠 1 ♀ ， 1叩98肝70ω93却O刊

西川 町志津 1 ♂ ， 1凶97九41叩02お51川3ω)1附8的)39制9引) . 1日 1♂ ♂ ，
1986101018)39) ( 内 2 ♂ ♂ は博物館)

吾妻連峰吾妻温泉 8)
か 新 高 湯 1 ♂ ， 197009261 2 ) ・ l ♂ ，

1970092614) . 3 ♂ ♂ ，  1971092913) ( 内 2 ♂ ♂ は
博物館)

152 Dηobotodes intermissa (Butler) ナ カ オ ビ
キ リ ガ
山形市西蔵王高原 1 ♀ ， 1984101810) 
刀 村木沢 1 ex.， l9841019川
南陽市吉野中 1 ex.，19881114 (伊藤)

153 Dη，obotodes ρηleri (Leech) プラ イ ヤオ ビ キ
リ ガ
山形市面 白 山 1 ♂ ， 197709179) 
か 西蔵王高原 1 ♂ 1 ♀ ， 1984101810) ・ 1 ♂

1 ♀ ， 19841023川
上山市金瓶 1 ♀ ， 1985102119) 
朝 日村下名川 1 ♂ ， 19821023 (木俣)

154 L防政olia fani Staudinger オ ガサ ワ ラ ヒ ゲ
ヨ ト ウ
上山市金瓶 1 ♂ ， 1974121219) 

155 おIlena fumosa (Butler) ア ヤ モ ク メ キ リ ガ
山形市村木沢 1 eX.， 1983040819) 
上山市金瓶 1 ♂ ， 1978062019) 

156 あIlena formosa (Butler) キ パラ モ ク メ キ リ
ガ
山 形 市 本 町 1 ex.，19610411 (木 俣) ・ 1 ex.， 

19620406 (木俣) ・ 2 exs.，19620407 (木俣) ・ l
ex.，19620409 (木俣)

か 山寺 1 ♂ ， 19761024 (博物館)
万 査山 1 ♂ ， 198303221 1 ) ・ 5 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ，

19860408 (木俣， 内 1 ♂ 2 ♀ ♀ は博物館)
万 二 ツ橋 1983000011 )
か 釈迦堂 198300001 1 )
か 沼の辺 19830000 1 1)
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1/ 若木 1 ♂. 198303311 1 )  
刀 高瀬 1 ♂ . 1984042215) 
万 西蔵王高原 1 ex.， 1984052910) 
刀 村木沢 川
上山市金瓶 19)
南陽市吉野中 1 ♂ . 19880501 (伊藤)
)} 荻小 1 ex.，19880506 (伊藤)
藤島町藤島 1971102536) ・ 1975041436)
飯豊連峰ヌ ク ミ 平 1 ♀ . 196709211 4) 

157 Lithophane ustulata CButler) ハ ン ノ キ リ ガ
山形市沼の辺 1 ♂ 1 ♀ . 198303271 1) ・ 1 ♂ 3 ♀

♀ .  198304121 1 )  
}} 西蔵王高原 1 ♂ . 19841018川
万 盃山 4 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ . 19860408 (木俣， 内

1 ♂ 1 ♀ は博物館)
万 醸石 1 ♂ . 19860417 (木俣)
西川町志津 2 ♀ ♀ . 1986101018)39) 

158 Lithoρhane ρruinosa CButler) カ シ ワ キ ボ シ
キ リ ガ
山形市沼の辺 1 ♂ . 198303271 1 ) 
か 西蔵王高原 1 eX.，1984101810) ・ 2 exs.， 

19841023 (木俣)
}} 盃山 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ . 19860408 (木俣， 内

2 ♂ ♂ は博物館)
上山市金瓶 1 ♂ . 1984041619) 
南陽市吉野中 1 ex.，l9881114 (伊藤)

159 Lithophane consocia CBorkhausen) シ ロ ク
ビキ リ ガ
山形市沼の辺 1 ♂ . 198304121 1 ) 
西川町弓張平 1988051639) 
吾 妻連 峰 新 高 湯 1 ♂ . 1970100912) ・ 1 ♂ ，

1970100914) ・ 1 ♂ . 1971092913) 
160 Lithophane Plumbeal:た (Matsumura) モ ン

ハ イ イ ロ キ リ ガ
山形市釈迦堂 1 ♂ . 198303271 1) 
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ♂ . 1970100314) ・ 1 ♂ ，

1970100912) 
南陽市矢 ノ 沢 1 ♀ . 19880517 (伊藤)

161 Lithophane venusta (Leech) ウ ス ア オ キ リ
ガ
山形市西蔵王高原 3 exs.，1984101810) 

162 Lithophane rosinae (Pungeler) カ タ ハ リ キ
リ ガ
鶴岡市大山八森山 1 ♀ . 1962040623) ・ 1 ♀ ，

1964033024) 
刀 高館山 1 ♂ . 1964041424) 

163 Lithoρhane socia (Hufnagel) ナ カ グ ロ ホ ソ
キ リ ガ
山形市本町 1 ♂ . 19620412 (木俣)
万 西蔵王高原 1 ♂ . 1984091510) 
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ♂ . 1970100912) ・ 1 ♂ ，

1970100914) 
西川町月 山沢 l ♂ . 19791011 12) 18)制
か 志津姥沢小屋 5 ♀ ♀ . 198305281印刷9)
朝 日連峰天狗小屋 1 ♀ . 19680917 (木俣)

164 Eupsilia contractra (Butler) ウ ス ミ ミ モ ン
キ リ ガ
山形市二 ツ橋 1 ♂ 1 ♀ . 198303231 1 )  
M 若木 1 ♂ . 1983033p 1) 

165 Hemiglaea costalis CButler) キ マ エ キ リ ガ
上山市金瓶 1 ♀ . 1983113019) 
藤島町藤島 1971100436) 

166 Sugitania lepida (Butler) ス ギタ ニモ ン キ リ
ガ
上山市金瓶 1 ♀ . 1982110419) 
西川町志津 1 ♀ . 1987111839) 

167 Agrochola evelina (Butler) ア サ ヒ ゲ オ ビ キ
リ ガ
山 形 市 盃 山 1 ♂ . 198303221 1 ) ・ 2 ♀ ♀ ，

19860408 (木俣)
万 沼の辺 3 ♀ ♀ . 198304121 1 ) 

168 Conistra grisescens Draudt ミ ヤ マ オ ビ キ リ
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ガ
山形市平清水 1983000011 ) 
M 釈迦堂 19830000 1 1) 
刀 沼の辺 19830000")
万 新山 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19830409") 
M 盃山 11♂ ♂ 4 ♀ ♀ . 19830322") 
万 村木沢 川
上山市金瓶 19)
南陽市矢 ノ 沢 2 ♂ ♂.  19880514 (伊藤)

169 Conistra fletcheri Sugi テ ン ス ジ キ リ ガ
山形市盃山 5 ♂ ♂ 1 ♀ . 19830322") ・ 4 ♂ ♂ 3

♀ ♀ . 19860408 (木俣， 内 2 ♂ ♂ 1 ♀ は博物館)
万 平清水 19830000")
か 釈迦堂 198300001 1 )
刀 沼の辺 198300001 1 )
万 新 山 1 ♂ 1 ♀ . 19830409") 
M 村木沢 19)
万 礎石 1 ♂. 19860417 (木俣)
か 西蔵王高原 3 ♂ ♂ 1 ♀. 19860424 (木

俣， 内 1 ♂ 1 平 は博物館)
万 不動沢 41)
上山市金瓶 川
中山町岩谷 1 ♂ 1 ♀ . 19860413 (木俣)
西川町志津 1987111839) 

170 Conistra albipuncta (Le配h) ホ シ オ ピキ リ
ガ
山形市盃山 11♂ ♂ 8 ♀ ♀ ， 19830322") ・ 9 ♂ ♂

3 ♀ ♀ . 19860408 (木俣， 内 4 ♂ ♂ 1 ♀ は 博物
館)

11 釈迦堂 19830000 1 1) 
11 沼の辺 19830000 1 1) 
11 二 ツ橋 198300001 1) 
11 若木 19830000") 
11 新山 2 ♂ ♂.  19830409") 
11 平清水 198300001 1 )  
11 霞城公園 1 ♂ . 19840406 (博物館)

M 村木沢 19)
万 棟石 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19860417 (木俣， 内 1

♂ は博物館)
刀 西蔵王高原 1 ♀ . 19860424 (木俣)
上 山市金瓶 19)
中 山町岩谷 1 ♂ . 19860413(木俣)

171 Dω;ycarn.μ cωtaneofasciata (Motschulsky) 
ゴ マ ダラ キ リ ガ
山形市村木沢 19)
上 山市金瓶 19)
藤島町藤島 1966062136) ・ 1976050136)

172 Orbona fragar抱e (Vieweg) イ チ ゴ キ リ ガ
山形市本町 2 ♂ ♂. 19610408 (博物館)
N 盃山 2 ♂ ♂.  19830322") ・ 1 ♂ 1 ♀ ，

19860408 (木俣)
万 平清水 198300001 1 )
11 二 ツ橋 198300001 1 )  
11 釈迦堂 198300001 1) 
11 沼の辺 198300001 1 ) 
11 若木 198300001 1 )  
11 新 山 1 ♂ . 19830409") 
11 村木沢 19)
上 山市金瓶 19)
南陽市吉野中 l ♀ . 19880428 (伊藤)

173 Xanthia ωtgata (Esper) キ イ ロ キ リ ガ
山形市笹谷峠 5 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ . 19680928川
刀 面 白 山 1 ♂ . 19770917 (木俣)
か 山寺 l ♂ . 19771009 (博物館)
尾花沢市鍋越峠 1 ♂. 1987093040) 
西川 町志津 1 ♂ ， 1973100213)18)39) ・ 1 ♂ 1 ♀ ，

198610101 8)39) 
万 月 山沢 2 ♂ ♂. 19791011 12)18)39) 
吾 妻連 峰 新 高 湯 1 ♂ ， 1970100912) ・ 1 ♂ ，

197010091 4) 
174 Xanthia ja，ρonago (Wileman et West) エ ゾ

キ イ ロ キ リ ガ
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山形市面 白 山 1 ♀ ， 19770917 (木俣)
M 村木沢 l ♂， 1984101719) 
万 西蔵王高原 1 ♂ ， 19841023 (木俣)
米沢市白布高湯 1 ♀ ， 19700926 (博物館) ・ 1

♀ ，  19701009 (博物館)
吾 妻 連 峰 新 高 湯 1 ♀ ， 1970092614) ・ 1 ♂ ，

1970092612) . 1 ♂ ， 19710901 13) 
175 Jodia sericea (Butler) ミ ス ジ キ リ ガ

山形市査山 2 ♂ ♂ l ♀ ， 198303221 1 ) ・ 10♂ ♂ 4
♀ ♀ ， 19860408 (木俣， 内 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ は博物
館)

M 沼の辺 10♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 198303271 1 ) 
176 Telor抱 acuminata (Butler) ウ ス キ ト ガ リ キ

リ ガ
山形市山寺 1 ♀ ， 19761024 (博物館)
上 山市金瓶 19)
東根市関 山 2 ♂ ♂，  19780721 (博物館)
南陽市吉野中 1 ♀ ， 19881106 (伊藤) ・ 1 ♂ ，

19881114 (伊藤) ・ 1 ♂， 19881122 (伊藤) ・ 1
♂ ，  19881123 (伊藤)

藤島町藤島 1973102p6) ・ 1973103036)
177 TelO1匂 edentata (Leech) キ ト ガ リ キ リ ガ

山形市笹谷峠 3 ♂ ♂ l ♀ ， 19680928 (木俣) 10) 
刀 山寺 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19761024 (博物館) ・

1 ex . ，19780603 (博物館)
万 面 白 山 4 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19771022 (木俣)
M 高瀬 4 ♂ ♂ 7 ♀ ♀ ， 1983111315) 
万 西蔵王高原 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19841018 (木

俣) ・ l ♂ 3 ♀ ♀ ， 19841023 (木俣)
M 不動沢 41)
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ♀ ， 1970100912) ・ 1 ♀ ，

1970100914) 
上山市金瓶 19)
尾花沢市鍋越峠 7 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19870930州
南 陽 市 吉 野 中 3 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19881114 (伊

藤) ・ l ♂ ， 19881122 (伊藤)

西川町志津 23 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1986101018)39) ( 内
13♂ ♂ は博物館)

朝 日 村荒沢ダム 1 ♂ 1 ♀ ， 19821023 (木俣)
吾 妻連 峰新 高 湯 1 ♂ ， 1970090912) ・ 1 ♂ ，

1970090914) 
178 Telorta divergens (Butler) ノ コ メ ト ガ リ キ

リ ガ
山 形 市 1 ♂ ， 19601111 (博 物 館) ・ 2 ♂ ♂ ，

19601113 (博物館) ・ 1 ♂， 19601114 (博物館)
刀 高 瀬 1 ♂ ， 198 3 1 1 0 6 1 5 ) ・ l ♂ ，

1983111315) 
万 笹谷峠 川
刀 村木沢 19)
酒田市 1 ♂ ， 1959100412) 
上山市金瓶 川
尾花沢市鍋越峠 1 ♂， 1987093040) 
南陽市吉野中 l ♂ l ♀ ， 19881106 (伊藤)
西川 町志津 4 ♀ ♀ ， 19861010印刷 ( 内 2 ♀ ♀

は博物館)
藤 島 町 藤 島 1971 1 00236 ) ・ 197406093 6 ) ・

1974061736) • 1976093036) • 1976101436) 
179 Antivaleria viridimacula (Graeser) ア オ パ

ハ ガ タ ヨ ト ウ
山形市山寺 1 ♂ ， 19761024 (博物館)
刀 高瀬 1 ♂ ， 1983111315) 
M 西蔵王高原 1 ♂ ， 19841023 (木俣)
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ♂ ， 1970100712) ・ l ♂ ，

1970100914) 
上山市金瓶 19)
尾花沢市鍋越峠 1 ♂ ， 1凹98肝70ω93却O刊

南陽市吉野中 6 exs.吋.，1ユ1凹98鎚81日114 (伊藤)
西川町月 山沢 1 ♀ ， 1凶97乃91叩01P山2幻)1川8的)3制9的) 

} M 志津 l ♂ ， 1凶986101018制)悶39例

小 国 町 叶水 1 ♂ ， 19761009 (木俣) ・ 1 ♀ ，
19771103 (木俣)

朝 日 村荒沢ダム l ♂ ， 19821023 (木俣)
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飯豊連峰ヌ ク ミ 平 1 ♀ ， 1967051214) 
吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 1971092914) 

180 Blepharita amica ussuriensis Sheljuzhko ム
ラ サ キ ハ ガ タ ヨ ト ウ
山形市高瀬 2 ♂ ♂， 198311061 5) 

181 Blepharita melanodonta (Hampson) オ オ ハ
ガ タ ヨ ト ウ
山形市山寺 1 ♀ ， 19761024 (博物館)
刀 高瀬 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1983111315) 
万 西蔵王高原 1 ♂ ， 19841023 (木俣)
上山市金瓶 19)
南陽市吉野中 2 ♂ ♂，  19881106 (伊藤) ・ 1 ♂，

19881122 (伊藤)
西川町志津月 山荘 1 ♂ ， 1凹985080317巾8的)3制9的) 
朝 日 村荒沢夕ダ*ム l ♂ ， 1凹9821023引 (木俣)

} 蔵王連峰 ド ツ コ 沼 41り

吾妻連峰新高湯 l ♂ ， 1970092612) 
182 Blepharita bathensis (Lutzau) ミ ヤ マ ハ ガ

タ ヨ ト ウ
鳥海山千畳 ヶ原 8)
万 鳥 ノ 海 196608003)
蔵王連峰御田神 2 ♀ ♀ ，  1984073010) ・ 1 ♂ ，

1984081410) 
183 MeganePhria junesta Leech ホ ソ ノf ノ 、 ガ タ ヨ

ト ウ
山形市山寺 1 ♂ ， 19761024 (博物館)
M 村木沢 19)
上山市金瓶 19)

184 胎!ganephria extensa (Butler) ミ ド リ ハ ガ タ
ヨ ト ウ
山形市高瀬 2 ♂ ♂， 1983111315 )  
南陽市吉野中 l ♂ l ♀ ， 19881122 (伊藤)

Amphipyrinae カ ラス ヨ ト ウ亜科

185 Sidemia bremerぜ (Erschoff) ク ロ ビ ロ ー ド

ヨ ト ウ

上 山市金瓶 19)
藤島町藤島 19720901制

186 Apamea crenata (Hufnagel) カ ド モ ン ヨ ト
ウ
山形市不動沢 l ♀ ， 1988071241 )  
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 19860728州
鳥海山御田 196608003) 
万 鳥 ノ 海 196608003)
蔵王連峰御田神 1 ♀ ， 1984073010) 
11 観松平 4 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 19870718 (木俣，

内 3 ♀ ♀ は博物館)
187 APamea striata Haruta ス ジ ア カ ヨ ト ウ

山形市西蔵王高原 2 ♀ ♀ ，  19830826 (木俣)
西川町志津 制
鳥海山河原宿 196608003) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 1984081410) 
11 観松平 川
飯豊連峰ヌ ク ミ 平 l ♀ ， 1968082414) 

188 Apamea aquila oriens (Warren) ア カ モ ク
メ ヨ 卜 ウ
山形市西蔵王高原 l ♂ 1 ♀ ， 1983082610) 
か 村木沢 19)
万 不動沢 1 ♂， 198807124 1 )  
上 山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1973082636 ) ・ 1 974092323 ) • 

1975091136) • 1976062236) • 1976090p6) 
朝 日 村荒沢ダム 1 ♂ ， 19820818 (木俣)
鳥海山千畳 ヶ 原 8)
刀 鳥 ノ 海 196608003)
M ソ ブ谷地 196608003) 
朝 日連峰天狗小屋 8)

189 Apamea lateritia (Hufnagel) オ オ ア カ ヨ 卜
ウ
山形市不動沢 2 ♂ ♂，  1988071241 )  
米沢市白布高湯 1 ♂ ， 19720723 ( 山谷)
上山市金瓶 1 ex.，l974081819) 
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東根市柳沢小屋 1 ♂ ， 1986072840) 
西川町月 山沢 1 ♂ ， 1979091512)18)39) 
刀 志津荒沢橋 1 ♀ ， 1985071539) 
万 志津月 山荘 1 ♂， 198508031 7)39) 
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
刀 河原宿 196608003)
朝 日 連峰天狗小屋 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 1954081414) 
蔵王連峰御田神 7 ♂ ♂ 2 ♀ 平 ， 198407301仇 2

♂ ♂ 1 ♀ ， 1984081410) 
J1 観松平 9 ♂ ♂ t ♀ ， 19870718 (木俣， 内

3 ♂ ♂ 1 ♀ は博物館)
万 ド ッ コ 沼 1 ♂ ， 1988080741 )  

190 Apamea hampsoni Sugi ネ ス ジ シ ラ ク モ ヨ
ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♀ ， 19840711 (木俣)
M 村木沢 19)
1/ 不動沢 2 ♀ ♀ ，  1988071241) 
鶴岡市由良 1 ♂ 1 ♀ ， 19880611 (木俣)
上山市蔵王 ラ イ ン 6 ♂ ♂ 4 ♀ ♀ ， 1984070710) 

(内 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ は博物館)
J1 金瓶 19)
東根市柳沢小屋 1 ♂ ， 1986072840) 
南陽市須刈田 1 ex.，l9880702 (伊藤)
山辺町荒沼 2 ♂ ♂， 19880704 (木俣)
中山町岩谷 2 ♂ ♂， 19860628 (木俣)
西川 町志津 5 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1986072618)39) ・ 1

♀ ，  1986082418)39) 
191 Aμmω rubηirena 仰c�βca Sugi ア ル プス

ク ロ ヨ ト ウ
飯豊連峰烏帽子岳 5 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19680731剖
M 与四太郎の池 2 ♂ ♂，  1968080228) 
万 門内岳 1 ♂ ， 19680803加

192 Aρamea ω'asedana Sugi イ イ デク ロ ヨ ト ウ
飯豊連峰烏帽子岳 3 ♂ ♂，  1968073128) 

193 Pabulatrix ραbulatricula fraudulenta 

(Staudinger) ウ ス ク モ ヨ ト ウ

藤島町藤島 19680825制 ・ 19690812制
194 Leucaμmea 初wadai (Sugi) マ エ ア カ シ ロ

ヨ ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) 
J1 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
南陽市須刈田 1 ♂， 19880702 (伊藤)
西川町志津 2 ♀ ♀ ，  1987082038) 
藤 島 町 藤 島 196609073 6 ) ・ 1 9 7 106303 6 ) • 

1973083Q36) • 1974091936) • 1976062336) 
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 

195 Leucaραmea αskoldis (Oberthllr) コ マ エ ア
カ シ ロ ヨ ト ウ
山形市山寺 1 ♂ ， 19770820 (博物館)
)} 西蔵王高原 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1983082610) 
}} 村木沢 19)
}} 村木沢早坂林道 l ♂ 1 ♀ ， 19890829 (木

俣)
}} 門伝大平 1 ♀ ， 19850708 (木俣)
刀 上宝沢 2 ♂ ♂， 1988082141) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 1987081440) 
西川町志津 1 ♂ ， 1986082418)39) 
藤 島 町 藤 島 19710 8273 6 ) ・ 1973083 13 6 ) • 

1976072p6) 
朝 日連峰天狗小屋 8)

196 Oligia oPhiogramma (Esper) ク サ ビ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1 9570 7203 6 ) ・ 1973070636 ) • 

1974071436) 
197 Oligia fodinae (Oberthür) セ ア カ ヨ ト ウ

山 形 市 面 白 山 1 ♀ ， 197408249) ・ 1 ♂ ，
197508169) 

万 村木沢 19)
刀 不動沢 1 ♀ ， 1988071241) 
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上山市金瓶 19)
東根市柳沢小屋 1 ♀ ， 1986072840) 
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814州
鳥海山千畳 ヶ 原 8)
か 河原宿 196608003)

198 Mesapamea concinnata Heinicke ホ シ ミ ミ
ヨ ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♀ ， 19830826川
か 村木沢 19)
M 上宝沢 1 ♂ ， 19880821 (木俣)
上山市金瓶 19)
村山市大久保 1)
天童市荒谷 1 ♂ ， 198209049) 
東根市柳沢小屋 l ♂ ， 19860728州
山辺町荒沼 4 ♀ ♀ ， 1987082742) (木俣， 内 2 ♀

♀ は博物館)
西川町志津 1 ♂ ， 1986072618)39) 
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
M 河原宿 196608003) 

199 Sapporia repetita (Butler) サ ッ ポ ロ チ ャ イ
ロ ヨ ト ウ
藤島町藤島 1974073036) 
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 

200 Ana抑制ω cuηeata (Leech) カ パ マ ラ ダ ヨ
ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 1984081810) 
万 上宝沢 5 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1988082141) 
M 不動沢 l ♀ ， 1988090241) 
上山市金瓶 1 eX.，1981090219) 
南陽市中 ノ 沢 2 exs. ，19880821 (伊藤)
中山町岩谷 12 ♂ ♂， 19860803 (木俣， 内 4 ♂ ♂

は博物館)
201 Bαmbusi伸ila vulgaris (Butler) ハ ジマ ヨ ト

ウ
山形市面 白 山 l ♂ ， 197508169) 
上山市金瓶 1 ex.，19820830附

東根市柳沢林道 1 ♀ ， 19870902州
中山町岩谷 1 ♀ ， 19860803 (木俣)
西 川 町 志 津 2 ♂ ♂， 1987082038) ・ 1 ♀ ，

1987091238)39) 
藤島町藤島 1957090836) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 19840814川

202 Atrachea nitens (Butler) ギ シギ シ ヨ ト ウ
山形市面白 山 l ♂ ， 198207109) 
M 村木沢 19) 
刀 不動沢 l ♂ ， 1988071241) 
上山市金瓶 19)
中山町岩谷 2 ♀ ♀ ，  19860628 (木俣)
藤島町藤島 1974063036) 

203 均Idraecia amurensis Staudinger フ キ ヨ ト
ウ
山形市山寺 1 ♂ ， 19770831 (博物館)
M 西蔵王高原 l ♂ ， 1983082610) 
か 村木沢 19)
か 上宝沢 1 ♀ ， 1988082141) 
M 不動沢 1 ♂ ， 1988090241) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 1)
東根市柳沢林道 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19870902州
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1987081440) 
M 鍋越峠 1 ♀ ， 19870930州
山辺町荒沼 2 ♂ ♂，  19870827 (木俣)
西 川 町 間 沢 1 ♂ ， 196608144) . 1 ♂ 1 ♀ ， 

197308054) 
万 志津 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1986101018)39) ( 内 1

♂ は博物館) ・ 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 19870912制
藤島町藤島 1971080136) 
温海町温海岳 1 ♀ ， 19790825 (木俣)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 

204 AmPhiPoea ussuriensis (Petersen) シ ョ ウ プ
ヨ ト ウ
山形市本町 1 ♂ ， 19620805 (木俣)



山形県立博物館研究報告 第11号 1990年 3 月 53 

1/ 面 白 山 1 ♂ ， 197408249) .  2 ♂ ♂ ， 
197508169) ・ 1 ♂ ， 197709179) 

1/ 山寺 1 cJI， 19770729 (博物館)
JJ 西蔵王高原
JJ 村木沢 川
JJ 上宝沢 41)
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
か 大久保 7)

1 ♂ ， 1984081810) 

東根市柳沢林道 2 ♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 19870902州
尾花沢市御所山荘 10♂ ♂ 2 ♀ ♀ ， 1987081440) 
西川町間沢 1 ♂ ， 197308044) 
M 上島 1 ♀ ， 1979080212) 
か 志津 制
小国町飯豊山荘 l ♂ ， 198082034) 
藤島町藤島 1957071536) ・ 1974060336)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 
M 鳥 ノ 海 196608003) 
蔵王連峰坊平 5 ♂ ♂，  1980081710) 

205 Celaena leucos均ma (Hübner) シ ョ ウ プオ
オ ヨ ト ウ
上山市金瓶 1 ex.，l9800901則
藤島町藤島 1957072p6) ・ 1974071736)
朝 日 連峰天狗小屋 8) . 1 ♂ ， 19610807 (博物館)

206 Gortyna jortis (Butler) ゴ ボ ウ ト ガ リ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 1 ♂ ， 19770917 (木俣)
M 高 瀬 1 ♂ ， 1 98 3 0 9 1 0 1 5 ) ・ 1 ♂ ，

1984101415) 
か 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
中 山町岩谷 2 ♀ ♀ ， 19860915 (木俣)
小国町叶水 1 ♀ ， 19751012 (木俣) ・ 1 ♂ 2 ♀

♀ ，  19761009 (木俣)
藤 島 町 藤 島 197109 1 336 ) ・ 1 973102p6) • 

1974100636) 
温海町湯温海 1 ♂ ， 19610905 (博物館)

吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 19710901 1 3) 
207 Gortyna basalipunctata Graeser ヒ メ ト ガ リ

ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)
上山市金瓶 19)

208 Nonagη'a tuゆた Butler テ ン オ ピ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
西川町志津 1 ♂ ， 197507256)1制的
藤 島 町 藤 島 195606 1636 ) ・ 1 9 71062636 ) • 

1972060536) • 1974072p6) 
209 A rchanara resoluta Hampson ハ ガ タ ウ ス

キ ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)
鳥海山 ソ プ谷地 196608003) 

2 10 Archanara sparganii (Esper) キ ス ジ ウ ス キ
ヨ ト ウ
上山市金瓶 19)

211  Archanara aerata (Butler) ガマ ヨ ト ウ
上山市金瓶 1 ex. ，1984080619) 

212 Coenobia orientalis Sugi テ ン ス ジ ウ ス キ ヨ
ト ウ

上山市金瓶 19)
213 Episammia co�ルsa Sugi カ パイ ロ ウ ス キ ヨ

ト ウ
上山市金瓶 同

214 Rhizedra lutosa (Hiíbner) ヨ シ ヨ ト ウ
山形市山寺 2 exs.，19761024 (博物館)
か 高 瀬 1 ♂ ， 198309101 5 ) ・ 4 ♂ ♂ ，

198410141 5) 
万 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
尾花沢市銀山温泉 2 ♂ ♂，  1979092712)州
西川町志津 1 ♀ ， 1986101018)制
小国町叶水 1 ♂ ， 19751012 (木俣)
藤 島 町 藤 島 1968093036 ) ・ 197308203 6) • 
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1973090p6) • 1974 102p6) 
215 Sesamia inferens (Walker) イ ネ ヨ ト ウ

山形市本町 1 ♀ ， 19610911 (博物館) ・ l ♀ ，
19610915 (博物館)

刀 高瀬 1 ♂ ， 1983091015 ) 
JI 西蔵王高原 1 ♀ ， 1984081810) 
刀 村木沢 19)
酒田市 1 ♀ ， 1961060414) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
藤島町藤島 1956060936) 

216 Triphaenopsis lucilla Butler シ ロ ホ シ キ シ
タ ヨ ト ウ
山形市本町 l ♀ ， 19610901 (博物館) ・ 1 ♀ ，

19610902 (博物館) ・ 2 ♀ ♀ ， 19610906 (博物館)
M 西蔵王高原 12♂ ♂ 8 ♀ ♀ ，  1983082610) 

( 内 4 ♀ ♀ は博物館)
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
藤 島 町 藤 島 1 9570702 36 ) ・ 1 9 7 1 080836 ) • 

1973071936) • 1973083p6) • 1976081736) 
鳥海山千畳 ヶ 原 8) ・ 1 ♂， 1971072612) 
万 鳥 ノ 海 196608003)
M 河原宿 196608003) 
か ソ プ谷地 196608003)
蔵王連峰坊平 2 ♂ ♂ 3 ♀ ♀ ， 1979072810) 
万 御田神 3 ♀ ♀ ， 19840730川 ・ 2 ♂ ♂ 1

♀ ，  1984081410) 
か 観松平 1 ♂ 1 ♀ ， 19870718 (木俣)

217 Triphaenopsis jezoensis Sugi エ ゾキ シ タ ヨ
ト ウ
山形市面 白 山 1 ♂ ， 1977091戸
西川 町志津 3 ♀ ♀ ， 1986101018)39) ( 内 l ♀ は

博物館) ・ l ♀ ， 1987082039) ・ 3 ♂ ♂ 1 ♀ ，
1987091239) 

218 Triphaenopsis cinerescens Butler ウ ス キ シ

タ ヨ ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) 
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814州
西川町志津 2 ♀ ♀ ， 198610101 8)39) (内 1 ♀ は

博 物 館) ・ 1 ♀ ， 1 987082039) ・ 2 ♀ ♀ ，
1987091239) 

鳥海山 ソ ブ谷地 196608003) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ ， 1984081410) 

2 19 Triphaenopsis ρosiflava (Leech) ナ カ ジ ロ キ
シ タ ヨ ト ウ
山形市蔵王温泉 1 ♀ ， 19580815 (木俣)
万 本町 1 ♂ ， 19610906 (木俣)
万 上宝沢 1 ♀ ， 1988082141 ) 
H 不動沢 2 ♀ ♀ ， 198809024 1 ) 
蔵王山 1 ♂ ， 19720813 
蔵王連峰御田神 1 ♂ 1 ♀ ， 1984073010) ・ 9 ♂

♂ ，  1984081410) (内 4 ♂ ♂ は博物館)
220 Colocasidia alb約ra Sugi ソ ト シ ロ フ ヨ ト ウ

山 形 市 村 木 沢 早 坂 林 道 1 ♂ ， 19890714 (木
俣) ・ 3 ♂ ♂ 1 ♀ ， 19890803 (木俣)

尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 19860712州
南陽市吉野中 1 ex. ， 19880803 (伊藤)
蔵王連峰 ド ッ コ 沼 1 ♂ ， 1988080741) 

221 Eupliιia lucipara (Linnaeus) ア カ ガ ネ ヨ ト
ウ
山形市山寺 1 ex.，l9770511  (博物館)
IJ 面 白 山 2 ♀ ♀， 198205309) 
IJ 西蔵王高原 1 ♂ 1 ♀ ， 1983082610) . 1 

♂ ，  1984052910) 
IJ 瀬 ノ 原山 1 ♂ ， 1984060715) 
IJ 村木沢 19)
IJ 村木沢早坂林道 1 ♂ ， 19890829 (木俣)
上山市金瓶 川
村山市北町 7)
天童市荒谷 1 ♂， 19820804 (木俣)
南陽市吉野中 1 ♂ ， 19880608 (伊藤)
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山辺町荒沼 1 ♂ ， 19880704 (木俣)
西川 町間沢 1 ♂ ， 196608144) 
刀 志津 1 ♀ ， 1986062218)39) 
藤島町藤島 制
温海町温海岳 3 ♂ ♂，  19890825 (木俣)
鳥海 山河原宿 196608003) 
11 ソ ブ谷地 196608003) 

222 EuPlexia vinacea Sugi ム ラ サ キ ア カ ガ ネ ヨ
ト ウ
上 山 市 金 瓶 1 ♂ ， 1 9840529 1 9 ) ・ 1 e x . ，  

198505131 9) 
223 Euρlexia illustrata Graeser シ ラ オ ビア カ ガ

ネ ヨ ト ウ
山形市山寺遊仙峡 1 ♂ ， 1972062313) 
11 面 白 山 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 197507199) 
刀 村木沢 19)
刀 門伝大平 1 ♂ 1 ♀ ， 19850708 (木俣， 内

1 ♀ は博物館)
M 不動沢 1 ♀ ， 198807124 1 )  
米沢市 白布高湯 1 ♀ ， 19720723 ( 山谷) ・ 1 ♀ ，

19720806 ( 山谷)
新庄市新庄温泉 196106152) 
上山市蔵王 ラ イ ン 4 ♀ ♀ ，  1984070710) 
11 金瓶 19)
東根市柳沢小屋 2 ♀ ♀ ， 19860728(0) 
尾花沢 市 銀 山 温 泉 1 ♂ 3 ♀ ♀ ， 1凹98筋60肝71ロ2刊

(内 2 ♀ ♀ は博物館)
山辺町荒沼 1 ♂ ， 19880704 (木俣)
西川 町志津荒沢橋 1 ♂ 1 ♀ ， 1985071518)制
11 志津月 山荘 1 ♂ ， 198508031 7)39) ・ 2 ♀

♀ ，  1988072339) 
11 志津 1 ♂ ， 1986072618)39) 
小国町飯豊山荘 1 ♂ 1 ♀ ， 1968082034) ・ 1 ♂ ，

1968072pS) 
藤 島 町 藤 島 197207 1 33 6 ) ・ 1 973072336 ) • 

1974062836) 

朝 日 村八久和林道 1 ♂ ， 1977072212) 
鳥海山千畳 ヶ 原 自}
万 鳥 ノ 海 196608003)
11 ソ ブ谷地 196608003) 
蔵王連峰御田神 1 ♂ 3 ♀ ♀ ， 1984073010) 
刀 観松平 1 ♀ ， 19870718 (木俣)
吾妻連峰新高湯 1 ♂ ， 1978063012) 

224 Euρlexia aureoρuncta Hampson モ ン キ ア カ
ガ ネ ヨ ト ウ
西川町志津 1 ♀ ， 1987082039) 
温海町温海岳 1 ♂， 19890825 (木俣)
蔵王連峰 ド ッ コ 沼 1 ♀ ， 19880807(1) 

225 Chand，仰 bella (Butler) コ ゴ マ ヨ ト ウ
山形市村木沢早坂林道 1 ♂， 19890829 (木俣)
上山市金瓶 1 ex.，1981091619) 
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870920 (木俣)
西川 町志津 1 ♀ ， 1987082038附
鳥海山鳥 ノ 海 196608003) 
朝 日 連峰天狗小屋 8) ・ 1 ♂ ， 19610807 (博物館)
蔵王連峰御田神 1 ♀ ， 1984073010) 
万 ド ッ コ 沼 1 ♂ ， 19880807(1 )  

226 Phlogoρhora beatrix Butler キ グ チ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 1 ♂ ， 198206199) 
11 村木沢 19)
か 上宝沢 1 ♂ ， 19880709( 1) 
M 不動沢 1 ♂ ， 1988071241) 
上 山市蔵王ラ イ ン 1 ♀ ， 1984070710) 
刀 金瓶 川
尾花沢市御所山荘 1 ♂ ， 19880613(0) 
大蔵村肘折温泉 l ♂ 1 ♀ ， 19860703 (木俣)
藤島町藤島 1971080p6) 

227 Actinotia ρolyodon (Clerck) ヒ メ モ ク メ ヨ
ト ウ

上 山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1957090236 ) ・ 197208093 6 ) • 

1973092636) 
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228 Actinotia intermediata (Bremer) コ モ ク メ

ヨ ト ウ

山形市本町 1 ♀ ， 19610509 (博物館) ・ 1 cf1 ，  
19610520 (博物館)

N 村木沢 川
米 沢 市 白 布 高 湯 1 ♂， 1970100812) ・ l ♂ ，

1970100814) 
上山市金瓶 19)
藤 島 町 藤 島 1 972060536 ) ・ 19 7208 1 636 ) • 

1973092636) • 1974090336) • 1976082536) 
朝 日 村荒沢ダム 1 ♀ ， 19820818 (木俣)

229 Dyþteηgia caliginosa (W alker) ク ロ モ ク メ

ヨ ト ウ

上山市蔵王 ラ イ ン l ♂ ， 1984070710) 
村山市北町 7)
天童市荒谷 1 ♂ ， 19820902 (木俣)
藤島町藤島 1973080p6) ・ 1974061436)

230 D.ゆteηgia andreji Kardakoff ス ジ ク ロ モ

ク メ ヨ ト ウ

山形市山寺 1 ♀ ， 19770603 (博物館)
か 村木沢 川
上山市金瓶 19)

231 Axylia ρut泊 (Linnaeus) モ ク メ ヨ ト ウ

山形市本町 l ♀ ， 19610509 (博物館) ・ 1 ♀ ，
19610511  (博物館) ・ 1 ♂ 1 ♀ ， 19610520 (博物
館)

JI 山寺 1 平 ， 19770603 (博物館)
刀 面 白 山 1 ♀ ， 198205309) 
JJ 西蔵王高原 1 ♂ ， 1983082610) ・ 1 ♀ ，

1984061410) ・ 1 ♂ ， 1984071110) ・ 1 ♂ 2 ♀ ♀ ，
1984081810) 

JJ 瀬 ノ 原山 1 ♂ ， 1984060715) 
JJ 高瀬戸沢 l ♂ ， 1984070315) 
JJ 門伝大平 1 ♀ ， 19850708 (木俣) ・ 1 ♀ ，

19890601 (木俣)
J/ 村木沢 19)

か 村 木 沢 早 坂 林 道 1 ♂ ， 19890614 (木
俣) ・ l ♀ ， 19890714 (木俣) ・ 4 ♂ ♂ ， 19890803 
(木俣) ・ 2 ♂ ♂， 19890829 (木俣)

M 上宝沢 1 ♂ l ♀ ， 19880821(1 ) 
上山市金瓶 19)
村山市大久保 7)
尾花沢市御所山荘 1 ♀ ， 19870814(0) 
山辺町荒沼 1 ♀ ， 19880704 (木俣)
中 山 町 岩 谷 1 宇 ， 19860628 (木俣) ・ 1 ♂ ，

19860915 (木俣)
西川町間沢 1 ♂ ， 197308044) 
万 志津 l ♂ ， 197507256)18)39) 
万 志津荒沢橋 1 ♂ 1 ♀ ， 1985071518)39) 
刀 志津月 山荘 1 ♂ ， 19850803 17)38)39) 
万 大井沢中村 1 ♂ ， 19870523 (木俣)
大 蔵 村 肘 折 温 泉 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19860703 (木

俣) ・ l ♂ ， 19860719 (木俣)
小国町叶水 1 ♂ ， 19750614 (木俣)
藤 島 町 藤 島 1965080736 ) ・ 1 965082536 ) ・

1971052936) • 1974061836) • 1975051336) 
温海町温海岳 3 ♂ ♂，  19890825 (木俣)
遊佐町吹浦 1 ♀ ， 19840616 (木俣)

232 Trachea atriplicis gunama (Butler) シ ロ ス

ジ ア オ ヨ ト ウ

山形市本町 1 ♂ l ♀ ， 19610516 (博物館)
JI 山寺 1 ex.，19770628 (博物館)
万 西蔵王高原 1 ♀ ， 1983082610) 
J/ 村木沢 川
米沢市館山 1 ♂ ， 19700827 (加藤)
酒田市 1 ♂ ， 1959090013) ・ 1 ♂ ， 1962082714) 
上 山市金瓶 19)
東根市関 山 1 ex. ，19781028 (博物館)
小国町叶水 1 ♂ 2 ♀ ♀ ， 19750614 (木俣)
藤 島 町 藤 島 196908 1 336 ) ・ 1 9 7 106 1636 ) • 

1971080836) • 1972062836) • 1974052436) 
233 Trachea punkikonis Matsumura オ オ シ ロ
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テ ン アオ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 1 ♀ . 198207109) 
万 高瀬戸沢 1 ♀ . 19840703 (木俣)
N 上宝沢 1 ♂. 1988082141) 
N 本沢 1 ♂ . 1989070742) 
上山市金瓶 19)
南陽市中 ノ 沢 1 ex.，19880821 (伊藤)
西川 町志津 矧
小田町叶水 l ♂. 19750614 (木俣)
藤 島 町 藤 島 197107 103 6) ・ 197308 183 6 ) • 

1975060436) 
234 Trachea tokiensis (Butler) ハ ガ タ ア オ ヨ ト

ウ
山 形 市 面 白 山 2 ♂ ♂.  197408249) ・ 1 ♂ ，

197508169) ・ 1 ♀ . 198207109) 
か 上宝沢 10)4 1)
万 村木沢早坂林道 1 ♀ . 19890614 (木俣)
新庄市新圧温泉 196106152) 
上山市金瓶 19)
東根市柳沢小屋 1 ♀ . 19860728州
尾花沢市御所山荘 2 ♂ ♂. 19880613州
11 銀山温泉 州
西川町志津月 山荘 l ♂ . 1985080317)39) 
11 志津 l ♂ . 1986062218)39) ・ 3 ♂ ♂ 3 ♀

♀ .  1986072618)39) (内 1 ♂ 2 ♀ ♀ は博物館) ・
l ♂ 4 ♀ ♀ . 198608241創刊 (内 2 ♀ ♀ は 博物

館) ・ 1 ♂. 1987072939) 
大江町古寺鉱泉 1 ♂ l ♀. 19850720 (木俣)
小国町飯豊山荘 1 ♂ . 1968080434) 
蔵王連峰坊平 1 ♀ . 1979072810) 
万 ド ッ コ 沼 41)

235 Karana leatevirens (Oberthl1r) ア オ ア カ ガ
ネ ヨ ト ウ
山形市西蔵王高原 1 ♂ . 19830826川
N 高瀬戸沢 1 ♀ . 19840804 15) 
万 村木沢 19)

か 村木沢早坂林道 2 ♂ ♂ 1 ♀ . 19890829 
(木俣)

万 上宝沢 1 ♂ . 1988082141) 
上山市金瓶 川
東根市柳沢林道 1 ♀ . 1凶98肝70ω90ω2叫

尾花沢市御所山荘 4 ♂ ♂.  1凶9870814が4叫州0)川(内 2
♂ ♂ は博物館)

山辺町荒沼. 3 ♂ ♂.  19870827 (木俣， 内 1 ♂ は
博物館)

中 山 町岩谷 1 ♀ . 19860915 (木俣)
蔵王連峰坊平 l ♂ . 198009071 0) 

236 Dipteη'[fina cupreotincta Sugi ウ ス ク ロ モ ク
メ ヨ ト ウ
山形市面 白 山 l ♀ . 198206199) 
N 西蔵王高原 1 ♀ . 1984061410) 
M 村木沢 19)
上山市金瓶 19)
南陽市吉野中 l ♀ . 19880615 (伊藤)
山辺町荒沼 1 ♂ . 19880704 (木俣)
小国町叶水 1 ♀ . 19750614 (木俣)

237 Dipterygina japonica (Leech) コ ク ロ モ ク メ
ヨ ト ウ
鶴岡市大山八森山 2 ♀ ♀ . 1962050226) 
上山市金瓶 1 ex.，19820607川

238 Pygopte明 S仰va Staudinger ヨ ス ジ ア カ ヨ
ト ウ

藤島町藤島 1956092p6) 
吾 妻連 峰 新 高 湯 1 ♂ . 1970092614) ・ 1 ♂ ，

1970092612) 
239 Brachyxanthia zeloち少α (Lederer) キ イ ロ ト

ガ リ ヨ ト ウ
山形市高瀬 1 ♀ . 1984101415) 
11 村木沢 1 ex. ，19831013川
上山市金瓶 1 ♀ . 19781011間
藤島町藤島 1971092736) 

240 Spodoptera litura (Fabricius) ノ 、 ス モ ン ヨ ト



58 山形県の蛾類分布資料 ( V )

ウ 2 ) 木俣 繁 ( 1964 )新庄温泉の蛾， 山形見虫同好
山形市高瀬 1 ♀ ， 19841014 15) 会会誌 2 (1 ) : 3 - 4 
酒田市北千 日 町 1 ♀ ， 1969092312) 3 ) 柳田慶浩 (1967) 鳥海山の動植物調査報告， 早
上山市金瓶 19) 稲田生物 16 : 35 -44， 早稲 田大学生物同好
藤 島 町 藤 島 1968 1 0 1 03 6 ) ・ 1 9 7 1070636 ) • 

1971082436) • 1971092736) 
遊佐町杉沢 l ♀ ， 1973081913) 

24 1 Spodoptera exiguα (Hubner) シ ロ イ チ モ ジ
ヨ ト ウ
山形市村木沢 19)
上山市金瓶 19)

藤 島 町 藤 島 196509143 6 ) ・ 1 9 7 1 08 1 53 6 ) • 
1973070936) • 1973082936) • 1975052636) 

242 Spodoptera depravata (Butler) ス ジ キ リ ヨ
ト ウ
山形市本町 1 ♂ ， 19610823 (博物館) ・ 1 ♂，

19610825 (博物館)
M 高瀬 2 ♂ ♂ 1 ♀ ， 1983091015) 
M 西蔵王高原 1 ♂ ， 1984081810) 
刀 村木沢 19)
酒田市 1 ♂ ， 1961052914) 
上山市金瓶 19)
村山市北町 7)
天 童 市 荒 谷 1 ♂ ， 1980 0905 9 ) ・ 1 ♂ ，

198209019) ・ l ♂ ， 198209029) 
東根市関 山 1 ex.，19780721 (博物館)
尾花沢市銀山温泉 1 ♂ ， 19860712州
山辺町荒沼 1 ♂ ， 19880704 (木俣)
西川町志津 1 ♀ ， 1986082418)39) 
大蔵村肘折温泉 1 ♀ ， 19860703 (木俣)
藤 島 町 藤 島 195905253 6 ) ・ 197 1 08 1 63 6 ) • 

1972060336) 
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山 形県手漉 き 和紙の歴史的変遷の考察

菊地和博 *

はじめに
手企き 和紙が生活の 身近な と こ ろ か ら 離れて い

っ て 久 し いが、 し ばし ば、 和紙 に つ い て の情報に
触れ る機会 も 増 え て き た。 近年、 手漉 き 和紙はー

部、 見直 さ れて き て い る と い っ て も よ い よ う に思
わ れ る 。 書画 ・ 工芸な ど、 生活の一面 に お いて、
和紙の持つ特性や美 し さ が再認識さ れて き て い る
と い え る 。 し か し、 当然なが ら 、 そ れは 生活の隅々
ま で浸透 し た洋紙の比で は な い。

い う ま で も な く 、 手漉 き 和紙の盛衰 を長期的に
顧みれば、 そ の衰退ぷ り は歴然 と し て い る 。 ま さ
に、 時代の波に呑 ま れた と 言 っ て よ い。 が、 本県
で も ま だ 6 人の紙漉 き 人が、 零細な が ら も 伝統和
紙を守 り 抜いて い る 。 そ こ で、 和紙 と は な んであ
っ た かを あ ら た め て考察 した い と 考 え た。

こ れま で、 本県の手漉 き 和紙 に関す る 報告書 ・
論文な どは相当数あ り 、 かな り 実態が明 ら か に さ
れて い る が、 そ れ ら は地域的 ・ 個別的な も のが多
か っ た よ う に思われる 。 こ れ ら 先学の学問的成果
を拝借 し なが ら 、 も う 少 し、 本県の全体的な推移
と 共に地域的な実態 を見つ め て み た い と 考 え た。
幸いに、 『山形県統計書』 や 『山形県勧業年報』 な
どに、 明治期か ら 大正期の年度毎の統計が記載 さ
れて お り 、 こ れ ら に表わ さ れた数字 を つ な ぎ合わ
せ、 比較、 分析すれば、 過去の 姿が具体化 さ れて
く る だ ろ う と 考 え た。

さ ら に、 現在和紙づ く り に 関わ っ て い る 6 人の
方々 の実態調査 を行っ た。 そ れ ぞれが誇 り に す る
和紙の特徴 ・ 製作工程 ・ 用具な ど、 細部に わ た り

本 山形県立博物館学芸員

調査 し、 よ り 深 く 和紙 に つ い て 理解 し た い と 願っ
た。 紙数の都合上、 こ の た びは歴史的変遷 に と ど
め る が、 次年度 は現状 と 課題 に つ い て 考察 し た い。
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現在の手漉 き 和紙

の生産地 (戸数)

長沢和紙 ( 1 戸)

(舟形町長沢)

月 山和紙 ( 1 戸)

(西川 町岩根沢)

深山和紙 ( 3 戸)

( 白鷹町深山)

高松和紙 ( 1 戸)

(上山市高松)

中国の前漢時代の遺跡 (漏橋遺跡) で、 武帝 (紀元
前141.........87年) の時代 と 思わ れ る 副葬品 と 共に麻紙
が出土 し た。 1957年の こ と であ る 。 こ の麻紙 を 「帯
き ょ う し
橋 紙」 と 呼んでい る が、 現在の と こ ろ、 こ れが最
古の紙 と さ れて い る 。

漏橋紙 は 、 銅鏡に付着 し た 状態で出土 し た こ と
か ら 、 鏡 を包む為に使われたの であ ろ う と 推測 さ
れ、 紙は ま ず、 包装用紙 と し て 出発 し た と 考 え ら
れて い る 。

さいりん
こ れ ま で、 紙の発明者は萎倫 と い う 人物で、 後

漢時代の元興元年 (105) に 、 結晶、 森損、 厳希、 魚
網 を材料 と し た 『薬僕紙」 を つ く り 、 こ れが紙の
は じ ま り と 考え ら れて き た。 しか し 、 今では、 嘉
倫は仏教伝来 (後漢時代) な どで需要の高 ま っ た 書
写用 の紙 を完成 さ せた人物であ ろ う と 考え ら れて
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い る 。 言 い か え れば、 包装用 で は な い 、 情報や文
化を伝達 し う る 記述用 の紙の製法を確立 し た のが
事倫であ ろ う 、 と い う こ と であ る 。

奈倫に よ っ て確立さ れた製紙法は 、 朝鮮を経て
日 本 に伝来す る 。 『 日 本書紀』 の巻22 r推古紀」 に

どんちょ う
よ れ ば、 推古天皇18年 (610) 、 高句麗の僧、 曇 徴
が製紙法 を伝え た こ と に な っ て い る 。 こ れは、 曇
徴に よ っ て正式 な製紙技術が伝 え ら れた と い う こ
と であ っ て、 こ の こ と が 日本 に お け る 紙づ く り の
始 ま り で は な い、 と す る のが一般的見方であ る 。
つ ま り 、 610年以前 に も す でに製紙に 関す る 知識は
伝 え ら れて お り 、 すでに稚拙な紙づ く り は朝廷 に
関係す る 技術者集団の手で行なわれて い た で あ ろ
う 、 と す る のが通説 と な っ て い る 。

飛鳥時代 に 、 中国や朝鮮で製作 さ れた紙は唐紙
と いわれ、 主原料は麻であ る 。 国産で最古の紙 と
さ れ る の は椿 ( 当時は穀 と 称 し た ) が原料で、 大宝
2 年 (702) の 美濃、 筑前、 豊前の 国の戸籍簿 と し
て 、 正倉院に今なお残 っ て い る 。 正倉院の国産紙

がん ぴ
の80%が楕であ る が、 そ の他 は 麻 と 雁皮 ( 当時は斐
と 称 し た ) と さ れる 。

ず しょ
大宝律令を制定 し た 701年 に は 、 朝廷の図書寮に

造紙手 4 人 を置 く な ど、 国家が積極的 に製紙に携
わ る 体制 を と り 出 し て く る 。

奈良時代 は、 国家仏教の隆盛に伴な う 書写用の
紙の需要の高 ま り な ど を 中心に製紙が発展 し た。

平安時代 は、 大周年間 (806�809) に、 図書寮の
し お 〈 いん

別所 と し て京都に紙屋院 を造営 し て、 全国か ら 原
かん ゃ がみ

料を貢納 さ せ、 「紙屋紙」 と 呼ばれる 紙質の優れた
官庁用紙 を 漉い て い る 。 需要の 中心 は貴族 と 僧侶

と ろ ろあおい のり うつ ぎ
であ っ た。 日 本独特の製法であ る 黄萄葵や糊空木
な どの粘液 (ね り ) を使用 し た 「流 し 漉 き 」 は、 8
世紀前半か ら 9 世紀の初め に か け て 完成 し た の で
は な い か と 考 え ら れ て い る 。 (注 1 ) 延 長 5 年
(927) の 『延喜式」 に は、 中男作物 と し て、 1 人40
張 (奈良か ら 平安初期 ま での紙量単位) の紙 を貢納

し た 国名が出て い る が、 68 ヶ 国中42 ヶ 固 ま でが納
め て い る 。 (注 2 ) 

中世に 入る と 、 武家や町人層 ま で紙は浸透 し て
く る が、 需要の増加 と 共に地方の名だた る特産紙
が登場 し て く る 。 讃岐や備中の檀紙、 播磨の杉原
紙、 越前の鳥の子紙 と 奉書紙、 美濃の美濃紙な ど
が高名であ る が、 そ の他に も 、 奈良紙、 但馬紙、
丹後神、 石見紙、 美作紙、 備前紙、 土佐紙、 飛騨
紙、 な ど西 日本 に 産 し た和紙の名が残 っ て い る 。

近世に 入 る と 、 和紙 は い よ い よ 広 く 大衆層 に入
り 込んで く る 。 紙の値段 も 下が り 始め、 文明年間
(1469�1487) に 一枚10文 も し て い た 雁皮 紙 (鳥の
子紙) が、 天正 2 年(1574) に は 1 文半 ま で値下が り

和紙の原料 ・ 4者 ( こ う ぞ)

し た と い う 。 (注 3 ) 紙 を 素材 と し て 扱 う 職業 も
活況 を呈 し た。 幕府が指定す る 御用紙 も 各地で漉
かれ、 各藩では殖産興業政策の一環 と し て楕栽培
を奨励 し つ つ製紙業の 隆盛を企図 し た。 主 と し て
西 日 本の藩では、 製紙業を統制 して専売制を し き
藩財政の確立に努めた。 そ の た め、 厳 し い労働の
統制は し ば し ば 「紙一撰」 な る も の を 引 き 起 こ し
て い る 。
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明治時代以降は、 和紙の受難の時代であ り 衰退
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20年代 ま では紙の需要は手漉 き 和紙が中心で、 生 数

産、 消費 も 伸び て いた 。 (注 4 ) 
し か し 、 明治36年 ( 1903) 、 固定教科書が和紙か

ら 洋紙に定め ら れ、 世の 中 も 毛筆の時代か ら和紙
に適 さ な いペ ン や鉛筆の時代 に切 り 換え ら れて か
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ら 、 和紙の需要 は明確に減少傾向を示 し て い く 。
こ の傾向 は 、 時代 に よ り 多少の浮 き 沈み は あ る も
のの、 大正、 昭和 と続 き 、 現在は手漉 き 和紙は生

全国手漉 き 和紙生産戸数の推移活の ご く 一部の分野に お い て の み活用 さ れて い る
:Ii'和紙の手帳』全国手す き 和紙連合会)状況 と な っ て い る 。

草子』 に は 、 さ かん に 「陸奥紙 ( み ち の く にがみ) J昭和久米康生著 『和紙の文化史，I (木耳社注 1
の名称、が登場 し、 広 く 使用 さ れて い た こ と が知 ら51年) 51頁

こ の陸奥紙 は、 平安貴族に懐紙 と しれ る 。 (注 1 ) 昭和50注 2 Ir国史大系延喜式中論J (吉川弘文館
て よ く 使われ、 の ち 檀紙 と 称さ れて公文書用紙 と年)

こ の紙質のし て後々 ま で愛用 さ れた も の で あ る 。昭和61小林嬬ー著 『紙の今昔.Jl (新潮選書注 3
優れた和紙が、 出羽国 を除 く 東北地方の ど こ かで年) 67'"'-'68頁
漉かれた は ずであ る が判明 し て い な い。 平安後期『紙の今昔.Jl 69頁注 4
に は 、 隣接す る 出羽圏内で も 、 お そ ら く 紙漉 き が
始め ら れて い た であ ろ う こ と は 充分推測で き る 。山形県内の和紙3 

中央に お いて 、 出羽国産の紙がは じ め て取 り 上(1)明治期以前
げ ら れる の は、 『駿府御分物御道具帳』 な る も ので古代の 出羽田 に お い て 、 紙漉 き がお こ なわれた

こ の 中 に記載 さ れて い
る 48の紙名 の 中 に 「 も かみ需」 が出て く る 。 そ れ
あ る と いわ れ る 。 (注 2 ) こ と を示す記録 は なか な か見い 出 さ れない。 前記

は お そ ら く 「最上紙」 の意であ り 、 最上川沿岸の
の 『延喜式』 では、 紙を貢輸す る 42 ヶ 国以外 に、
原料を貢輸す る 25 ヶ 国の名が記 さ れて い る 。 そ の
中 に 出羽国の名が見え、 紙麻 (楕) 百斤を 年貢雑物 諸藩の ど こ かで漉かれた も の (注 3 ) と か、 村山郡

双月 村(現山形市双月 町) で漉かれた も の (注 4 ) なと し て納め て い る こ と がわか る 。 10世紀初頭 に お
どの説があ る 。 いずれにせ よ 、 近世初頭、 出羽国いて、 出羽園、 陸奥田 は と も に産紙国 と し て は登
産の紙が存在 し 、 その名が中央に伝わ っ て い た こ場せず、 東北地方 は製紙 に お け る 空白地帯 と な っ
と を物語る も のであ ろ う 。

さ ら に、 18世紀前半の寺島良安著 『和漢三才図
て い る 。

し か し、 平安中期 に成立 し た r源氏物語』 や 『枕
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国山形よ り 出」 と あ り 、 寸法は 「縦 1 尺、 横 1 尺会』 に は 、 各国の特産物が詳細 に記 さ れて あ る が、
す ぐ隣3 寸 5 分、 一束 は二百枚」 と あ る。 (注10)油紙 と は、 当地出羽田は 「油紙」 と あ る 。 (注 5 )

り に 、 「名塩松葉 ・ 摂津名塩村 よ り 出」 と 書かれて方特産の紅花や青苧な どの藩外移出の為の相包荷
あ る 。 こ の松葉紙 に つ い て は 、 「腰張用の松葉紙」造用紙 (油紙厚紙) や傘、 合羽用紙の類では な か っ
と 題 し て 禿氏祐祥氏が、 r l'新撰紙鑑』 に松葉紙一た か と 思わ れ る 。 ま た、 安永 6 年 ( 1777) の木村青
名松皮紙の産地 を 出羽国山形 と し、 更に名塩産の竹著 『新撰紙鑑.D (別名 『紙譜J ) に は 、 「諸国所出紙
松葉紙 を載せ て い る か ら 、 原産地は 山形」 と 推察類 目 録」 の項に、 出羽国産の紙は 「大方J r厚紙」

松葉紙 と は 、 松葉、 松皮 を枠さ れて い る 。 (注11)「松葉」 と あ る 。 (注 6 ) 
い て溶か し込んで、 壁 ま た は襖の腰張用 と し て使「大方」 に つ い て は 、 同書後段の 「諸国厚物弁
用 し た紙の こ と で、 も と も と は下級品であ る が、仙貨類」 の項に、 「 出羽国米沢 よ り 出」 と あ る 。 (注
趣 き も あ る こ と か ら茶室な ど に も 使用 さ れた よ う他国 に は 記 さ れて い な いので、 出羽国特有の7 ) 
であ る 。 同氏 は松葉紙の起源 は室町時代に さ かのも の と い う こ と に な る が、 「大方」 は 「だい ほ う 」
ぽ る 、 と し て い る 。 出羽国の ど こ で、 いつ生産さ
れた のか不明であ る 。 寿岳文章著 『和紙風土記』
に、 江戸時代の大阪の紙商仲間が取 り 扱 っ て い た
全国の紙の 品種49種の名が記 さ れて い る 。 (注12)
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そ の 中 に 、 「大方」 と 「松葉紙」 の名が見 え る 。 当
時は、 松葉紙は 中央の流通機構に組み入れ ら れ、
全国の市場に出回 る ほ ど、 需要の多 い紙だ っ た の
であ ろ う 。

以上、 中央の出版物に見い 出 さ れ る 出羽国産の
紙 に つ い て述べた。 次 に 当地方 に残 さ れる 文書等
の 記録の 中 か ら 、 製紙に かかわ る 部分を追 っ て み
た い。

現在の と こ ろ 、 製紙 を う かがわせ る 最 も 古い記
録 と し て は、 天文24年 ( 1555)米沢城主伊達晴宗時
代の政策 を表わ し た 「伊達家文書」 があ る 。 (注目)

『紙漉重宝記J ( 寛政 1 0年 ) 格 の 苅 り 取 り

も と 山へ の あ んJ (紙漉 き 、 木材伐採「かみす き
千l 人ニかみす き者への案文) と し て、 「ー即 ち 「大奉紙」 の こ と だ ろ う と 思われる。 大奉紙

苅」 を 「回せん此のふ んニゆ る し置へ く 候」 と 記は、 本県では障子紙や帳簿用 紙 を さ す名称 と し て
1 人に つ き 稲千苅のさ れて あ る 。 紙漉 き 人 に は、使われ、 特 に村山地方 で よ り 多 く 用 い ら れた。 (注

分量の田銭 (田租) を 免除す る 、 と の政策が示 さ れ8 ) 
て い る 。 こ れは伊達晴宗 (1518........ 1577) の時代に領「厚紙」 は、 油紙 と 同 じ く 、 紅花、 青苧 を主 と
内 に紙漉 き 人が存在 し た こ と を示す も の と も 受けし た梱包荷造用紙であ ろ う と 思われ る 。 置賜地方
取れる。 が、 一方では 、 紙漉 き を奨励す る 内容 と
も 解釈で き 、 紙漉 き が行われた事実 を示す確実な

で大量に生産 さ れた と い われて い る 。 (注 9 ) 
「松葉」 は 、 同書 「紙類」 の項に 「松葉紙出羽
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史料た り え ない と 思わ れ る 。
こ れに対して、 紙漉 き が行われて い た こ と を示

す確か な記録 と し て は、 白鷹町に 残 る 寛政21年
( 1644) の 『寛廿一秋分高物成納帳JI (青木吉左ヱ門
家文書) であ る 。 こ の記録の 中の一部を引用 し て み
る 。 (注14)

六匁六分七 リ ン 上銀 山御年貢銭百文分
三山村
右銀十一月 十二 日 ニ さ し引納
壱匁九分 向上 り 紙御役銀

同 村
右銀十一月十二 日 ニ さ し 引納

(略)
三匁三分三 リ ン 上銀五拾文分 下山村
八匁二分 向上 リ かみの代 同村

『紙漉重宝記』 表皮 は ぎ

こ こ に記 さ れて い る 「上 リ 紙」 と は、 江戸に送
ら れ る 地方産の紙 を さ し 、 「御役銀」 は紙への課税
であ る 。三山村 (現白鷹町深山) や下山村(現白鷹町
下山) な どの置賜地方では、 すでに近世初頭、 「上

リ 紙」 用 の紙漉 き が行わ れて い た こ と を明確に示
す史料であ る 。

な お、 深山和紙の継承者の 1 人、 今利一郎氏の
ご教示に よ れば、 「上 り 紙」 は 「江戸判」 あ る い は
「半紙倍判」 と も 称さ れた と い う 。 今氏宅 に は 、

江戸判を 漉い た と 思われる桁( ケ タ ) が保存 さ れて
お り 、 そ の寸法は縦30 . 7cm ・ 横79cmであ る 。 「江戸
判」 は縦27cm ・ 横72cmの大 き さ だ っ た と さ れ、 ち
ょ う ど桁の大 き さ と 符号す る 。

以上、 出羽田産の紙の起源 を探 っ てみたが、 記
録 ・ 文書等が少な く 、 容易 に そ の姿 を つか む こ と
がで き な い。

「江戸判 」の桁 (今利一郎氏所蔵)

注 1 谷崎潤一郎訳 『新々 訳 源氏物語J1 ( 中央公
論社 昭和40年) の巻二 「末摘花J 32頁に は
「陸奥紙の厚ぼっ た い の に、 」 と あ り 、 巻三
「蓬生J 139頁 に 「模様 も な い紙や陸奥紙な

どの ぶ く ぶ く し た の に 、 」 と あ る 。 『源氏物
語』 にお い て は 、 陸奥紙は あ ま り 好評を得
て い な い様子で あ る 。

そ れに 対 し て 、 『枕草子JI (角川文庫 昭和
40年) の上巻 (29) 47頁に 「 白 く き よ げな る

た と うがみ
陸奥紙」、 (34) 57頁 「陸奥紙の畳 紙 の細や
か な る が、 花か紅か、 す こ し に ほ ひ た る も 、
凡帳の も と に散 り ぽひた り 。 」 下巻 (265)
1 17頁「み ち の く に紙、 ただの も 、 よ き 、 得
た る 。」 と あ り 、 陸奥紙 に対 し て は 、 大変好
意的評価が う かが え る 。

注 2 寿岳文章著 『和紙風土記JI (筑摩叢書 昭和
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62年) 97頁
注 3 前掲 切口紙風土記.n 105頁
注 4 Ð"山形市史下巻 近代編J (昭和50年) 763頁
注 5 寺島良安著 『和漢三才図会.! (東京美術 昭

和45年) 上巻779頁 に 「 出羽国土産」 と あ る 。
注 6 木村青竹著 『新撰紙鑑.! ( 11"紙譜J) (復 刻版

紙の博物館発行 昭和52年) 7 頁
注 7 前掲 『新撰紙鑑J 33頁
注 8 寿岳文章 ・ し づ著 『紙漉村旅 日 記J (春秋社

昭和61年) 167頁。 昭和13年、 双月 村の紙漉
き 調査の項に、 「 こ の辺で大奉 (大棒 と も 書
く ) と 言 う は障子紙の こ と 」 と あ り 、 同 168
頁、 高松村の紙漉 き調査の項 に は、 「帳簿紙
用 の大棒」 と あ る 。

注 9 Ð"白鷹町史 上巻.! (昭和52年) 581頁'""'-'582頁
注目 前掲 『新撰紙鑑J 46頁
注11 禿氏祐祥著「腰張用の松葉紙J (可口紙研究』

和紙研究会 昭和14年 所収) 86頁
注12 前掲 明日紙風土記J 119頁
注目 「伊達家文書J (東京大学資料編纂所 『大 日 本

古文書』 所収) í伊達家文書 1 J 274'""'-'275頁
注14 奥村幸雄著 『深山紙J (昭和44年) 70'""'-'71頁

次に、 明治以前 ま での本県の紙漉 き 状況 に つ い
て、 各地域 ご と に そ の足 ど り を辿っ て み た い。

< 東村山地方一一一双月 と 和合の紙 >

すでに、 『駿府御分物御道具帳』 に あ る 「 も かみ
需(最上紙) J が村山郡双月村で漉かれた も の と す
る 考え があ る こ と を述べた。 双月村は城下町山形
に隣接す る 農村で、 大 き な消費地 と 馬見 ヶ 崎川が
流れる と い う 好条件 を備 え た 所 と し て 、 古 く か ら
紙漉 き が行われて いたであ ろ う と 推測 さ れ る 。

紙の原料であ る 椿が、 こ の村附近に豊富 に 栽培
さ れて い た こ と を物語る のが、 元和 9 年( 1623) の
『最上郡双月 村御縄打之帳J (荒井十兵衛家文書)

で あ る 。 (注 1 ) ま た 、 貞享 5 年 (1688) の 『双月村
切支丹類族帳J (同) に は、 切支丹 3 人の名 と 共 に
「右者村山郡双月 村紙漉仕居申候」 と あ る 。 (注 2 ) 

さ ら に、 元禄13年 (1700) の 『古切支丹井類存命之
帳』 に は 、 キ リ シ タ ンの親族の名前 と 共に 「紙漉商
売仕候」 と か 「紙漉ニ而候」 と 記 さ れて い る 。 (注
3 ) 寛政年 間 ( 1789'""'-'1800) に著 さ れた と さ れ る
『最上千種』 に は 、 「 そ す き (双月 ) 村大奉紙 善六

漉政六ス キ (漉) 也」 と あ る 。 (注 4 ) 
双月 村 に は 、 明治以後の こ と を考え合わせれば、

近世期に も 相当 数の紙漉人がい た こ と が想像 さ れ、
こ れ ら の記録は 、 そ の一部を 示す も の にす ぎな い
と 思わ れ る 。

元治元年 (1864 ) に 、 山形で相撲番付ふ う の 「最
上名所名産名物」 が出版さ れてい る が、 こ の右側
三段 目 に 「上山麻布紙」 と と も に 「双月 和合 ノ 紙」
が ラ ン ク さ れて い る 。

なお、 和合 と は双月 村 と 道路を堺に隣接す る 部
ゃん ベ

落 ( 山家村和合) で、 こ こ で も 紙が漉かれた が、 双
月 の も の と 和合の も の を一体 と して後年 「双月和
紙」 と 呼んでい る 。

注 1 11"山形市史 下巻 近代編.JJ (昭和50年) 769頁
注 2 11"山形市史編集資料 第14号.JJ (昭和44年)

「 山形切支丹関係資料J 19頁
注 3 前掲 『山形市史編集資料 第14号J 34頁38

頁
注 4 11"や ま がた の歴史J ( 山形市史編集委員会 昭

和55年) 183頁

< 南村山地方一一一長清水 と 高松の紙 >

菅原定昭著 『上山見聞随筆』 に は、 「大奉紙 と い
ふハ も と 長清水村今の松山 に あ り し時紙を産業 と
し て 大奉紙 を 出 す (中略)御上の諸記録等 にハ都て
こ の紙 を 用 ひ」 と あ る 。 (注 1 ) そ し て、 やがて寛
文年間中、 長清水村は 現在地に移転 し た が (注 2 ) 
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し ば ら く は 「長清水大奉」 と し て藩の御用紙の役
割を担っ て い た。 し か し、 いつの頃か ら か、 高松
村の産す る和紙 に 押 さ れ、 つ い に廃止のや むな き
に 至 っ た、 と い う こ と が記さ れて い る 。

長清水村は、 荒町川 に沿 っ て紙漉 き 集落を形成
し た と さ れる が (注 3 ) 、 紙漉 き の起源 は 不明で
あ り 、 長清水の紙が高松の紙 に と っ て変わ ら れ る
理由 も 明 ら かでな い。 (注 4 ) 
「天保年間調」 の銘が あ る 「上山名産名所」 の番

付表 に は 、 相撲番付に な ぞ ら え、 大関 に は 「高松
和紙」 が、 前頭に は 「長清水の大奉」 が記 さ れて
あ る 。 (注 5 ) す で に 天保年間 (1830'""1843) に は、
両者の評価 は逆転 し て い る こ と がわ か る 。

な お、 長清水部落の あ っ た かつ て の場所は、 現
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在、 そ の一部が 「漉屋」 の地名 で残 っ て い る 。 r上山名度 名所」

高松の紙漉 き の起源 に つ い て も 不明であ る 。 寿
岳文章著 『紙漉村旅 日 記』 に お い て 、 氏 は松本総 永 6 年 ( 1777) の時点、で 「余国 に無」 と すれば、 高
本家 (吉野屋) の過去帳 に、 寛永年間 に大和国吉野 松の吉野紙の存在は ど う であ っ た の か。 伝え ら れ
郡の松本長兵衛安清が上 山に下 っ た と あ る 、 と 記 た と す る 寛永年聞か ら す でに 100年以上 も 経過 し
し、 長兵衛の偉業は吉野紙の抄法を伝え た こ と と て も な お、 高松の吉野紙は 中央市場に流通せず地
し て い る 。 (注 6 ) し か し 、 高松に お け る 紙漉 き 方紙の枠内に と ど ま っ て い た こ と に な る 。
が、 吉野紙が伝 え ら れた と す る 寛永年間 (1624'"" 前掲 『上山見聞随筆』 に は、 次の よ う に あ る 。
1643) か ら 始 ま っ た か ど う か は わ か ら な い。 『山形
県史 農業編』 に は 、 松本長兵衛以前に す でに「お
ろ く 紙」 と か 「光明紙」 と 称す る 紙 を 漉い て いた
と 伝 え ら れ る 、 と あ る 。 (注 7 )

ま た、 次山信男著 「 山形県上山高松紙産地の変
貌」 に は 、 文永年間 (1260年代) に藁を原料 と し た

高松村は も と 家数回拾五軒にて其内拾五軒ハ紙
漉渡世の 者な り 、 こ の拾五軒 は御やハ ら 田地 と い
ふて拾五軒所有の田地ハ人足割課役等 を免し置れ
し な り (注目)

窓紙が漉かれて いた と い わ れ る 、 と 記 さ れて い る 。 15軒の紙漉人 は 、 「やわ ら 田地」 と 称す る 免租の
(注 8 ) 田地を所有 し、 人足賦役を免 じ ら れ優遇 さ れ て い
「吉野紙」 と は 、 そ も そ も 大和国吉野地方 に産す た 、 と い う こ と で あ る 。 「や わ ら 田地」 は今な お、

やわらがみ やわら
る和紙で、 柔 紙 ( 和 紙) と も 称 さ れる 。 非常 に薄 地名 と し て思川流域 に残 っ て い る と い う 。 (注目)
手であ る が、 生漆を精製す る 腰の強い漏過紙 と し やがて、 高松に産す る和紙 は 、 藩の御用紙 と し
て 全国に知 ら れ る よ う に な っ た。前掲『新撰紙鑑』 て は も ち ろ ん、 「御領主松平山城守様 よ り 公儀御献
に は、 「和紙 吉野紙 漆漉紙 和州吉野よ り 出 上物ノ 、第一高松村の名産御和紙J (注12) と い う よ
余国に無」 と あ る 。 (注 9 ) こ の書物が著さ れた安 う に、 幕府に献上す る ほ どの特産紙 に成長す る 。
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あざ ふ し
高松の吉野紙の名称、は 、 柔紙の他に 「麻布紙」

(浅布紙 と も 書 く ) があ る 。 安政 2 年 (1855) 、 甲良
山誌の r東講商人鑑』 に は、 「最上高松に て和紙大
奉書浅布紙 を す き い たす」 と 出 て く る 。 (注目) こ
の時期に は 「大奉書J (大奉紙) も 漉かれて い た こ と
に な る が、 や は り 、 幕府献上物は 「麻布紙」 であ
っ た ろ う 。 た だ、 生産量 と し て は、 地元に お いて
需要の多い大奉紙の方が上回 っ て い た であ ろ う と
思われ る 。

な お、 元治元年 (1864) の 「最上名所名産名物」
に 「上山麻布紙」 が出て い る こ と は先述 し た と お
り であ る 。

< 置賜地方一ー深 山紙 ・ そ の他 >

こ の地方の産業の隆盛は、米沢藩主上杉治憲 (鷹
山 ) の殖産興業政策 に よ る と いわれて い る 。紙漉業
も そ の政策の一環 と し て起 っ た と 伝 え ら れる 。 す
なわ ち 文久 2 年 (1862) 甘糟継成著『鷹山公偉蹟録』
に は、 次の よ う に記さ れてい る 。

昔 よ り 紙 を製す る事を知 ら ず他邦 よ り 買入れに
て あ り し を、 明和 5 年村々 に 椿 を植 え さ せ ら れ伊
達 よ り 紙漉 き 人 を 召寄せ給ひ、 始め て下長井の深
山村に訟で大半紙 を製せ し め ら る (注 1 ) 

こ の よ う に 、 深山村に産する 紙の起源 を 明和 5
年 (1768) と し て い る が、 し か し、 こ の時期 にすで

注 1 fI'上山市史編集資料 18.1 (昭和51年) 71頁 に深山村では 「上 り 紙」 が漉かれて い た こ と は、
注 2 fI'上山市史 別巻下.1 (昭和50年) 112頁 に は 、 先の青木吉左ヱ門家文書に見た と お り であ る 。 置

寛文 9 年 (1664) に城中拡張 の た め移転 し た
と あ る 。

注 3 前掲 『上山市史 別巻下.1 111頁
注 4 前掲 『上 山市史 別巻下.! 112頁 に は 、 水質

が適 さ な か っ た た め廃業 し た と あ る が、 果
し て それだ けの理由であ っ た か、 検討 を要
す る と 思われる。

注 5 fI'上山市史 中巻 近世近代編.1 (昭和59年)
571頁

注 6 前掲 『紙漉村旅 日 記.! 168---169頁
注 7 w山形県史 農業編 中.! (昭和44年) 960頁
注 8 次山信男著「山形県上山高松紙産地の変貌」

( 11'百万塔 第14号』 紙の博物館 昭和37年
所収) 31頁

注 9 前掲 『新撰紙鑑.1 26頁
注目 前掲 『上山市史編集資料 18.1 71頁
注11 萩生田憲夫著 『高松の民俗風土記.1 (郁文堂

昭和49年) 11頁
注12 前掲 『上山市史編集資料 18.1 72頁
注13 fI'山形県史 商工業編.1 (昭和50年) 152頁

上杉治憲 (編 山 )

賜地方に お け る 紙漉 き の起源 に つ い て考え る 手が
か り の 1 つ に、 さ ら に次の よ う な文書があ る 。 そ
れは元禄 5 年(1692) の 『出羽国置賜郡北和田村検
地水帳』 で、 租税の対象 と な っ た 多 く の物資の 中
に、 「一、 楕 千三拾七株」 と 出 て く る 。 (注 2 ) こ
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れは、 こ の村に楕が栽培 さ れてお り 、 近隣に紙漉
集落があ っ た こ と を う かがわせ る 史料 と し て貴重
な も のであ る 。

な お、 北和田村 と は現高畠町に所属 す る 集落で
あ っ た。

『出羽国置賜郡北和田 村検地水帳』
(埼玉県 「小川 和紙資料館」所蔵)

さ て 、 殖産興業政策時代の史料 を示す も の を あ げ
て み る 。 ま ず、 当時の奉行竹俣嘗網 は領内産の和
紙の需要不足 を指摘 し、 r国政談』 で次の よ う に記
し て い る 。

但国中民用 の料紙年来是 ま て福島 よ り 相求め候
儀移 し き こ と な る へ し 然れパ国の潤他領の人を潤
し残念え 至 り ニ候た と ひ紙の価米沢 と 福島 と 同等
と も わが国の人 を う る を し候儀国の始めに して経
済の道な る へ し其の故に弥々 こ れ を取立可申事に
候 (注 3 ) 

竹俣は、 領内の こ う い う 実情の改善策 と し て、
安永 4 年 (1775) に、 二の丸東長屋に樹芸役場を設
置 し、 漆方、 桑方、 椿方の役職を設けて桑 ・ 漆 ・
楕を各百万本植 え 立て て い っ た。 (注 4 ) 

さ ら に、 の ち 奉行 と な る夜戸善政は、 寛政 4 年
(1792) に r樹畜建議』 を著 し、 そ の 中で 「桑楕ノ 、
四民の潤御国用之助 に候間何 と そ 多 く 植 さ せ候様
被仰出候」 と 記 し、 領民 に桑 と 共に椿の栽培 も 大

い に奨励 し て い る 。 翌年に米沢藩では、 百姓一人
に つ き 楕 5 本、 桑 5 本、 柿 1 本の植樹 を実行 さ せ
て い る 。 (注 5 )

以上が、 近世期の置賜地方の和紙づ く り の概況
であ る が、 も う 一度振 り 返 っ て み る 。 先の 白鷹町
の青木吉左ヱ門家文書 に は、 深山村以外に箕和田、
高岡、 下山、 鮎貝 の村名が出 て お り 、 近世初期に
は、 各村々 ですで に紙漉 き が行われて いた。 こ れ
は、 同 じ く 『出羽国置賜郡北和田村検地水帳』 か
ら も 、 こ の時期の状況が う かがえ る 。 こ の紙漉業
は、 鷹山公の国産奨励の時代に入っ て、 い よ い よ
活発化 し て い っ た 、 と い う のが大 き な流れであ る 。
(注 6 )

注 1 甘糟継成著 『鷹 山公偉蹟録J (偉蹟録刊行会
昭和 9 年) 巻の 四 171頁

注 2 吉野辰五郎氏所蔵 (埼玉県比企部小川町「小
川和紙資料館」 館長)

注 3 r山形県史J (新編鶴城叢書下 昭和35年)
704頁

注 4 前掲 『鷹山公偉蹟録』 巻の二 168頁
注 5 前掲 r鷹山公偉蹟録』 巻の二 47頁
注 6 前掲 『山形県史 商工業編J 151'""'152頁 に

は紙漉 き を営んでいた村々 の名が記 さ れて
い る 。 そ れ に よ る と 、 漆山村 ・ 坂井村 ・ 堀
金村 ・ 大舟村 ・ 御廟町 ・ 成島な どがあ げ ら
れて い る 。

< 最上地方一一長沢の紙 >

最上地方 に お い て、 紙 を漉い た事実 を示す記録
は な かな か見い 出 き れな い。 当地方で高名 な和紙
は、 現舟形町の長沢地区で漉かれた 「長沢和紙」
であ る 。 小国川清流を利用 し た こ の長沢和紙 は、
大変古 く か ら漉かれた と 伝 え ら れて い る が、 それ
は伝説の域 を 出 な い よ う であ る 。 (注 1 ) 

近世の文書 ・ 記録等か ら も 、 長沢で紙を漉いた
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こ と を裏づ け る も の は見 い 出 さ れ な い。 『山形県
史』 では、 「新庄藩の奨励 も あ っ て 、 近世期頃か ら
長沢部落 (舟形町) を 中心に、 附近の小部落が紙漉
村 と し て発達 し た。 」 と 記 し て い る 。 (注 2 ) 

新圧市内 に 「紙漉町」 の地名が残 っ てい る が、
果 し て、 藩政時代に こ の地 に お い て 紙漉 き が行わ
れたのであ ろ う か。幕末期 に 著 さ れた と さ れる 『御
奉公人内職人面附帳J (鮭川村小反栗田家文書) に
は 、 新庄城下諸町に住む 8 種の職人が記さ れてあ 現在の表皮干 し

る が、 こ の 中 に紙漉人の名 は見い出 さ れな い。 (注 の振興を意図 し て い る こ と に ほ かな ら ない。
3 ) 同 じ く 『増訂最上郡史』 に は 、 「小役人勤」 の項

『紙漉重宝記』 表皮干 し

『増訂最上郡史』 に よ れば、 新庄藩は国産奨励
策 と し て 、 文化文政の頃か ら 国産掛勧農方蚕桑方

椿方苗木方等の専門職 を置 き 、 桑 ・ 楕 ・ 漆 ・ 桐以
下あ ら ゆ る 有用樹木の栽培育成 に努力 し た こ と 、
こ の栽培に あ た っ て は 、 弘化 2 年( 1845) に、 米沢
の勧進代の百姓遠藤仁右衛門 を指導者 と し て招轄
し た こ と 、 な どが記さ れて あ る 。 (注 4 ) 

米沢藩同様、 和紙の原料の楕栽培が藩に よ っ て
積極的 に推進さ れて い る こ と は 、 領内での製紙業

に 、 「紙方」 と あ り 、 「紙漉 を管す」 と あ る 。 (注 5 ) 
こ う い う 役職の配置は、 領内 に紙漉 き を営む人々
が一定程度存在 し た こ と を示す も の で あ る と 思わ
れ る 。

明治期以降 も 含めて、 当地方の代表的産物の 1
つ で あ ろ う と 思われる の が長沢和紙であ る が、 領
内の名産名物の番付表で天保 5 年 (1838) の 『新荘
御国産名物尽 し J (注 6 ) に は 、 「長沢和紙」 の名 は
ど こ に も 見あた ら な い の は なぜか。 それは、 同 じ
領内 に産す る 「谷地大奉紙」 と の関連があ り そ う
であ り 、 そ の こ と につ い て は 、 r(2)明、治期以降」 の
部分で触れる 。

注 1 『舟形町史J (昭和57年) 1199頁
注 2 前掲 『山形県史 農業編 中J (昭和44年)

962頁
注 3 大友義助著 『羽州新庄城お よ び同城下町の

研究J (新庄市教育委員会 昭和62年) 104頁
注 4 嶺金太郎著 『増訂最上郡史J (最上郡教育会、

昭和 4 年) 223頁
注 5 『増訂最上郡史.! 251頁
注 6 松堂著 「戸沢家文書J (天保 5 年く1838> 新

庄図書館所蔵)
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< 庄内地方 > 実が示 さ れ、 そ れは福島県の 「信夫紙」 で
最上地方以上 に紙漉 き の実態が不明な地域であ あ っ た り 、 山形方面の紙であ っ た り し た と

る 。 明治期以降 に つ い て は、 僅かな が ら 記録 も 残 さ れて い る 。
さ れて い る が、 近世期は皆無 と 思われ る 。 注 3 r山形県史 商工業編J (昭和50年) 153頁

鶴岡市 に は、 江戸時代か ら 紙漉町新地 と 紙漉町 注 4 r山形県史 商工業編J 153頁
横町 に の 2 地区 は明治13年合併 し て紙漉町 と な
る ) があ る が、 新庄 と 同 じ く 紙漉 き を行っ た こ と を
裏づけ る 史料がな い。 ち な みに、 市の中心街 を な
す 5 日 町の絵図面に、 嘉永 4 年 (1851) 当時の45種
の庖舗が描かれて い る が、 紙漉 き 職人を あ ら わ す
名 は見え な い。 (注 1 ) 

明治期以降の こ と も 含 めて考察す る に、 庄内酒
井藩の領内の紙の需要 は 、 主 と し て 日 本海沿岸の
他藩か ら の輸入 に依存 し て い た の では な い か と 思
わ れ る 。 領内産が不足すれば、 領外か ら移入する
こ と は 、 酒井藩に 限 ら ず どの藩で も 行な っ て い た
よ う であ る 。 (注 2 ) ただ、 酒田湊 よ り 荷下 し さ れ
る 北陸や関西方面の名 だた る 紙が比較的手に入 り
易 か っ た庄内地方では、 領外輸入が恒常的に行わ
れて、 紙漉 き 業は あ ま り 育た な か っ た ので は な い
か と 思わ れ る 。

山形の商人村居新六郎が、 天保 8 年 (1837) に著
し た 『微量可笑記』 に、 酒田での輸入品 と し て巻
紙、 半紙 を 記 し て い る 。 (注 3 ) それは ど こ で産 し
た紙かは不明であ る が、 当時、 中部以西の大規模
な産地で生 ま れた紙は、 大阪の市場を通 じ て全国
に流通 し て お り 、 地方の小規模生産地の も の を圧
倒 し て い た はずであ る 。 『微量可笑記』 に は、 仙台
か ら 買上げて利益の あ る も の の 1 つ に、 「 白 石和
紙」 を取 り 上げて い る 。 (注 4 ) 

な お、 輸入紙の こ と と 合わせ、 庄内地方 に製紙
業が あ ま り 育た な か っ た さ ら な る 理由 に つ い て、
r(2)明治期以降」 の項で記す。

注 1 r鶴岡市史 上巻J (昭和37年) 585頁
注 2 r白鷹町史J (昭和52年) 581-----582頁 に は 、 置

賜地方で さ え も 大量の紙が買上げ ら れた事

< 西村山 地方一一谷地の紙 ・ 西山紙 >

前出の 『新荘御国産名物尽 し』 に は 、 「頭取」 と
し て 「谷地大奉」 が出て く る。 現河北町谷地の一
部は近世期 に は 新庄藩に組み入れ ら れて い た 。 「谷
地大奉」 と は、 新圧藩領内谷地郷に 大奉紙が漉か
れ て い た こ と を示すが、 谷地郷の どの村で、 どの
程度の生産規模で行われて い た のか、 ま っ た く 不
明であ る 。

18 ヶ 村の谷地郷は南北に長 く 、 行政的に は上谷
地郷 (現河北町谷地北部) と 下谷地郷 (現村山市西
部 と 大石田町西部) に 区分 さ れて い た。 明治以後
は 、 上谷地郷の う ち の 5 ヶ 村 (北 口 ・ 工藤小路 ・ 吉
田 ・ 岩木 ・ 新吉田) が現在の河北町谷地 (北谷地地
区) に組み入れ ら れた。 「谷地」 を地理上 き わ め て
限定 して考え る に 、 大奉紙の漉かれた地域は、 法
師川 と い う 清流があ り 、 楕栽培の可能な比較的山
間部の岩木村か吉田村あ た り でなか っ た ろ う か と
思われる。

谷地郷全体の村高 1 万 5 千石は、 新庄藩全体の
4 分の 1 を 占 め、 山間不毛地の多い領内で谷地郷
の経済上の 占 め る 地位が高か っ た こ と が指摘で き
る 。 (注 1 ) 領内の も う 1 つ の紙漉 き 集落であ る
長沢で産せ ら れた 「長沢和紙」 が、 『新荘御国産名
物尽 し』 に なぜ現われて こ な い のかの疑問 を先に
呈 し たが、 それは、 少な く と も 天保 5 年頃 に は 、
「谷地大奉」 に対す る 領内での評価が高 かっ た こ

と を 示す も のであ り 、 「長、沢和紙」 が紙質面で低い
評価を受 け て い た か、 或いは、 こ の時期は 、 な ん
ら かの理由でほ と ん ど紙漉 き が行な われて い な か
っ た こ と を示す も の な の か も 知れな い。
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寺があ り 、 出羽三山信仰 と の関連が深い宗教集落そ の他、 西村山地域を概観す る と 、 最上川 や寒
と し て発展 した。 こ こ に産す る 和紙は 「西山紙」河江川 を代表す る 豊富な水、 楕栽培に適す る 山野、
と 称 さ れ、 幕末期は主 と して庄内地方 に移出 さ れ由緒あ る 大 き な寺社の存在、 な ど紙漉 き の条件や

そ の運送経路は、 六十里越街道た と い う 。 (注 4 ) 紙への需要があ り 、 村々 では結構紙漉き が盛ん に
を荷を背負 い な が ら 庄 内 に 至 る コ ー ス 、 寒河江本行われた形跡が あ る 。 『編年西村山郡史』 に よ れ
楯 ま で陸送 し、 酒田船に積んで、 最上川 を 下 っ てば、 寛政元年 (1788) の 白岩村(現寒河江市 白岩) の
到達す る コ ー ス と があ っ た よ う だ。 (注 5 ) 「御年貢可納割付之事」 の 中 に、 「定納物」 と し て

紙漉役」 があ り 、 紙漉の税 と して「ー永田百文
上巻J (昭和37年) 243頁『河北町の歴史注 1同四百文支払 う べ き 義務 を 記 し て い る 。 (注 2 ) 

巻之五J (昭和48年) 91頁『編年西村山郡史注 2じ く 寛政 8 年( 1796) の月 布村(現大江町月 布) の場
巻之六J (昭和48年) 1 頁注 3

注 4 ・5 丸山茂著 『神都岩根津之面影.0 (昭和15年)
320頁

< 北村山地方 >

『編年西村山郡史合、 「諸雑税ヲ 皆納 ス 左 ノ 知シ」 と あ り 、 「諸役銭
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続いて 〔長瀞木 ヲ 培養セ シ ム 。 」 と あ る 。 (注 1 )
郷土資料〕 と し て、 「同12年 9 月 、 偏 ク 郡民ニ布告
シ テ 四木 (漆 ・ 楕 ・ 桑 ・ 茶) ヲ植エ シム、 其告ニ 日
ク 抑四木ハ五穀ニ次 ク へキ 国産ニ シ テ富強ノ 要素
タ リ 、 爾後荒蕪地若 ク ハ相磨、 ノ 地 ヲ 相 シテ培養セ
ヨ ト 、 (以下略) j と い う 補足内容を紹介 し て い る 。4bZれら砂A「φh'A

EV
晶fF23Aa品トキ 米津氏 と は、 寛政10年(1788) に米津伊勢( 注 2 ) 

守政通が武州久喜 (現埼玉 県久喜市) か ら 長瀞村
こ の村 を 中心(現東根市長瀞) に移封 さ れて か ら 、

『紙漉重宝2白 紙漉 き

こ の史料に 7 ヶ 村を支配 した 長瀞藩領主であ る 。
ぴた

上納覚」 に は 「大 目 録紙代」 と し て 「鋸百九文」
か ら 、 国産将励策 と し て諸国 に な ら っ て 当時の代、，、ーを支払 っ て い る こ と が記 さ れ て い る 。 (注 3 ) 
表的な四木の植 え立て を布告 し て い る 様子がわかれ ら は、 明 ら かに そ の村で紙 を漉いた事実 を あ ら
る 。 当地方で も 楕 を増産 して製紙業の活発化がはわ す記録であ り 、 明治以降、 当地方の 多 く の村々
か ら れた も の と 思われる が、 そ れ以上の史料がなが紙づ く り に励んだ こ と を考 え合わせ る と 、 近世
く 実態は よ く つ かめ な い。期 に も 担当数の地域で紙漉 き が行われた であ ろ う

下巻J (昭和47年) 480頁注 1 ・ 2 r北村山郡史と 思わ れ る 。
岩根沢は そ の 中 で も 、 現代に 至 る ま で紙漉 き が

明治期以降
文明開化 を迎え、 幕藩体制か ら 近代国家へ と 変

(2) 行われた地域 と し て知 ら れる 。 岩根沢に は 嘉慶年
間 (1387-----1388) の開基 と 伝 え る 羽黒山末寺の 日 月
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貌を遂げよ う と す る 中で、 手漉 き 和紙 を と り ま く
環境は、 次第に厳 し さ を増 し て く る 。 冬期間の農 < 各和紙生産累年表の作成 お よ び そ の見

家の副業 と して大部分が零細経営に甘ん じ て き た 方 >

本県の紙漉人た ち の前途 も 、 徐々 に容易な ら ざ る 文末の表 1 -表10参照

も の に な っ て い っ た。 こ の表( 1 '"'-'10) は、 山形県が発行 した 5 種の統
『山形県勧業年報』 の明治30年の項 に は、 次の 計資料を合成 し た も の であ る 。 5 種 と は 『山形県

よ う に あ る 。 治一覧JJ (明治 7 年) 11'管内物産表J (明治 8 年) 11'山
形県統計表JJ (明治12'"'-'13年) 11'山形県統計書J (明治

本県ニ除ケ ル和紙製造業ノ 、殆 ン ト 農家の副芸余業
ニ シ テ見ルへキ ノ 改良 ヲ施ス ナ ク 其品質組悪ニ価
格高貴ナ ル ヲ 以 テ販路太 ク 広 カ ラ ス 則チ製造戸数
増加 ノ 割ニ其製造高ノ 、増加セ サルナ リ (注 1 ) 

こ こ に は、 農家の副業んに甘ん じ て い る が為に、
製紙技術に改良が加え ら れずに、 値段が高 く 質が
悪い、 と い う 現状 と 今後の課題が指摘 さ れて い る 。

本県の場合、 紙漉業の衰退の一因に、 よ り 収益
の多い養蚕業への転換があ げ ら れる 。 原料であ る
椿の畑を桑畑に変 え て い っ た過程が、 こ の転換を
知実に示す。

明治期以降の和紙の歩み は、 特に統計表や グ ラ
フ な どの数量的裏付け を通 し て、 よ り 具体的に考
察 し て い く こ と に す る 。

現在の紙漉 き

19'"'-'大正14年) fI'山形県勧業年報J (明治21年'"'-'41
年) であ る 。 こ の 5 種は必ず し も 調査項 目 が同一で
は な か っ た が、 (た と え ば、 「 そ の他の紙価額」 は明
治28年 ま では 「雑誌」 と な っ て い る 。 ま た 、 そ の
「数量」 は明治30年 ま で掲載 さ れて あ る 。 ) 基本的

に統ーで き る 7 項 目 に ま と め て みた 。
ま た、 「美濃紙J r大奉紙J r半紙」 の数量の単位

Uょう たぱ
が各資料、 さ ら に各年度に よ っ て、 「 帖J r束J ( 1

しめ
束 = 10帖) r締J ( 1 締 = 100帖) と 、 ま ち ま ち であ
っ た の で、 すべて 「帖」 を統一単位 と して置 き 換
え て表わす こ と に し た。 し か し、 なか に重量の単

きん
位であ る 「斤J ( 1 斤= 約600 g ) を用 い て表わ し て
い る も のがあ っ たが、 枚数の単位 と は根本的に異
な る のでそ の ま ま と し た。

ち なみ に 、 本資料は 1 帖は美濃紙 ・ 大奉紙が48
枚、 半紙が20枚 と し て数え て い る 。

「価格」 では、 銭 と 厘 ま で記述 さ れて い る も の
も あ っ た が、 すべて切 り 捨て て 円に統ー し た。

「製造人員」 及び 「職工」 は、 製造期間中 に従
事 し た人数を 1 日 平均に し て表わ し た も の であ る 。
郡別に見て い っ た場合、 年度 に よ っ て極端に差異
が生 じ て い る も の も あ る が、 そ れは、 農閑期の副
業 と し て の紙漉 き が、 流動的な就業人 口 に 支 え ら
れ て き た こ と を物語る も ので、 統計上の疎漏では
必ず し も な い よ う に思われる 。

「美濃紙」 と は 、 そ も そ も 現岐阜県美濃市 に産
す る 和紙で、 福井県の 「奉書紙」 と 茨城県の 「西

注 1 r山形県勧業年報J ( 山形県 明治32年) 122頁 之 内紙」 と 並んで、 日 本三大和紙の 1 つ に数え ら
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れて き た 。 こ の美濃紙のす法を参考 と し て漉かれ
た も のが、 通称、 「美濃判」 であ り 、 本県各地で古
く か ら 生産 さ れて き た 。

全国的 に は、 中世以降高名 な和紙が数多 く 産出
し た が、 なぜ 「美濃紙」 が本県 に お い て浸透 し た
のであろ う か。 それは、 近世に お い て 、 美濃寸丘
江商人一京都一日 本海航路貿易一酒田一最上川一
内陸地方、 と い う 西廻 り 航路の貿易ルー ト を経て
流入、 広 く 知 ら れる よ う に な っ た の で は な いか と
思われる 。 寿岳文章著 『和紙風土記』 に は、 「東国
や北国の物資 を京都に搬入す る こ と に お い て最 も
目 覚 し い役割 を演 じ た の は、 地理的に も 仲買の地
位 を 占 め る 近江商人であ り 、 美濃紙の 中央進出 も
主 と し て近江枝村の商人 に よ っ て行われた 」 と あ
る 。 (注 1 ) ま た 、 久米康生著 可日紙の文化史』 で
は 、 「美濃や飛騨 は 中世にすでに相当広範囲 に製紙
地が散在 し て い た。 そ し て上層階級の料紙か ら 実
用的な鼻紙 に い た る ま で多種類の紙 を生産 し て い
た の であ り 、 し か も 近江の枝村商人の活躍に よ っ
て、 量的 に も 最 も 多 く 、 京都あ る い は堺方面に ま
で流通 し た と い え る だ ろ う 。 」 と 記さ れてあ る 。 (注
2 ) 

「大奉紙」 と は 、 主 と して障子紙 を さ す と い う
こ と は先に述べた。 し か し、 それは お そ ら く 障子
紙が大衆層 ま で広 ま り 出す近代 も 大部過 ぎ て か ら
の こ と であ ろ う と 思わ れ る 。 大奉紙の種類 と 寸法
は 、 地域 に よ っ て かな り のパ ラ つ き があ る が、 お
お よ そ、 置賜地方は l 尺 (r大奉」 と 称す) 、 西村山
地方 は 9 寸 6 分 (r西大奉」 と 称す ) 、 村山地方は 9
寸 3 分( r中大奉」 と 称す) であ っ た と い う 。 ( こ れ ら
は い ずれ も 縦の寸法であ る ) (注 3 ) 

「半紙」 と は 、 全国的に西之内和紙あ る い は杉
原紙 (延紙) の 半分 の 寸法 を さ す よ う で、 縦33cm
横24cmであ る が、 こ れ も 時代 に よ っ て、 地域に よ
っ て大い に差異があ る と 思わ れ る 。

「 そ の他の紙」 と は 、 傘紙、 厚紙、 行燈紙、 塵

紙、 合羽紙、 渋紙な ど、 日常生活に 身近で多種多
様な紙 を さ す。

表 2 ""'-'表 9 ま で、 大正年間の記録 も 残 さ れてい
る が、 紙数の都合上、 すべて割愛 し 、 明治時代の
み と した。

最後 に、 表中に空白の 年度がい く つ か あ る が、
そ れ は、 不明な場合 と 「 ゼ ロ 」 の場合の二通 り が
あ る こ と をイ寸け力日 え て お く 。

注 1 前掲 『和紙風土記J 89頁
注 2 前掲 i'f日紙の文化史JI 118頁
注 3 武田好吉氏 (山形市和合町) の ご教示 に よ る 。

< 山 形県総合和紙生産累年表 に つ いて >

表 1 の①②参照

不詳の年度がい く つ か あ る も のの、 明治 7 年か
ら 大正14年 ま での本県の和紙生産状況を示す も の
が、 表 1 のúx②であ る 。

美濃紙 に つ い て 、 『山形県勧業年報』 の明治22年
と 明治23年の解説に は 、 「美濃紙 ノ 減少 シ タ ルハ 蓋
シ近年輸入美濃紙 ノ廉慣ナノレ影響 ヲ 被 リ シ ニ 由 レ
リ J r美濃紙、 平均慣額 ノ 減少 シ タ ルハ蓋シ輸入紙
ノ 慣額低廉 ナ ル ヲ 以 テ 其影響 ヲ 被 リ タ ルニ ヨ レ
リ 」 と あ る 。 (注 1 ) 安い 美濃紙が市場 に 出 回 っ
て 、 地元産の も の を圧迫 し て い る様子が う かがえ
る。

し か し、 次ペ ー ジ図 l の と お り 、 美濃紙は明治
41年 ま で は一定の数量が生産 さ れて お り 、 県内産
に対す る 需要は根強 く 続い た と 思われる。

次いで、 半紙であ る が、 明治37年か ら 大 き く 生
産が落ち込んでい る 。 こ れは 、 明治36年か ら 固定
教科書が和紙か ら 洋紙 に切 り 換 え ら れてお り 、 学
校教育を 中心に、 子供達 を通 し て 「読み、 書 き 、
そ ろ ばん」 用の紙が、 急速に洋紙へ と 普及 し て い
っ た 時代の流れ と 軌をーに す る と 思われる。

ま た、 明治26年の生産戸数139戸 と 翌年の652戸
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図 1 . 山 形県内の和紙生産量の推移
(表 1 . '山形県和紙生産累年表」 を グ ラ フ化 し た も のj

に大き な差があ る 。 こ れは、 前年度 ま での統計の
疎漏 と い う よ り も 、 明治27年か ら の調査方法の厳
密性に よ る も の と 思わ れ る 。 す な わ ち 、 明治27年
か ら 機械漉 き 和紙の生産が開始 さ れ る に及んで、
手漉 き 和紙生産 と の産業上の相違を明 ら か に す る
必要上、 副業農家数の正確を期 し た結果では な い
か と 思わ れ る 。 従 っ て 、 明治26年 ま で に統計上表
わ さ れた生産戸数は、 実際に は も う 少 し上回 る も
の と 考え ら れ る 。 それは、 明治19年か ら 5 年間の
製造人員数か ら も 推察 さ れる こ と であ る 。

先に、 全国の 生産戸数の推移を グ ラ フ で表わ し
たが、 全国の戸数の最高 は明治34年の6 . 8562戸で、
そ の後は衰退の 一途を辿っ て い る 。

次ペー ジ図 2 は 、 本県の生産戸数の推移を表わ

し た も のであ る 。 最高値は明治31年の816戸であ る
が、 それ以後、 大正年間 も 含め、 最盛期の約半数
強の400戸台 を維持 し て い る 状態 と な る 。

総合生産高(美濃紙 ・ 大奉紙 ・ 半紙の合計) でみ
て み る と 、 図 3 で表わ さ れ る と お り 、 明治35年で
最高値を 示 し、 後期に は20万帖台 に 回復す る も の
の、 最盛期の半額程度 を維持す る 状態が続 く 。 製
造戸数、 お よ び生産高か ら み て、 本県の手漉 き 和
紙の生産は、 明治35年あた り が 1 つの境界をな し
て い る よ う に思われる 。

こ の こ と は 、 77ペ ー ジ図 4 と 図 5 を比較 し て み
る と 一層明瞭 と な る 。 すなわ ち 、 図 4 は原料の楕
の作付面積が、 明治38年以降 ぐ ん ぐ ん減少 し て い
く 経過を示 し て い る 。 こ れに 対 し て 図 5 は、 養蚕
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山形県手漉 き 和紙の歴史的変遷の考察
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業の隆盛を示す桑畑の作付面積の増大 を示 し て い
る 。 こ れは、 本県で、 明治20年代か ら 30年代に か

7 年 ま では30万帖台 を維持 し、 生産合生産高 は、け て積極的に養蚕業を奨励 し た こ と が背景 に あ る 。
戸数 も さ ほ ど減少せず、 8 年'"'-' 9 年は500戸台 に回図 4 と 5 は下降 と 上昇 と い う 対称を な して お り 、
復 し て い る 。 こ の時期 は、 第一次世界大戦 (大正 4椿畑が桑畑に転換 さ れ、 紙漉業が養蚕業に切 り 換
年'"'-' 7 年) であ る が、本県の紙漉業は大 き な不景気え ら れて い く と い う 当時の産業構造の変化が よ く
の波を受げずに、 比較的安定 し た生産 を続 け た こ表わ さ れて い る 。
と を意味す る と 思わ れ る 。以上の よ う に 、 洋紙 と 機械漉 き 和紙の普及、 養

し か し、 その後、 表 1 に お い て空白が自 に つ く蚕業の為の桑園の拡大、 さ ら に は、 明治30年代の
よ う に、 大正期後半か ら 昭和期前半は第 2 次衰退奥羽本線お よ び支線の開通に よ る 県外物資の流入
期 と 言 っ て よ い状況が現われて く る 。 昭和期以降な どの状況下で、 手漉 き 和紙は次第 に そ の存在意
は本県の統計資料が皆無に等 し く 、 数字上の裏付義 を 失 っ て い く のであ る 。
け がで き な いが、 第二次世界大戦期は政府に よ るし か し、 長期的には明 ら か に衰退の道を歩みな
軍需用の需要があ り (た と え ば、風船爆弾用 と か弾が ら も 、 時代に よ り 浮沈の波線 を描 き なが ら推移
薬包装用 な ど) 、 ま た、 物資不足に よ り ガ ラ ス や金し て い っ た のであ り 、 明治以降、 す ぐ さ ま 紙漉業
属の代用 と し て生産が増大 し た。 こ の時期 に結成が直線的に下降 し て い っ たわ け では な い。 全国的
さ れたのが 「 山形県手漉和紙工業組合」 であ り 、状況 と し て は 、 紙生産全体 に 占 め る 和紙の割合は、
組合員 (紙漉業者) は 317名 と 、 一時期盛況を示 し て明治30年代末で約60% あ り 、 大正元年 に 至 っ て50
い る 。 (注 3 ) % と な り 、 明治時代の終わ り と と も に和紙 と 洋紙

戦争 も 終 り 、 経済復興がな さ れ、 昭和30年代後本県の状況 とが逆転 し た と さ れて い る 。 (注 2 ) 
半 に 入る と 日本は 高度経済成長期に突入す る 。 冬こ れ ま で見た統計資料か ら 、 明治30年代し で も 、
期間の副業 と し て 、 よ り 収益の多い長期間 の 出稼後半 に 至 っ て紙漉業の第 1 次衰退期 を迎え る と い
ぎが求め ら れ、 手漉 き 和紙業は 、 ま さ に時代の流
れに と り 残 さ れ る 運命 と な っ て い く 。 こ の時期は

っ て よ い と 思わ れ る 。
3 紙 (美濃 ・ 大奉 ・ 半紙) の総大正期 に 入れば、
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致命的な ほ ど生産戸数が激減 し、 第三次衰退期 と
し て現在 に 至 っ て い る 。

注 1 l'山形県勧業年報J ( 山形県 昭和25年・26年)
1 14頁、 129頁

注 2 前掲 『紙の今昔J 70頁
注 3 i'山形市史 下巻近代編.JI (昭和50年) 776頁

以下、 各郡別に 「累年表」 を考察 し て い く 。

< 南村山郡 > 表 2 参照

南村山郡内で紙漉 き を行っ て い た地域は 、 先に
あ げた西郷村高松 と 長清水村、 さ ら に は、 石 曽根
村、 皆沢村、 金山村な ど を あ げ る こ と がで き (注
1 ) 、 大正14年の統計では、 現山形市に属す る 村木
沢村 と 柏倉門伝村 も 紙漉 き を行っ て い た こ と がわ
か る 。 (表11 r大正14年山形県和紙生産状況」 を参
照)

当郡内で最 も 中心地 と な っ た のが、 や は り 高松
地区であ り 、 年度 に よ っ て は100戸を上回 る 製造戸
数の大半が高松 に 集 中 し て い る 。 (注 2 ) こ の 高
松 に お い て 、 大奉紙 と 麻布紙 と の生産関係 は ど う
であ っ た か に つ いて、 統計で追 っ て み た い。

表 2 の 「大奉紙」 の数量が、 明治43年 に 11 . 050
帖であ っ た の に 、 翌年44年に は4 ， 110帖 と 大幅に落
ち 込んでい る 。 以後、 大正時代 に入 っ てか ら も 低
生産が続 く 。 こ れ に対 し て別表 l を み て み る と 、
麻布紙の生産は年々 増加す る 一方で、 明治 7 年に
は、 僅か2 ， 000帖であ っ たが44年に は21倍の42 . 500

きん
帖 に 達 し て い る 。 大正時代の単位が 「斤」 で同一
比較がで き な いが、 明 ら かに 以後増産 さ れて い る
様子がわ か る 。

こ の よ う に、 高松では明治43年を境界 と し て、
大奉紙生産か ら 麻布紙生産 に切 り 換えが行なわれ
て い る 。 こ の背景 に は何があ っ た のか。 『上山市史』
に よ れば、 麻布紙は吉野紙に比べて小判で、 中央
の売れ行 き が良 く なかっ た の で、 明治末に紙商人

別表 1 麻布紙の 生産量 の推移

年 次 数 量 価 格 備 考
明 治 7 年 2 . 00中0占 65円

銭
50 県物産表 |

12 23 ， 000 552 県統計表

43 37 ， 500 1 ， 363 11 

44 42 ， 500 1 ， 443 県統計書

大正元年 42 ， 600 1 ， 448 以下同 じ
2 43 ， 000 1 . 900 

3 7 . 320 斤 3 ， 560 

4 7 ， 600 5 ， 610 

5 7 ， 700 6 ， 655 

6 8 ， 100 7 ， 635 

7 8 ， 300 10 ， 690 

8 8 ， 500 20 ， 400 

9 3 ， 950 9 ， 290 

10 3 ， 550 10 ， 950 

の斎野卯之助が萱の貨 を竹の賓 に改め て長判 を生

産 し た。 さ ら に 貨の 目 がな く な る よ う に、 先進地
を視察 し た り し て技術改良 を計っ て か ら は 、 輪島、
静岡の漆器産地に送る ま でに な り 、 漆漉 し用 と し
て吉野やわ ら紙に対抗す る ま でに な っ た と あ る 。
(注 3 ) 

ま た 、 前掲 「山形県上山高松紙産地の変貌」 に
は、 麻布紙の寸法が 9 す X 11寸であ り 、 当時、 関
東や関西の漆商が扱っ た吉野の 「漆 こ し」 は 8 寸
X 16寸であ っ たの で、 明治35年 ( 1902) 東京の 漆商
市橋某か ら 吉野の長判の注文 を受け た の を契機に、
在来の萱賓 を竹貨 に改め長判 を つ く っ た。 そ の結
果、 市場 を今ま での東北一円か ら 、 関東、 関西へ
と 拡大 さ せ る こ と に成功 した、 と あ る 。 (注 4 ) 

以上の よ う に 、 積極的な技術改良 の努力 に よ っ
て、 麻布紙の販路拡大の見通 し がつ い た こ と か ら 、
大奉紙か ら の転換 を は か っ た こ と がわ か る 。
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麻布紙 は、 漆漉 しのた めの 鴻過紙、 あ る い は樹
脂塗料の タ ン ポ用紙 と し て、 大和吉野産 と 肩 を並
べ、 昭和14年か ら 戦時中あた り は、 技術改良 に よ
っ て吉野紙 を凌駕 す る 勢いで貴金属、 漆器、 菓子
な どの包装紙 と し て全国 に販路を拡大す る こ と が

高松製紙協同 組合包装紙用 マ ー ク

で き た。 漆漉 し に つい て は、 麻布紙に生漆 を 入れ
て包み、 向かい合 っ た 2 人が反対方向 にね じ り 、
( 1 人の場合は雑巾 を し ぼる よ う にね じ り ) 漆 を漉
し て い る 風景は、 かつて仏壇屋の庭先な どでみか
け ら れた。

前掲 『高松の民俗風土記』 に は、 紙問屋の土屋
義博氏が大蔵省や奈良地方な ど全国 に売 り 捌 き 、
大蔵省では麻布紙は賞勲局の勲褒章 を包装す る 用
紙 と して使用 し、 一部 は ド イ ツ の写真 レ ン ズ磨 き
用 と し て 輸出 さ れた と あ る 。 (注 5 ) 

こ う し て、 小学校で一番身な り の 良 い児童は高
松出 身の子供だ と いわれ る ほ ど、 紙漉業 を営んで

注 l 『上山市史 中巻 近世近代編.n (昭和59年)
570頁、 572頁

注 2 『上山市史 中巻 近世近代編J 577頁 に は、
「昭和13年頃は 130戸 ま で増加」 と あ る 。

注 3 0"上山市史 中巻 近世近代編.JJ 575"""""576頁
注 4
注 5

前掲 「山形県上山高松紙産地の変貌J 32頁
前掲 『高松の民俗風土記J 77頁

年表 高松和紙 の盛衰
ヨZ;4年 1 r機栽培製紙改良組合J 設立

備の共同栽培 技術改良 県 よ り 技術者派遣 補助金下附を

う た う

大正元年 1 r有限責任高怯製紙生産販売購売組合J 設立

出資金590円 格 の 一指購入

製品の一括集荷販売 を う た う (大正 9 年解散)

昭和 8 年 1 r高松麻布販売所J (通称 「合同J ) 設立

仲買人 4 人 に よ る 販売価格の安定化は か る

昭和13年 1 r合同」 が貨の改良法募集(賞金 1 千円)

貨の条 目 (漉過 し た漆の質の均等 を 欠 く ) の改良 に苦慮

昭和14年 1 1 月 r合|司」 貨の改良 に 成功

柿渋 を十数回塗 っ た絹布を貨の上に掛け て 条 目 無 し の紙 を

漉 く こ と に成功 販路鉱大

12月 「高紙製紙協同組合J 設立

土佐の製紙法導入 共同作業所設営

農関期職工41人雇用 漉丹12が稼働(昭和37年 ま で)

昭和45年 1 r 高紙製紙協同組合」 解散

備の不足 ナ イ ロ ン製麻布紙出 回 る 収益の 多 い副業に転換

い る 家庭は高収入で潤 っ た。 し か し 、 大戦中の物 < 東村山郡 > 表 3 参照

資の統制、 男子労働力 の不足、 そ し て戦後の原料 東村山郡の紙漉 き は、 鈴川村双月 と 隣 り の上山
不足やナ イ ロ ン や どの化学繊維の普及な どが重な 家村和合で行われて き た。 こ の部落は 、 近 く に馬
っ て、 一時は130戸 を 数 え た高松の製紙業 も 衰退を 見 ヶ 崎川が流れ、 古 く か ら そ の水を 号 | いて紙漉 き
余儀な く さ れて い っ た。 が盛んに行われて き た。 こ の地区で は、 毎年 5 月

21 日 は 「お蔵王 の 田植 え 」 と 称 し て馬見 ヶ 崎の川
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の水を使わず、 川 を休めて感謝す る 日 と し て き た。 当地域は、 逆に増大 し て い く 傾向 を 示 し て い る 。
『や ま がた の歴史』 に よ れば、 明治 5 年(1872) 82ペー ジ 図 6 の折れ線グ ラ フ を見て み る に、 県全

の 『壬申戸籍』 に、 「双月 村 紙漉業 79戸 上山 体 と し て は ゆ る やかな右下降の減少傾向 を 示 し て
家村(和合) 紙漉業 34戸 合計113戸」 と あ り 、 い る が、 東村山郡は僅かなが ら右上昇の増加傾向
こ れは両地区288戸の う ち の39% に あ た る 、 と し て を 示 し て い る。 表11の大正14年の153戸は、 他地域
い る 。 (注 1 ) の戸数を圧倒 し て い る 。 特徴的な こ と は、 製造戸

こ の地方に は 、 江戸時代か ら 相当数の紙漉 き 人 数の変動が き わ め て少な く 、 数年間 に わ た っ てー
がいたであ ろ う こ と は 先に触れたが、 明治に 入 っ 定 し て い る こ と であ る 。 こ れは、 双月 ・ 和合の紙
て か ら も 、 その盛況ぷ り は衰 え なか っ た。 漉業が経営的に安定 し て い て、 就業人員 を恒常的

『山形県勧業年報』 の明治23年の 頃 に は 、 次の に確保で き た こ と を意味す る も の と 思われる。
よ う に あ る 。

東村山郡鈴川村大字双月 ノ 製紙家某製紙改良 ノ
必要 ヲ 感 シ近時各地ノ 製造所ニ遊 ヒ 其製造方 ヲ 研
究 シ其品質 ヲ改良 シ タ ル ヲ 以テ 需要漸 ク 増加セ ン
ト ス ル ノ 勢ア リ ト 各市郡 ノ 製紙家此挙ニ倣 ヒ 製方
ヲ 改良 シ価格 ヲ 低廉ニ セ ハ輸入紙 ノ 為メ ニ塵倒セ
ラ ルルカ 知キ患 ヲ 免ルヤ必セ リ (注 2 ) 

双月 の製紙家が品質 を改良 す る こ と に成功 し需
要が増加 し た こ と 、 各地域の製紙家が こ れに な ら
っ て改良 に努めた こ と 、 な どが記さ れてあ る が、
こ の こ と か ら双月村は 当時本県の紙漉業の先進地
であ っ た こ と が う かが え る 。

こ の こ と を、 代表 3 紙 (美濃 ・ 大奉 ・ 半紙) の生
産高、 製造戸数、 総生産価格合計の 3 点か ら確認
し て みた い。 ま ず、 本県全体の生産高 (表 1 ) と 東
村山郡の生産高 (表 3 ) を種類別に比較し、 東村山
郡の県全体に お け る 占有率 を それぞれ出 し て み た
の が、 次の別表 2 ........別表 4 であ る 。

こ う し て み る と 、 3 紙の う ち 半紙の生産高が多
いのが目 に つ く が、 全体的に、 東村山郡は他地域
に比 し て 3 紙 と も に生産高の 占有率が き わ め て高
い こ と がわ か る 。

次に、 製造戸数であ る が、 表 1 ........表10を通 し て 、
他地域では次第に減少 を示 し て い る の に対 し て、

年 次

昭和27年

35年

44年

大正 2 年

7 年

年 次

明治27年

35年

44年

大正 5 年

10年

別表 2 . 美濃紙生産高比較

県 全 体 東南山郡 占有率

32 . 450帖 400帖 1 %  

91 . 900 73 . 000 79 

22 . 820 20 . 120 88 

46 . 670 18 . 100 39 

65 . 000 65 . 000 100 

別表 3 . 大奉紙生産高比較

県 全 体 東南山郡 占有率

202 . 980帖 53 . 400帖 26% 

173 . 000 3 . 500 2 

235 . 750 147 . 000 62 

131 . 110 45 . 000 34 

262 . 450 165 . 000 63 
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別表 4 . 半紙生産高比較

年 次 県 全 体 東南山郡 占有率

明治27年 623 . 420帖 470 . 000帖 75% 

35年 502 . 800 251 . 200 50 

44年 82 . 040 60 . 000 73 

大正 5 年 187 . 170 175 . 000 93 

9 年 381 . 000 375 . 800 99 

さ ら に、 総生産価額合計を み て み る と 別表 5 の
よ う に表わ さ れる 。 こ こ で も 、 東村山郡の 占 め る
割合の高 さ が指摘でき る 。

以上、 3 点に つ き 考察 し た が、 山形 と い う 大消
費地をかかえ た双月 ・ 和合の紙漉業は 、 明治 ・ 大
正時代を通 し て本県の 中心的役割を 果 し た と 言 え
る よ う であ る。

さ ら に 当地域の特徴 に 言及す れば、 他地域の紙
漉業が時代 と 共 に 衰退 し て い く 中で、 比較的長 く
活況を呈 し え た の は、 大野目 や歩町で生産 さ れる
和傘の用紙 と し て 大 き な需要があ っ た た め であ る 。
特に大野 目傘は双月和紙 を約 7 割、 新潟紙 を 3 割
使用 し た と いわれ (注 3 ) 、 そ のた め大正末か ら 昭
和初期は 原料の楕が不足ぎみで、 周辺の農家は も
ち ろ ん、 九州や四国か ら 購入 し た と い う こ と であ
る 。 (注 4 ) 84ペー ジ 図 7 の各郡別の楕作付段別
比較では、 東村山郡の楕栽培は大正期に入 り 急激
に減少 し て お り 、 こ の 動 き に拍車 を か けた も の と
思われる 。

佐藤正巳氏の調査に よ れば、 昭和28年現在、 双
月 ・ 和合の製造戸数は約90戸 と確認さ れて い る 。
(注 5 ) 双月 和紙は、 最後の継承者荒井常雄氏 に
よ り 、 昭和51年 ま で続 け ら れたが、 現在は廃業の
止む な き に至っ て い る 。

別表 5 . 和紙総生産価格合計比較

年 次 県 全 体 東南山郡 占有率

明治27年 28 . 863円 1 1 . 763円 41% 

35年 68 . 722 26 . 519 39 

44年 77 . 430 59 . 738 77 

大正 5 年 61 . 859 39 . 215 63 

10年 139 . 753 79 . 350 57  

14年 125 . 637 55 . 300 44 

注 1 前掲 『や ま がた の歴史.Jl 183頁
注 2 前掲 『山形県勧業年報.Jl (明治25年) 129頁
注 3 前掲 『山形県史 農業編 中J 959頁
注 4 奥村幸雄著「双月和紙探訪記j ( f百万塔 第

40号』 昭和50年 所収) 29頁
注 5 佐藤正巳著「山形県の手漉紙j ( f山形農林学

会報 第 5 号』 昭和28年 所収) 25頁

< 西村山郡 > 表 4 参照

『山形県勧業年報』 の明治22年、 24年の項に、
「其産額最モ 多 キ ノ、西村山郡」 と あ る 。 (注 1 ) 表
4 に よ れば、 西村山郡で最 も 活発に紙漉 き が行わ
れ た の は 、 明治28年か ら 31年 ま での 4 年間で、 製
造戸数 も 355戸 (県全体の44%) と 、 他地域に比べて
飛び抜 け て多い。 ち な みに、 美濃紙の こ の 4 年間
の 生産高総計122 ，ωo帖 は 県全体の268 ， 500帖の45
% を 占 め る 。 大奉紙 も 39% を 占 め て い る 。

『山形県史 商工業編』 に よ れば、 西村山郡で
紙漉 き が盛んであ っ たの は大江町 と 西川町であ っ
た 。 大江町では三郷地 区の深沢 ・ 伏熊 ・ 貫見地区
の小清が昭和初期 ま でお こ なわ れた。 西川町では
吉川 と 岩根沢で漉かれ、 吉川 は 「吉川大奉」 と し
て名が知 ら れた 。 (注 2 ) 岩根沢では、 下小沼、 西
岩根沢、 桂林、 沼 ノ 平な どで漉かれた。 (注 3 ) こ
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大正

図 6 和紙生産戸数比較

の他に、 水津座、 柳津、 網取、 海味、 鶴部、 大平、
水津な ど、 広 く 分布 し た よ う だ。 こ の 中で も 、 岩
根沢に産す る 「西山紙」 がの ち の ち ま で存続 し、
郡内や庄内地方へ出荷 さ れた こ と は、 先に述べた
と お り であ る 。

当地方の大奉紙の生産高が、 大正時代に 3 万帖
か ら 4 万帖台に至 っ て い る が、 東村山郡に次いで

多い量 と し て注 目 さ れ る 。
図 7 の郡別椿栽培作付段別比較 を み る と 、 明治

37年か ら 大正10年 ま での 16年間は、 他郡 に比べて
そ の面積は ト ッ プを 占 め て いた。r 3 、 ( 1)明治期以
前」 の < 西村山地方 > の項で、 当地方 に は楕栽培
に 適 し た 山野があ っ た と 記 し た が、 ま さ に こ の グ
ラ フ が示す と お り 、 原料の供給地が紙漉 き 場の近
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隣に存在 し たの であ り 、 西村山郡の紙漉 き の活況
を 支 え た 1 つの要因 と 言 え る であ ろ う 。 当地方は
も ち ろ ん、 他の地方 も 椿栽培農家 と 紙漉 き 農家の
聞は、 物々 交換で成立 し て いた。 つ ま り 、 椿栽培
農家は無料で原料 を提供 し、 こ れに 対 し て 、 そ の
代価 と し て紙漉 き 農家は現物の抄紙 を 支払 う と い
う 、 製紙業に お け る機能分担が確立 し て い た。 こ
の形態は、 製紙業の安定化に 一定程度貢献 し た と
思われる 。

西村山郡で最後 ま で紙漉 き 集落 と し て残る の は
岩根沢の水津座で、 昭和35年頃 ま で 6 軒が漉い て
い た。

注 1 11'山形県勧業年報.JI (明治24、 25年) 114頁、
129頁

注 2 11'山形県史 商工業編.JI 158頁、 160頁
注 3 井場英雄著 『岩根沢 も のがた り .1 (昭和51年)

109頁

< 北村山郡 > 表 5 参照
『山形県勧業年報』 の明治24年の項に、 次の よ

う に あ る 。

美濃紙及大奉ノ 産額増加 シ タ ルハ西置賜北村山
ノ ニ郡ニがテ産額大ニ増加シ タ ルニ 由 レ リ (中略)
北村山郡ニ於テ ハ半紙 ノ 製造 ヲ 減 シ美濃紙及大奉
ノ 製造 ヲ 増セ シ ニ 由 レ リ ト 半紙 ノ 産額減少 シ タ ル
所以ニ至 テハ輸入紙廉価 ノ 影響 ヲ 被 リ シニ外 ナ ラ
サルナ リ 各種平均価額 ノ 減少 シ タ ルモ亦之 レ カ 為
メ ナ リ (注 1 ) 

明治中期は、 美濃紙 ・ 大奉紙が盛んに生産 さ れ、
北村山の紙漉業 も 活況 を呈 し た よ う だ。 し か し、
それ以降は 、 製造戸数、 生産高 も 漸減 し、 低迷状
態が続 く 。 ただ、 大正期 に入 っ てか ら は、 大奉紙
の生産高が 1 万帖台 に 回復 し 、 東置賜や西置賜 と

ほ ぽ互角 に並ぶ。 表11 に表わ さ れ る よ う に、 大正
14年で製造戸数14 は、 他の内陸部の地域 と 比べて
大変少な く 、 北村山の中で も 、 特に横山 を除 く 大
石田 ・ 尾花沢方面が紙漉 き の比較的手薄の地帯 と
な っ て い る よ う に思われる。

山 口村の川原子 (現天童市) で生産 さ れた和紙は
かわ ら こ かみ

「川原子紙」 と 称 さ れた。 東根で は荒宿、 原方、
関山、 沼沢な どで漉かれた が、 東根は江戸時代か
ら 、 「関 山煙草」 と 称す る 煙草の産地 と し て 知 ら
れ、 苗床の温床 に使う 、 いわ ゆ る 「温床紙」 が生
産 さ れた所で も あ る 。 2 尺 X 3 尺、 あ る い は 3 尺
x 4 尺の大型判であ っ た よ う だが、 通常漉 く 和紙
に植物油を塗 っ て耐水性 を加味 し た も の であ る 。
こ れ を別名 「油障子」 と も 言い物資不足の戦時中、
ガ ラ ス の代用 も 果 し た。

ま た、 楯岡では馬場町、 笛田 な ど で紙漉 き が行
われ、 こ れ ら の地域では、 昭和28年 (1953) 頃 ま で
存続 し て い た よ う であ る 。 (注 2 ) 

注 1 Il'山形県勧業年報.JI (明治26年) 128頁
注 2 前掲 「山形県の手漉 き 和紙」 に は、 北村地

方の手漉和紙の調査内容が詳細に報告 さ れ
て い る 。

< 最上郡 > 表 6 参照
表 6 に 示 さ れた と お り 、 当地方では一貫 し て 美

濃紙 は生産 さ れず、 大奉紙 も ほぼ明治年間のみみ
ら れ る。 大正期は半紙の みが漉かれた と 言 っ て よ
い状況であ る 。 た だ、 半紙の生産高 も 決 し て 多い
と は 言 え ず、 大正年間の最上郡の半紙の生産総計
は 、 152 ， 450帖で、 こ れは東村山郡の956 ， 300帖 に
次いで多いが、 そ の差は大変大 き い。 県全体の 15
年間の統計に お い て も 、 12% しか生産 さ れ な か っ
た。 ち な み に、 東村山郡は78% を 占 め た。

最上郡の生産の 中心地は舟形町長沢地区で、 主
に下長沢地区(楯 ・ 宿 ・ 下場 ・ 平石) であ っ た。 長
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1 1  

『 山 形県勧業年報J r 山形県統計書』 よ り 作成

1 0  

郡別格栽培作付段別 比較図 7
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沢和紙は 、 「大奉j (幅 1 尺 3 寸) r 中大泰j ( 9 す 3
分) r半紙j ( 8 す 3 分) の 3 種類が漉かれ、 こ の う
ち 半紙が最 も 多 く 生産 さ れた。 半紙10枚で 1 帖 と
数え ら れ、 主に障子紙 と し て近郷の村々 に売 り 渡
さ れた。 (注 1 ) 長沢地区では、 第 2 次大戦後共同
紙漉場を設営 し 生産に あ た っ た が、 昭和39年 に閉
鎖を余儀 な く さ れ、 約20年間和紙づ く り は途絶え
た 。

寿岳文章氏は 『和紙風土記』 の 中で、 次の よ う
に長沢和紙 を絶賛 して い る 。

羽前に は数々 の楽し い紙漉場があ る 。 最上郡の
新庄 に近い長沢村は、 私の行脚 を通 じ、 わ け で結
縁の深い村であ る 。 こ の村で漉 く 紙の よ さ は、 我々
日 本民芸協会の 同人が夙 ( つ と ) に認め て いた。 (中
略) 紙質 と い い、 包装 と いい、 今 日 では、 こ こ が
最 も 工芸的な和紙の産地の 1 つ であ る 。 ( 2 ) 

そ の他、 最上郡内では、 長沢地区の他に鮭川村
中渡地区で も 生産 さ れた と さ れ る 。 (注 3 ) 表11

の大正14年に は、 新庄 に も 3 軒の紙漉場があ っ た
こ と が示 さ れて い る が、 そ れ は ど こ で、 ど の よ う
な紙が漉かれて い た の か不詳であ る 。

注 1 11'舟形町史J (昭和57年) 1203頁
注 2 前掲 『和紙風土記J 140，...，__141頁
注 3 l'山形県史 第 4 巻.B (昭和49年) 517頁

わ れ る 帳簿用 ・ 小菊 ・ 大津軽な どは 漉かれず、 一
般庶民用 の 中折 ・ 粕紙 ばか り が漉かれて紙の需要
が減少 し、 箕和田 ・ 高岡 ・ 下 山 な どの大部分の人
が紙漉 き をやめ、 ご く 一部の人だ けが漉 き 続け た
と あ る 。 (注 1 ) た だ、 政治体制 の変化は、 ま た
あ ら た な需要を生んだ と も 言 え る 。 そ れは諸制度
の改革で行政の必要 と す る 諸帳簿類が移し く 増加
し、 それに伴い和紙の需要 も 相当 に あ っ た のでは
な いか と 思わ れ る 。 新体制に お け る 新た な紙の需
要の増大 と い う 一見矛盾 した現象は、 紙漉 き 農家
に どの よ う な変化 を も た ら し た のであ ろ う か。 お
そ ら く 、 端的に 言 え ば、 零細的に紙漉 き に 携わ っ
て い る 人であればあ る 程新 し い需要に対応で き ず
廃業を強い ら れ、 逆に原料の楕が確保でき 一定の
技術 と 量産が可能な手工業的資質を あ る 程度備 え
た農家ほ ど、 新環境 と 需要に適応で き 、 生 き の び
る こ と がで き た の で は な い か と 思わ れ る 。

図 7 で、 南置賜にお い て は原料の椿栽培は極端
に低 く 、 郡内では と う て い 自給でき ず、 経営的 に
不安定な状態を免れな か っ た のでは な いか と 思わ
れ る 。 ま た、 東置賜 も 明治期 に は原料の椿が多か
っ た が、 後期に な っ て急激に落ち込んで南置賜 と
同様の状況下に お かれたのでは あ る ま いか。

三郡を比較す る と 、 表 9 の西置賜の大奉紙の生
産高が、 大正 2 年 ま では 2 万帖台 を維持 し、 それ
以降 も 一定の生産 を続 け て安定ぶ り が目 に つ く 。
生産戸数 も 明治中期 を 除 き 40戸，...，__50戸台 を維持す
る 。

< 南置賜郡 ・ 東置賜郡 ・ 西置賜郡 > r山形県勧業年報』 の26年の項に は 、 次の よ う
表 7 '"表 9 参照 に あ る 。

江戸時代、 米沢藩の殖産興業政策の 1 つ と し て
製紙業 も 振興の対象 と な り 、 好況を 示 し た こ と は 26年ニ珍テ美濃紙及大奉ノ 産額価額減少 シ タ ル
前に述べた と お り であ る 。 し か し、 明治 に な っ て ハ主 ト シ テ 西置賜郡ニ診テ許多 ノ 減少 ヲ致 シ タ ル
藩体制が消滅 し 、 奨励策や御用紙の採用な どの後 二 由 レ リ 郡役所 ノ 報告ニ擦 レハ 同郡製造 ノ 紙ハ価
楯を失っ た製紙業 を め ぐ る 環境は大 き く 変化す る 。 格梢々 高価ナル ヲ以テ輸入紙 ノ 為メ ニ塵セ ラ レ産

r白鷹町史』 に よ れば、 武士が用 い ら れた と 思 出 ヲ 減少ス ルニ 至 レ リ (注 2 ) 
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こ れに よ る と 、 県外産で品質の優れた安価な紙 注 2 Ir山形県勧業年報.JI (明治28年) 121頁
が市場に流通 し 、 地元産の も の が圧迫さ れ、 苦 し 注 3 ・ 4 u'白鷹町史 下巻.! 1186頁
い経営状態 にお かれて い る 様子が よ く わか る 。 先
に も 引用 し たが、 特に明治 に 入 っ て 「其品質ヤ粗
悪ニ価格高貴ナ ルJ ( 問、30年の項) 状態がなかなか
改善 さ れな い ま ま 情勢が次第 に悪化 し て い く 。

し か し 、 第一世界大戦頃は 、 確固 と した販売形
態 を取っ た為に、 かな り 状況は好転す る。 つ ま り 、
紙漉 き 農家は原料の楕 を近 く の農家か ら供給 し、
そ の代価 と し て木椿ニ貫匁に対し て抄紙一帖を支
払 う (注 3 ) と い う 提携関係 を確立す る こ と がで き
た か ら であ る 。 そ して 、 余剰品 は お よ そ米一升に
対 し て紙一帖の割合で交換可能であ っ た と い う 。
(注 4 ) 図 7 の郡別椿作付段別比較 を 見れ ば、 第
一次世界大戦 (大正 3 年，....__ 7 年) 中の好転期 を裏付
け る よ う に、 西置賜郡では、 大正 2 年以降10年頃
ま では楕栽培が急激に増加し、 西村山郡が下降 ぎ
みであ る の に対 し、 そ れに迫 る 勢い を示 し て い る 。
原料の安定供給 と い う こ と の重要性 を あ ら わす も
の と 言 え よ う 。 ま た、 紙漉 き 農家の共同歩調 に よ
る 難局への対処が求め ら れ、 昭和 6 年に 「深山製
紙共同組合」 が結成 さ れて い る 。 こ の組合の活動
が功 を奏 し た の か、 図 7 の昭和10年 に は 、 椿栽培
が急激な伸びを示す。 こ れ ま での交換比率 を あ ら
た め、 2 貫匁 1 帖か ら 2 貫500匁ー帖 と す る な ど
(注 5 ) 、 共同 し て原料確保 に努力 し た結果であ ろ
つ 。

第 2 次大戦後は、 高度経済成長下で、 よ り 収益
の多い出稼 ぎ に転 じ る も のが多 く 、 昭和34年に30
戸あ っ た 製造農家 も 同41年に は20戸、 42年 に は 12
戸 と 激減 し て い っ た。 当時 も 生産額は 1 戸平均200
帖で、 こ れは約 4 万円 の収入で し か な く 、 出稼 ぎ
者 1 人の 1 ヶ 月 分の収入に し か な ら なか っ た と い
われて い る 。 (注 6 )

注 1 Ir白鷹町史 下巻.JJ (昭和52年) 1184頁

注 5 u"白鷹町史 下巻.! 1187頁
注 6 Ir白鷹町史 下巻.! 1189頁

< 東田川郡 ・ 西田川郡 ・ 飽海郡 >表10参照

庄内地方につ い て は、 近世期か ら 紙漉業は低調
で あ っ た が、 明治期以降 も 同様であ る 。

紙数の都合上、 飽海郡のみ を掲載 し た が、 3 郡
の比較では 、 東田川郡が製造戸数が 1 ，....__ 2 戸で生
産 も 少な く 、 飽海郡が最高時で16戸で生産 も 多い。
し か し飽海郡に お い て は、 美濃紙、 大奉紙、 半紙
は ほ と ん ど生産 さ れず、 「 そ の他の紙」 が大部分で
あ っ た よ う だ。

r鶴岡市史』 に よ れば、 明治時代の提灯紙 に は
加賀美濃 を使用 し た と あ り 、 さ ら に 昭和に 入 っ て
か ら は、 傘紙 と し て新潟の加茂 と 山形の双月 の も
の を用 い た と あ る 。 (注 1 ) やは り 、 当地方は近世
期以来、 日 本海沿岸の 県外産の輸入紙 に依存 し て
いた様子が う かが え る 。

庄内地方 に紙漉業があ ま り 育た な か っ た 要因 と
し て 、 日 本海貿易 の ほ か に、 原料の楕栽培に適す
る 山 間部が少な かっ た と い う こ と があ げ ら れ る よ
う に 思われ る 。 内陸地方 に お い て、 山寄 り の村落
に紙漉業が盛ん だ っ た の は、 稲作農業の経営規模
が小 さ く 、 副業への依存度が高か っ た と い う こ と
と 、 原料供給地が比較的近隣に あ っ た と い う こ と
だ と 思わ れ る 。 そ れに 対 し て 、 水田率の高い広大
な庄内平野に お い て は、 内陸に比較 し て副業 と し
て の紙漉 き の起 こ る 条件がそ ろ わず、 しか も 、 県
外和紙の流入 し やすい酒田湊 と い う 貿易港を かか
え て いた 、 と い う こ と が大 き な 要因であ っ た よ う
に思われ る 。

表11 で は、 大正14年現在、 製造戸数は東田川郡
の鶴岡で 2 戸、 西田川郡温海村で 1 戸、 飽海郡の
酒田で 3 戸 を数え て い る 。 佐藤正巳著 「山形県の
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手漉紙」 に は、 昭和28年当時の記録 と し て 、 鶴 岡 4 おわ り に
市に、 40年"-'50年前に ボ ロ紙 を再生す る 漉 き 返 し 以上、 明治期、 大正期 を 中心 に し た本県の手漉
業がみ ら れた、 と あ る 。 さ ら に温海町大字安土で き 和紙の歴史的変遷を辿 っ て み たが、 お よ そ 第 3
は、 約70年間 も 紙が漉かれ、 「安土の紙屋」 と し て 次 に わた る 衰退期 を経て今日 に 至 っ て い る こ と を
注文が多 く あ っ たが、 昭和20年に廃業に な っ た と 考察 した。 そ し て 、 そ の 問、 各地域 に お い て は 、
あ る 。 (注 2 ) 製紙共同組合、 共同紙漉場、 を設立、 又は設営 し 、

昭和 3 年、 山 形 県 の手漉和紙生 産戸数 さ ら に技術改良 を加え る 努力 の足跡 も 垣間見 る こ

L農林省農務局編 「手漉製紙 に 関す る 調査」 よ り と ができ た。 顧みる に、 本県内陸部の零細農業に
作成) お い て、 副業 と し て の紙漉業が も た ら し た経済上

地 名 生産戸数
鈴 川 村 (現山形市) 168戸

西 郷 村 (現上 山 市) 80 
西 川 町 26 

鮭 貝 村 (現 白鷹町) 25 

舟 形 町 16 
山 五十川村 (現温海町) 11 

計 326戸

主 な和紙 産地 の生 産戸数 の推移( 加藤晴治著 『和紙J \ 
佐藤正巳著「山形県の手漉紙」 な ど よ り 作成 /

地 名 昭和 平成

24年 30年 34年 38年 2 年

山 形市双月 3P 5 1F0 コ 。

上 山 市高松 65 43 1 

白鷹町深山 30 34 3 

舟形町長沢 1 

西川町
18 2 1 

沼 ノ 平 ・ 岩根沢

計 161戸 1 15 148 89 6 

注 1 l'鶴岡市史 下巻.n (昭和50年) 440"-'441頁
注 2 前掲 「山形県の手漉紙J 20"-'21頁

の効果は、 決 し て 、 少な く なかっ た と 思わ れ る 。
し か し、 特に昭和30年代後半か ら の高度経済成長
期 に お い て 、 他の副業への転換 と 、 第一次産業そ
の も のの衰退で紙漉業が激減 し て い っ た こ と は、
先 に みた と お り であ る 。

だがな お、 手漉 き 和紙づ く り は し ぶ と く 生命を
維持 し次第に再認識の眼を増や し つ つあ る 。 紙数
の都合上考察でき な か っ たが、 次年度 は 、 現状を
で き る だけ つ ぶ さ に観察 し て、 和紙の 行 く え を追
っ て み た い。
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製 造
年 次

戸数

明治 7年

8年

12年

13年

19年

20年

21年

22年

23年

24年 9P 5 

25年 136 

26年 139 

27年 652 

28年 781 

29年 788 

30年 807 

31年 816 

32年 621 

33年 556 

34年 483 

35年 477 

36年 619 

37年 472 

38年 474 

39年 497 

40年 466 

41年 471 

42年 495 

43年 494 

44年 487 

山形県手漉き和紙の歴史的変遷の考察

表 1.山形県総合和紙生産累年表

①明治時代

製造 美 濃 紙 大 奉紙 半 紙

人員 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格

2，0帖00 6円5 116，0帖48 5，68円1 391，8事0占0 2，69円9 

14，200 1，043 75，920 4，333 83，950 1，784 

26，031 5，908 22，250 1，576 68，238 3，231 

6，000 540 131，712 10，360 440，690 14.271 

人91 

365 

623 38，731 2，688 248，484 4，922 

374 38，322 2，654 250，590 4，920 

702 美酒量・ 9大9奉，7紙80合帖計数量 美酒量・大6奉，7紙61合円計価格 275，057 5，193 

137，9侃 8.101 52 213，058 3，913 

209，421 10.11 219 380，548 5，361 

1651.1 838 8，211 670，116 10，057 

32，450 1，970 202，980 12，659 623，420 10，136 

57，000 4，041 183，100 8，743 455，100 8，060 

57，400 4，425 158，9∞ 10，345 394，400 8，231 

66，400 6，564 163，4∞ 13，455 414，600 10，252 

87，700 9，797 252，000 21，470 406，4∞ 10，206 

891 69，800 8，132 256，2∞ 27，887 409，5∞ 10，795 

808 69，100 9，054 108.0∞ 13，223 433，600 11，488 

917 57，000 7，110 108，700 12，003 418，9∞ 11，184 

972 91，900 12，064 173，0∞ 20，262 502，8∞ 15，222 

1，184 75，900 9，733 190，2∞ 19，895 491，700 12，668 

827 65，830 6，598 137，920 12，581 134，330 3，153 

762 59，93Q 6，052 101，920 10，193 103，810 2，614 

804 65，640 7，901 102，5ω 11，526 122.540 3.156 

772 65，180 9，075 99，080 12.566 66，010 1，785 

767 60，770 6，856 104，870 13，999 76，020 2，571 

745 6，800 845 237，020 25，368 29，730 925 

753 4，360 629 245，510 26，328 18，490 697 

798 22，820 2，938 235，750 25，895 82，040 2，334 

その他の

紙価格

11，85円7 

2，449 

9，105 

9，081 

4，044 

2，126 

3，484 

5，169 

4，098 

7，093 

9，924 

12，998 

10，611 

8，558 

19，185 

18，855 

21，174 

17，869 

10，970 

8，597 

9，102 

9，314 

7，730 

37，222 

40，019 

44，820 
一一

ril.J形県治一覧J (明治 7年)

ril.J形県統計表J (明治12、13年)

『山形県勧業年報J (明治21~41年)

『管内物産表J (明治 8年)

ril.J形県統計書J (明治1ト 44年)

以上より作成

価格合計

20，30円2 

9，609 

16，715 

16，655 

15，998 

14，091 

19，064 

23，437 

28，863 

27，937 

32，925 

43，269 

52，084 

55，372 

52，950 

49，152 

68，722 

60，165 

33，302 

27，4561 

31，685 

32，740 

31，156 

64，360 

69，036 

77，430 



製造
年 次

戸数

大正 1年 48}コ4 

2年 468 

3年 440 

4年 463 

5年 493 

6年 487 

7年 494 

8年 511 

9年 505 

10年 481 

11年 495 

12年 433 

13年 443 

14年 421 
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表 1.山形県総合和紙生産累年表

②大正時代

89 

主に「山形県統計書」より作成

製造 美濃紙 大奉紙 半 紙 その他の
価格合計

人員 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙価格

7人67 20.90帖0 2.06円7 240.0帖50 22.41円1 86.6帖70 2.54円5 44.72円1 73.73円2 

748 46，670 6，319 223，4∞ 19，729 86，280 2，378 44，399 74，725 

757 19，700 2，389 249，240 22，944 84，700 2，299 42，422 73，614 

651 21，500 2，645 240，690 27，101 81，270 2，465 35，150 77，651 

689 65，700 7，980 131，110 17，094 187，170 5，837 19，438 61，859 

642 72，460 14，304 129，1伺 19，401 164，090 6，950 33，275 88，986 

660 65，000 13，650 231，070 37，528 68，500 3，615 37，147 119，082 

857 14，000 5，437 230，270 切，755 12，800 1，169 61，340 156，082 

915 203，330 57，880 381，0∞ 12，091 55，214 151，150 

893 2，000 800 262，450 56，383 13，330 1，027 51，569 139，753 

868 16，200 5，470 103，800 8，401 97，597 136，936 

869 12，300 5，120 151，8ω 11，546 95，211 161，576 

657 2，729 7，439 120，055 

647 1，600 7，718 125，637 
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表 2 . 南村山郡和紙生産 累年表

主 に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 奉 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治12年 12 ， 0帖00 90円0 2 1 ， 0申0占0 1 ， 47円0 1 ， 47円0 8円4 
13年 19 ， 500 1 ， 560 

20年 113人

21年 150 

22年 2 

23年 2 

24年 47 ， 000 703 

25年 美濃紙 と 大奉紙の合計は省略 44 ， 800 679 

26年 46 ， 000 690 

27年 8 ， 500 510 12 ， 000 792 20 ， 300 365 3円8 1 ， 70円5 
28年 8 ， 500 510 12 ， 000 600 20 ， 300 368 380 1 ， 858 

29年 112戸 8 ， 000 480 11 ， 000 440 20 ， 000 400 570 1 . 890 

30年 112 8 ， 500 850 12 ， 000 1 . 128 18 ， 500 462 852 3 ， 292 

31年 113 8 ， 500 1 ， 020 12 ，000 1 ， 320 20 ， 300 568 880 3 ， 788 

32年 113 o I 113 9 ， 000 1 ， 260 15 ， 300 1 ， 950 20 ， 600 500 150 2 ， 860 

33年 113 5 ， 000 700 27 ，400 3 ， 791 38 ， 600 1 ， 347 225 6 ， 063 

34年 65 4 ， 000 560 26 ，900 2 ， 959 37 ， 000 1 ， 134 360 5 ， 013 

35年 65 4 ， 000 560 26 ， 900 2 ， 959 37 ， 000 1 ， 134 360 5 ， 013 

36年 52 0 1 52 3 ， 500 385 27， 100 2 ， 705 37 ， 300 l . 141 313 4 . 544 

37年 62 0 1 62 3 ， 400 340 1 1 ， 300 987 9 ， 850 271 1 ， 250 2 ， 849 

38年

39年 67 1 1 68 3 ， 1 10 358 12 ， 220 l . 274 6 ， 810 184 928 2 . 744 

40年 67 1 I 75 3 ， 200 384 12 ， 500 1 ， 357 7 ， 350 207 894 2 ， 842 

41年 68 71 37 3 ， 000 360 10 ， 200 1 ， 175 2 ， 800 83 750 2 ， 368 

42年

43年 67 2 1 80 2 ， 500 375 11 ，050 1 ， 170 610 17 185 3 ， 110 

44年 65 1 I 91 1 ， 000 170 4 . 110 452 1 ， 310 35 441 2 . 541 
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表 3 . 東村山郡和紙生産 累年表

主 に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 奉 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治12年 36 . 0申0占0 68円4 
13年 368 ， 000 9 ， 200 

19年 25人

22年 98 

23年 245 

24年 23 6 ， 900 138 

25年 23 美濃紙 と 大奉紙の合計は省略 457 ， 111 8 ， 228 

26年 21戸 466 ， 500 6 ， 998 

27年 40中占0 2円4 53 . 4申0占0 3 . 73円7 470 ， 000 7 ， 520 48円2 1 1 . 76円3 
28年 500 30 36 ， 100 1 ， 300 242 ， 000 4 ， 048 459 5 ， 837 

29年 107 700 56 100 4 18 ， 200 3 ， 648 1 ， 050 4 ， 758 

30年 107 6 ， 200 756 1 ， 600 176 182 ， 000 4 ， 192 2 ， 500 7 . 624 

31年 112 36 ， 000 3 ， 600 5 ， 100 850 182 ， 500 4 ， 563 1 ， 400 10 ， 4 13 

32年 112 120 145 28 ， 500 3 ， 850 5 ， 000 625 235 ， 000 5 ， 875 1 . 540 1 1 ， 890 I 
33年 105 46 ， 500 6 ， 045 5 ， 000 300 250 ， 000 6 ， 250 9 ， 700 22 ， 295 

34年 108 39 ， 000 4 ， 695 4 ， 000 405 251 ， 200 6 ， 286 10 ， 300 21 ， 686 

35年 108 73 ， 000 9 ， 490 3 ， 500 325 251 ， 200 7 ， 536 9 ， 168 26 ， 519 

36年 105 140 150 52 ， 000 6 ， 760 2 ， 000 220 250 ， 000 5 ， 500 9 ， 420 21 ， 900 

37年 107 53 lお 55 ， 000 5 ， 500 2 ， 350 228 10 ， 520 246 6 ， 550 12 ， 524 

38年

39年 106 52 125 60 ， 100 7 ， 203 2 ， 570 334 15 ， 430 419 4 ， 524 12 ， 480 

40年 106 53 立l ω ， 180 8 ， 417 2 ， 620 354 15 ， 610 500 4 ， 466 13 ， 737 

41年 106 7 I 134 55 ， 070 6 ， 058 2 ， 530 329 5 ， 720 183 4 ， 499 1 1 ， 069 

42年

43年 132 12 157 150 15 170 ， 000 17 ， 000 36 ， 475 53 ， 490 

44年 132 13 159 20 . 120 2 . 520 147， 0ω 14 . 700 60 . 000 1 ， 500 4 1 . 018 59 . 738 
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表 4 . 西村山郡和紙生産累年表

主 に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 奉 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治12年 12 . 0帖31 4 . 80円8 9 . 37帖5 1 . 24円6 
13年 6 ， 000 540 109 . 8∞ 帖 7 .68

円
6 56 ， 500 1 ， 412 

20年 252人

21年 120 

22年 132 

23年 242 

24年 13 77 ， 170 1 ， 376 

25年 69 美濃紙 と 大奉紙の合計 は省略 83， 050 1 ， 334 

26年 73戸 40， 100 625 

27年 6 ， 300 403 63 ， 600 3 . 816 42 ， 100 733 l . SR
円
O 6 . 53

円
2 

28年 29 ， 200 2 ， 336 77， 900 3 ， 707 82 ， 100 1 ， 643 3 ， 957 11 ， 643 

29年 355 29 ， 000 2 ， 320 71 ， 800 4 ， 308 76 ， 500 1 . 614 3 ， 892 12 . 134 

30年 355 31 ， 500 3 ， 186 72 ， 400 6 ， 154 81 ， 600 2 ， 448 4 ， 227 16 ， 015 

31年 355 32 ， 300 4 ， 038 72 ， 300 6 ， 869 82 ， 300 2 ， 140 4 ， 295 17 ， 342 

32年 119 109 36 1 1 ， 200 1 ， 568 61 ， 500 7 ， 380 48 ， 200 1 ， 446 1 ， 363 1 1 ， 757 

33年 102 4 ， 000 530 52 ， 700 6 ， 324 40 ， 100 1 ， 003 1 ， 170 9 ， 027 

34年 108 1 ， 200 142 50 ， 400 4 ， 826 14 ， 700 442 349 5 ， 759 

35年 108 1 ， 200 144 55 ， 300 4 ， 811 14 ， 800 441 332 5 ， 728 

36年 213 194 210 10， 200 1 ， 220 54 ， 500 4 ， 263 105 ， 200 3 ， 1 10 503 9 ， 096 

37年 98 99 107 1 ， 000 100 71 ， 100 5 ， 985 6 ， 120 170 83 6 ， 338 

38年

39年 99 98 90 1 ， 500 225 40 ， 020 4 ， 482 9 ， 550 287 248 5 ， 242 

40年 96 94 82 150 21 30 ， 800 4 ， 004 5 ， 000 150 220 4 ， 395 

41年 98 84 84 1 ， 500 255 43， 760 5 ， 689 5 ， 670 198 140 6 ， 282 

42年

43年 84 79 68 1 ， 000 135 19 ， 820 2 ， 576 2 ， 980 75 302 3 ， 088 

44年 82 81 71 1 ， 000 130 35 ，900 4 ， 380 1 ， 350 38 350 4 ， 898 ー一一一一一一
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表 5 . 北村山郡和紙生産累年表

主 に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 奉 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治22年 60人

23年 45 

24年 14 6 ， 145帖 121円

25年 14 美濃紙 と 大奉紙の合計省略 20 ， 225 405 

26年 14戸 21 ， 610 389 

27年 1 ， 300帖 78円 20 ， 500帖 1 ， 312円 30 ， 700 492 492 円 2 ， 374円 |

28年 800 51  9 ， 800 449 26 ， 800 460 667 1 ， 627 

29年 88 2 ， 400 206 21 ，900 1 ， 840 22 ， 300 535 1 ， 602 4 ， 183 

30年 93 2 ， 500 213 26 ， 800 1 ， 876 32 ， 000 800 1 ， 783 4 ， 672 

31年 92 2 ， 200 176 02 ，500 7 ， 175 38 ， 200 840 1 ， 092 9 ， 283 

32年 57 36 68 1 ， 500 180 06 ， 500 9 ， 540 17 ， 200 527 1 ， 070 1 1 ， 317 

33年 14 1 ， 500 180 6 ， 400 523 10 ， 000 270 252 1 ， 225 

34年 13 1 ， 500 173 6 ， 400 714 1 1 ， 000 280 305 1 ， 472 

35年 15 200 20 1 ， 380 1 ， 554 5 ， 000 120 222 1 ， 916 

36年 10 19 13 1 ， 500 180 5 ， 600 504 5 ， 000 120 284 1 ， 088 

37年 34 22 23 750 83 12 ， 770 1 ， 179 4 ， 390 126 73 1 ， 461 

38年

39年 23 17 13 200 26 6 ， 900 624 4 ， 500 123 74 847 

40年 29 21 14 300 39 9 ， 810 929 4 ， 700 128 164 1 ， 260 

41年 18 11  10  8 ， 270 1 ， 132 5 ， 700 224 53 1 ， 409 

42年

43年 21 15 11  8 ， 300 893 5 ， 700 178 53 1 ， 124 

44年 24 22 12 12 ， 110 1 ， 345 6 ， 000 186 66 1 ， 596 
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表 6 . 最上郡和紙生産 累年表

主に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 泰 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治12年 1 ， 250帖 106円 14 ， 050帖 362円

13年 1 ， 280 1 ， 024 14 ， 800 3 ， 604 

19年 7人

22年 7 

23年 69 

24年 13 53 ， 520 749 

25年 13 美濃紙 と 大奉紙の合計省略 40 ， 260 564 

26年 13戸 41 . 470 581 

27年 1 ， 700 108 1 1 ， 100 190 60円 358円

28年 1 ， 700 122 28 ， 100 478 100 700 

29年 7 2 ， 100 133 41 . 600 1 ， 012 342 1 ， 487 

30年 7 1 ， 000 60 42 ， 500 1 ， 060 361 1 ， 481 

31年 10 400 42 38 ， 500 986 450 1 ， 478 

32年 84 4 1 80 10 ， 700 1 ， 412 35 ， 500 942 88 2 ， 442 

33年 92 7 ， 800 1 ， 320 44 ， 800 1 ， 182 88 2 ， 590 

34年 90 8 ， 200 1 ， 312 44 ， 800 1 ， 344 276 2 ， 932 

35年 89 2 ， 700 439 43 ， 100 1 ， 299 140 1 ， 878 

36年 85 3 I 130 3 ， 400 490 51 ， 000 1 ， 545 142 2 ， 177 

37年 34 8 I 35 1 ， 050 125 45 ， 000 1 ， 133 322 1 ， 580 

38年

39年 39 7 I 39 400 60 39 ， 900 1 ， 1 16 111  1 ， 287 

40年 35 6 I 38 600 96 6 ， 900 185 276 557 

41年 36 7 I 42 32 ， 780 1 ， 297 56 1 ， 353 

42年

43年 36 6 I 33 9 ， 000 420 400 820 

44年 36 7 I 32 250 38 10 ， 700 515 118 671 
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表 7 . 南置賜郡和紙生産累年表

主に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 泰 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治19年 9人

22年 8 

23年 8 

24年 4 1 ， 760帖 32 円

25年 4 美濃紙 と 大奉紙の合計省略 80 ， 900 146 

26年 4戸 12 ， 200 124 

27年 100帖 7円 2 ， 100帖 126円 1 1 ， 100 169 1 ， 008 円 1 ， 310円

28年 100 8 2 ， 000 140 1 1 ， 500 186 1 ， 260 1 ， 594 

29年 24 200 16 2 ， 000 160 13 ， 500 267 1 ， 656 2 ， 099 

30年 23 300 25 4 ， 000 360 16 ， 500 396 2 ， 266 3 ， 047 

31年 24 300 22 3 ， 000 270 17 ，600 326 1 ， 842 2 . 460 

32年 48 1 1 80 300 30 6 . 900 607 12 ， 800 384 2 ， 130 3 ， 151 

33年 44 300 30 4 ， 500 360 6 ， 800 170 1 ， 810 2 ， 370 

34年 44 3 ， 600 460 6 ， 800 196 1 ， 210 1 ， 866 

35年 35 4 ， 900 622 1 ， 500 4 1  1 ， 228 1 ， 891 

36年 37 3 I 50 5 ， 600 711 1 . 000 30 1 ， 090 1 ， 831 

37年 46 o I 48 80 11 3 ， 050 85 1 ， 025 1 . 121  

38年

39年 73 0 1  73 80 10 4 . 000 380 350 9 902 1 ， 301 

40年 50 0 1 50 100 14 400 1 1  1 ， 487 1 ， 512 

41年 51 3 I 49 570 86 2 ， 000 6 925 1 ， 017 

42年

43年 52 14 40 1 ， 440 216 200 7 615 

44年 52 16 48 1 ， 550 229 180 5 571 805 
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表 8 . 東置賜郡和紙生産 累 年表

主 に 「山形県統計書」 よ り 作成

製 造 職 工 美 濃 紙 大 奉 紙 半 紙 そ の他の
年 次 価格合計

戸 数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙 価 格

明治12年 2 ， 000帖 200円 4 ， 500帖 855円

22年 31人

23年 33 

24年 3 5 ， 000 84 

25年 3 美濃紙 と 大奉紙の合計省略 5 ， 200 90 

26年 l戸 8 ， 000 132 

27年 600 48 24 ， 680帖 1 ， 518円 6 ， 000 100 148円 1 ， 814円

28年 600 48 18 ， 600 1 ， 175 6 ， 300 137 45 1 . 405 

29年 44 600 60 20 ， 000 1 ， 360 6 ， 500 139 112 1 ， 671 

30年 59 600 72 15 ， 600 1 ， 301  6 ， 500 144 279 1 ， 796 

31年 55 1 ， 600 200 16 ， 200 1 ， 296 6 ， 500 146 280 1 ， 922 

32年 17 3 I 18 1 ， 800 234 4 ， 000 585 3 ， 200 105 137 1 ， 061 

33年 16 1 ， 800 244 3 ， 700 540 3 ， 300 106 73 963 

34年 21 800 120 8 ， 700 1 ， 262 3 ， 400 102 191 1 ， 675 

35年 12 500 70 64 ， 700 9 ， 382 8 ， 520 2 ， 556 1 ， 217 13 ， 225 

36年 71 50 44 200 28 65 ， 000 8 ， 450 3 ， 000 90 3 ， 510 12 ， 078 

37年 28 13 30 250 25 15 ， 600 1 ，694 4 ， 000 80 301 2 ， 100 

38年

39年 26 6 I 24 14 ， 800 1 ， 884 389 2 ， 273 

40年 24 5 I 23 20 ， 550 3 ， 051 89 3 ， 140 

41年 35 12 33 18 ， 790 2 ， 793 373 3 ， 166 

42年

43年 40 7 I 39 210 29 13， 050 1 ， 856 367 2 ， 252 

44年 38 8 37 200 28 10 ， 930 1 ， 648 900 2 ， 576 
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表 9. 西置賜郡和紙生産累年表

主に「山形県統計書」より作成

製造 職工 美濃紙 大奉紙 半 紙 その他の
年 次 価格合計

戸数 男 女 数 量 価 格 数 量 価 格 数 量 価 格 紙価格

明治19年 50人

21年 353 

22年 36 

23年 58 

24年 13 40.0帖00 720円

25年 3 102.3∞ 1，760 
26年 l戸 12，436 234 

27年 12，000帖 660円 25，OO()f枯 1，250円 10，220 217 290円 2，417円

28年 12，000 660 25，000 1，250 10，000 180 225 2，315 

29年 50 15，000 1，200 30，000 2，100 20，000 400 700 4，400 

30年 50 15，000 1，300 30，000 2，400 20，000 420 730 4，850 

31年 54 5，000 550 40，500 3，648 10，000 270 372 4，840 

32年 54 17 42 5，000 650 46，300 5，788 20，000 540 400 7，405 

33年 55 5，000 625 500 65 20，000 580 4，427 5，697 

34年 20 5，000 650 500 65 25，000 675 4，424 5，814 

35年 21 6，000 800 1，200 170 30，000 870 5，873 7.713 

36年 18 26 57 10，000 110 27，000 2，552 1，200 30 393 3，085 

37年 48 51 113 350 39 23，750 2，383 1，500 41 130 2，593 

38年

39年 45 46 114 350 46 21，650 2，488 1，000 28 170 2，732 

40年 45 46 115 250 40 22，200 2，775 1，050 29 170 3，014 

41年 45 45 115 100 18 20，750 2，795 150 5 173 2，991 

42年

43年 44 47 118 500 75 21，850 2.617 405 3，097 

44年 44 50 129 500 90 23，900 3，103 2，500 56 422 3，671 



98 山形県手漉 き 和紙の歴史的変遷の考察

表10. 飽海郡和紙生産累年表
主 に 「山 形県統計書」 よ り 作成

年 次 製 造 職 工 半 紙 そ の他の 価格合計戸 数 男 女 数 量 価 格 紙 価 格
明治13年 390帖 33円

24年 7人 600 9 
25年 7 600 9 
26年 5戸 600 9 
32年 16 16 。 1 ， 653円
33年 13 1 ， 440円 1 ， 440 
34年 12 1 ， 440 1 ， 440 
35年 12 1 ， 334 1 ， 334 
36年 12 12 12 864 864 
37年 12 12 8 821 821 
39年 16 7 I 16 1 ， 056 1 ， 056 
40年 12 5 I 12 1 ， 368 1 ， 368 
41年 9 3 I 10 588 588 
43年 9 2 I 10 449 449 
44年 9 2 I 1 1  502 502 

大正 1 年 9 2 I 1 1  
2 年 18 3 I 19 360 360 
4 年 5 。 6 216 
5 年 16 4 I 17 153 
6 年 16 2 I 15 480 
7 年 16 3 I 18 6 ， 250 
8 年 13 2 I 13 2 ， 700 
9 年 13 2 I 13 3 ， 600 
10年 13 1 I 1 1  3 ， 000 
11年 10 1 I 10 1 ， 250 
12年 7 。 8 980 
14年 3 3 600 
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表 1 1. 大正14年 山形県和紙生産状況
「山 形県統計書」 よ り 作成

製造人員 製造人員
郡 村 別 製造戸数 総 価 格 郡 村 別 製造戸数 総 価 格

(平均一日使用数) (平勾一日使用数)

1 南 村 山 郡 97戸 233人 34 ， 197円 窪 田 村 1 1 120 

上 山 町 2 4 800 7 . 東 置 賜 郡 42 89 4 ， 130 I 
西 郷 村 90 220 32 . 500 沖 郷 村 35 82 2 . 900 

村 木 津 村 1 3 52 赤 湯 町 3 3 305 

柏倉門伝村 4 6 845 金 山 村 l 1 270 

2 . 東 村 山 郡 153 113 55 ， 300 吉 野 村 l 1 170 

鈴 川 村 153 113 55 ， 300 伊 佐 津 村 l 1 80 

3 . 西 村 山 郡 48 100 11 ， 555 古 島 村 1 1 405 

東五百川村 10 26 3 ， 500 8 西 置 賜 郡 38 40 6 ， 109 I 
西五百川村 1 1 75 鮎 貝 村 37 37 5 ， 709 

本 郷 村 3 3 200 荒 砥 町 1 3 400 

川 土 居 村 4 8 1 ， 330 9 . 西 田 川 郡 1 1 70 

西 山 村 28 58 6 ， 000 温 海 村 1 1 

白 岩 町 2 4 450 10 飽 海 郡 3 3 600 

4 北 村 山 郡 14 25 5 ， 492 酒 田 町 3 3 600 I 
楯 岡 町 3 4 1 ， 400 11 鶴 岡 市 2 2 104 

大 倉 村 l 2 257 

東 根 町 3 6 2 ， 100 総 計 421戸 647人 125 ， 637円

山 口 村 3 7 1 ， 000 

冨 本 村 2 3 640 

大 高 根 村 1 1 70 

横 山 村 1 2 25 

5 . 最 上 郡 18 36 7 ， 510 

新 圧 町 3 6 300 

舟 形 村 15 30 7 ， 210 

6 南 置 賜 郡 5 5 570 

贋 幡 村 4 4 450 



100 山形県手漉 き 和紙の歴史的変遷の考察

一、 0../' 1
ì . \ . ，-勺� ・ へ-...... J "': 、

(、 .、ノ
ス

ノ" . ‘、

( 
\ 

』ー . 、、

t、
ノ

ぐ

し
\ ""-- ・ '"'

\ 
j 

j 
r、』・.，... ・ 〆

\ へ

西置賜郡
38戸

ヲ

〆

\ 

) 
r 

東村山郡鈴川村
1 53戸

(鮎員村37戸 ・ 荒砥町 l 戸) (現山 形市)
，J 

• 
南村山 郡 t 

97戸
(西郷村?0戸， そ の他)

1" 

東置賜郡 . ノ
42戸 作一 ・ {ノ

(沖郷村35戸， そ の他)

.
南置賜郡

5 戸

ノ
ト.� -^ ‘ 、
ノ

(広幡村 4 戸 ・ 窪 田村 l 戸)

/'/f・\f，、. _ ・ J・、j. 、
ノ， - ノρ司�. /

' ー.. -・・ ，
、.ー ， -町"， '

大正 1 4年 ・ 郡別手漉 き 和紙製造戸数
『山形県統計書』 よ り 作成



20 

古
墳
は
な
い。
山
形
市
七
浦
の
狐
山
八
号
墳ω
の
よ
う
に
河
原
石
で
構
築
さ
れ

た
竪
穴
式
石
室
を
も
っ
小
円
墳
以
外、
副
葬
品
の
見
当
ら
な
い
切
石
組
合
せ
箱

形
石
棺
を
も
っ
古
墳
は、
底
石
の
有
無
や
規
模
の
尺
度
等
々
総
合
的
な
型
式
論

に
依
拠
し
て
の
再
検
討
が
望
ま
れ
る。
米
沢
・

山
形
の
両
盆
地
は、
改
新

後
程

な
く
し
て、
道
奥
国
の
置
賜
郡
・
最
上
郡
と
し
て
律
令
国
家
に
組
み
込
ま
れ
た。

そ
の
段
階
で、
大
化
の
薄
葬
令
も
ま
た
こ
の
地
域
に
貫
徹
さ
れ
た
で
あ
ろ
う。

米
沢
盆
地
で
奈
良
時
代
の
品
々
が
副
葬
さ
れ
た
の
は、
そ
の
殆
ど
は
追
葬
可

能
な
横
穴
式
石
室
に
限
ら
れ
た、
と
し
て
大
過
あ
る
ま
い。
高
畠
町
羽
山
古
墳

か
ら
発
掘
さ
れ
た
遺
骸
は
少
な
く
と
も
二ニ
体
を
数
え
る。
か
な
り
の
期
間
に

及
ぶ
利
用
が
確
実
視
さ
れ
る。

大
化
以
前
の
寺
院
跡
は
未
発
見
で
あ
る。
置
賜
・

最
上
の
二

郡
成
立
後
の
官

街
城
柵
・

寺
院
の
う
ち
奈
良
時
代
の
確
実
な
調
査
例
は
な
い。
条
里
制
の
施
行

が
考
古
学
的
に
検
証
で
き
た
の
は、
山
形
盆
地
南
半
の、
つ
ま
り

仁
和
分
郡
に

際
し
て
な
お
最
上
郡
の
ま
ま
の
地
域
で
あ
る。
山
形
盆
地
北
半
の
村
山
郡
域
の

施
行
は
平
安
時
代
に
ず
れ
込
ん
だ
可
能
性
が
大
き
い。
そ
れ
ば
か
り
か、
中
世

に
も、
水
路
の
利
用
に
よ
る
制
約
か
ら、
条
里
的
地
割
が
さ
らに
拡
大
し
た
可

能
性
の
検
討
も
急
務
で
あ
る。
置
賜
郡
と
出
羽
・

田
川
・

飽
海
郡
に
も
条
里
的

地
割
が
施
行
さ
れ
た
様
子
が、
明
治
二
二
年
の
地
籍
図
の
分
析
か
ら
伺
え
る。

そ
の
施
行
時
期
は
ま
だ
特
定
で
き
な
い。

奈
良
時
代
の
集
落
遺
跡
は
全
県
的
に
ま
だ
少
数
し
か
確
認
さ
れ
て
な
い。
地

下
に
埋
没
し
て
い
る
例
が
多
い
の
か
も
知
れ
な
い。
平
安
時
代
の
集
落
遺
跡
は、

地
表
面
か
ら
の
深
度
の
浅
い
た
め
も
あ
っ

て、
全
県
域
で
相
当
数
に
な
る。
い

わ
ば
数
倍
増
す
る。
そ
の
約
半
数
は、
古
墳
時
代
集
落
の
上
層
に
あ
る。
不
思

議
に
も、
奈
良
時
代
の
遺
構
・

遺
物
の
包
含
層
を
欠
く。
平
安
前
期
の
集
落
遺

最上川流域の古墳時代史

跡
は、
『

和
名
類
緊
抄』
成
立
の
こ
ろ、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
郡
郷
を
想
定
す
る

に
妥
当
な
数
に
近
い。
人
口
の
増
加
を
も
っ

て、
社
会
の
発
展
と
す
る
な
ら
ば、

出
羽
の
古
代
史
上
で
は、
九
世
紀
の
平
安
時
代
前
期
が
そ
れ
に
当
た
る。
い
わ

ゆ
る
「

三
十
八
年
戦
争」
は
そ
の
過

程
で
起
き
た
の
で
あ
る。
そ
し
て
各
郡
郷

に
つ
い
て、
内
陸
部
の
置
賜
・

最
上
・

村
山
の
三
郡
で
は、
多
く
は
後
期
古
墳

群
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
河
川
流
域
ご
と
に
郷
里
が
設
け
ら
れ
た。
つ
ま
り

後
期

古
墳
時
代
に
そ
の
基
盤
が
成
立
し
て
い
た
と
み
て
大
過
な
い。
し
か
し
北
陸
道

の
出
羽
郡
を
母
胎
と
し
た
出
羽
・

田
川
・

飽
海
の
三
郡
に
は、
『

続
日
本
紀』
の

記
す
よ
う
に、
各
地
か
ら
の
大
量
の
移
民
が
あ
っ

て
よ
う
や
く
立
郡
が
可
能
だ

っ
た。(一
九
九

Ol
二
l

一
五
提
出)

〈日淫〉
ω
西
村
異
次
『

置
賜
地
方
の
古
代
文
化
|

特
に
赤
湯
古
墳
群
に
就
い
て
|(

史
跡
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
九
輯)』

山
形
県
一
九
三
八
年

山
形

相
倉
亮
吉
『

山
形
県
の
古
墳』

一
九
五
三
年

前
掲

氏
家
和
典「
陸
奥
国
分
寺
跡
出
土
の
丸
底
杯
を
め
ぐ
っ
て
|奈
良・
平
安
期
土
師

器
の
諸
問
題
|」(『

柏
倉
亮
吉
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
・
山
形
県
の
考
古
と
歴
史』

山
形

一
九
六
七
年

其
記
念
会)

伊
藤
玄
三「
末
期
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
上東
北
地
方
末
期
古
墳
出
土
遺
物
を
通

し
て」(『
古
代
学』
一
四
巻
三
/
四
号)一
九
六
八
年

相
倉
亮
吉
・

加
藤

(2) 
地
震
予
定

稔
・

手
塚
孝
・

横
戸
昭二
『

米
沢
市
八
幡
原
中
核
工
業
団

米
沢
市
教
育
委
員
会
一
九
七
六
年

米
沢

地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集』

ω
柏
倉
亮
吉
「

古
墳
の
出
現」

前
掲
一
九
七
三
年



調
査
報
告
書
第
八
五
集)』

一
九
八
五
年

山
形
県
教
育
委
員
会
『

お
花
山
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財

山
形

小
林
三
郎
「

お
花
山
古
墳
群
出
土
鏡
を
め
ぐっ
て」(『
山
形
考
古
学
会
第
二
八
回

総
会
研
究
大
会
発
表
予
稿
集・
最
上
川
流
域
の
古
墳
の
年
代
論』

古
学
会)
一
九
八
六
年

山
形
県
教
育
委
員
会
『

お
花
山
古
墳
群
第
三
次
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵

前
掲

忍
「

寒
河
江
市
の
土
師
器
ω」(『
寒
河
江
考
古』

稔
・

佐
藤
鎮
雄
「

最
上
川
流
域
の
前
方
後
円(
方)
墳」

軽
部
恭
順
・

佐
藤
栄
太
「

北
村
山
郡
西
郷
村
河
島
史
跡
名
勝」(『
羽
陽
文
化』

1990年 3 月

文
化
財
調
査
報
告
書
第
瑚
集)』
山
形
一
九
八
七
年

ω
東
海
林
次
男「
奥
羽
南
半
の
古
墳
文
化」(『
山
形
致
古』
二
巻
三
号)

年

第11号

(19) 

前
掲
一
九
五
三
年

相
倉
亮
吉
『

山
形
県
の
古
墳』

(20) 
相
倉
亮
吉
「

古
墳
の
出
現」

上
遠
矢
塚
古
墳
調
査
団『
上
遠
矢
塚
古
墳
調
査
報
告
書』

前
掲
一
九
七
三
年

山形県立博物館研究報告

九
七
八
年

柏
倉
亮
吉
『

山
形
県
の
古
墳』

一
九
五
三
年

竹U白v'u
伊
藤

号

加
藤

m
 巻

一
号)
一
九
四
八
年

相
倉
亮
吉
『

山
形
県
の
古
墳』

一
九
五
三
年

前
掲

(23) 
川
崎
利
夫
「

古
墳
時
代
の
庄
内」(『
圧
内
考
古
学』

一
七
号)

四

残
さ
れ
た
課
題

〈
大
化
以
後〉

山
形
山
形
考

一
九
七
六

天
童
天
童
市

一
九
七
O
年

一
九
八
二
年

一
九
八
O
年
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六
四
六(
大
化
二)
年、
「

改
新
の
詔」
に
つづ
い
て
い
わ
ゆ
る
「

薄
葬
令」
が

出
た。
し
か
し、
こ
こ
出
羽
の
地
は
ま
だ
律
令
国
家
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い。

古
墳
時
代
後
凹
期
の
終
末
期
に
盛
行
し
た、
米
沢
盆
地
の
横
穴
式
石
室
を
も
っ

小
規
模
古
墳
の
利
用
は
続
い
た
こ
と
を
否
定
で
き
な
い。
横
穴
式
石
室
を
内
部

主
体
に
す
る
古
墳
築
造
の
風
の
伝
播
し
な
か
っ

た
山
形
盆
地
で
は、
簡
略
な
切

石
組
合
せ
箱
形
石
棺
・

礁
塊
で
構
築
し
た
箱
形
石
棺
を
収
め
た
低
墳
丘
の
小
古

墳
が
少
し
ば
か
り

造
り

続
け
ら
れ
た。

高
畠
町
安
久
津
古
墳
群
安
久
津
一
号
墳ω
・

南
陽
市
蒲
生
田
古
墳
群一
号
墳

ω・同
梨
郷
中
島
平
古
墳
群ω
で
は
蕨
手
万
が、
高
畠
町
立
林
古
墳 は
と
南
陽
市
二

色
根
二
号
墳ω
か
ら
は
和
同
開
祢
が、
そ
し
て
米
沢
市
牛
森
古
墳α
と
南
陽
市
二

色
根
二
号
墳
や
中
島
平
古
墳
群
で
は
鋳
帯
金
具
が
副
葬
さ
れ
て
あ
っ

た
こ
と
か

ら、
そ
の
築
造
を
奈
良
時
代
と
す
る
考
案
が
定
着
し
よ
う
と
し
て
い
る。
し
か

し
横
穴
式
石
室
は
追
葬
が
繰
り

返
さ
れ
る
場
合
が
あ
る。
牛
森
古
墳
の
よ
う
に

実
質
は
堅
穴
式
石
棺
に
ち
か
い、
河
原
石
積
み
の
追
葬
の
殆
ど
不
可
能
な
横
穴

式
石
室
を
も
っ
例
は
別
と
し
て、
そ
れ
ぞ
れ
の
造
営
時
期
と
最
後
の
追
葬
時
期

と
は
か
な
り
の
群
集
墳
で、
時
間
差
の
あ
る
こ
と
も
考
慮
す

べ
き
で
あ
る。

安
久
津
一
号
墳
や
戸
塚
山
山
麓ω
の、
玄
室
の
左
右
両
側
壁
・

奥
壁
・

天
井
と

も一
ーー
二

枚
の
凝
灰
岩
切
石
の
石
室
と、
二
色
根
二

号
墳
の
よ
う
に
凝
灰
岩
切

石
積
み
切
迫
持
ち
で
胴
張
り
の
石
室
と
は、
そ
の
形
式
が
あ
ま
り
に
も
違
い
過

ぎ
る。
後
者
は
墳
丘
も一
0
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る。
追
葬
の
有
無
を
含
め、

後

m
期
ま
で
に
は
造
営
さ
れ
た
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る。
一
部
の
研
究

者
の
よ
う
に、
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
と
す
る
群
集
墳
の
大
半
を
古
墳
時
代

以
降
と
想
定
し
た
上
で、
奈
良
時
代
の
米
沢
盆
地
を
辺
境
の
地
の
ご
と
く
喧
伝

す
る
の
は
妥
当
で
な
い。

同
様
の
検
討
は、
山
形
盆
地
で
も
緊
急
を
要
す
る。
確
実
な
蕨
手
万
副
葬
の
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山
形
県
教
育
委
員
会

『寝
鹿

・
契
約
壇
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
第
山
集
)
』

ω
川
西
町
教
育
委
員
会
『
山
形
県
川
西
町
分
布
調
査
報
告
書
(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財

山
形

一
九
八
七
年

(3) 
調
査
報
tと

書
7 
集

川
西
町
(
山
形
県
)

一
九
八
四
年

相
倉
亮
吉
・
武
田
好
吉

・
加
藤

稔

『嶋
遺
跡
(
『山
形
市
史
』

別
巻

-」』

山
形

一
九
六
八
年

(4) 

山
形
県
教
育
委
員
会
『
西
沼
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調

最上川流域の古墳時代史

査
報
告
書
第
肌
集
)
』

問
山
形
県
教
育
委
員
会

『三
軒
屋
物
見
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

ω・
ω(山
形
県

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

m
・
即
集
)
』
山
形

一
九
八
六
|
八
七
年

剛
山
形
県
教
育
委
員
会

『鶴
岡
市
西
郊
遺
跡
群
矢
馳
A
遺
跡
・
矢
馳
B
遺
跡
・
清
水

新
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
凶
集
)
』

山
形

一
九
八
六
年

山
形

一
九
八
八
年

(7) 

山
形
県
教
育
委
員
会
『
助
作
遺
跡
・
山
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第
凶
集
)
』

~ 

一
九
八
九
年

(8) 

『山
形
県
史

資
料
篇
』

考
古
資
料

山
形

一
九
六
八
年

佐
藤
鎮
雄
「
置
賜
地
方
の
古
墳
上
岡
陽
市
周
辺
の
古
墳
を
中
心
と
し
て

J
(『ま

ん
ぎ
り
』
創
刊
号
)

一
九
八
二
年

(9) 
調
査
報
t包

書

米
沢
市
教
育
委
員
会
『戸
塚
山
古
墳
群
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
|
戸
塚
山
古
墳
群

第
H
集
|
(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
叩
集
)
』
米
沢

九
八
九
年

加
藤

術
調
査
報
告
』

稔
・
佐
藤
鎮
雄
「
最
上
川
流
域
の
前
方
後
円
(
方
)
墳
」
『
最
上
川
総
合
学

山
形
県
総
合
学
術
調
査
会

山
形

一
九
八
二
年

(10) 

柏
倉
亮
吉

『山
形
県
の
古
墳
(
山
形
県
文
が
最
調
査
報
告
書
第
四
輯
)
』
山
形

九
五
三
年

東
海
林
次
男
「
奥
羽
南
半
の
古
墳
文
化
」
(
『山
形
致
古
』
二
巻
三
号
)

年

叫

U
'
E
E
E
・

一
九
七
六

一
九
六
六
年
、
高
畠
町
教
育
委
員
会
の
要
請
で
、
柏
倉
亮
吉
氏
と
筆
者
ら
が
調
査

し
た
。

)
 

n
，b
 

h
HHW
 

岡
山

考
古
学
研
究
会

一
九
六
四
年

川
崎
利
夫
「
辺
境
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
特
質
|
出
羽
田
の
場
合
|
」

『日
本
考

古
学
の
諸
問
題
』

ω
柏
倉
亮
吉

・
武
田
好
吉

・
小
野

墳
の
研
究
|
』

一
九
六
九
年

忍

『土
矢
倉
古
墳
l

山
形
県
に
お
け
る
墳
輪
古

上
山

上
山
市
教
育
委
員
会

A
切

ー

財
調
査
報
告
書
第
二
集)』

山
辺
町
(
山
形
県
)

山
辺
町
教
育
委
員
会

坊
主
窪
古
墳
群
調
査
団

『坊
主
窪

一
号
墳
予
備
調
査
報
告
書
(
山
辺
町
埋
蔵
文
化

九
/¥ 

九
年

(15) 

山

墳
に
つ
い
て
の
試
論
|
」
(
『山
形
史
学
研
究
』

一
三
/
一

四
合
併
号

稔
「
『変
容
』
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
古
墳
群
上
東
北
南
半
の
前

・
中
期
古

一
九
七
八
年

加
藤

加
藤

稔

・
佐
藤
鎮
雄
「
最
上
川
流
域
の
前
方
後
円
(
方
)
墳
」

)
 

F
h
H
 

咽
目
目
A(
 

)
 

円，
，.1
 
(
 

山
形
大
学
附
属
博
物
館
蔵
品
。

川
崎
浩
良
「
村
山
地
方
の
古
墳
」
(
『羽
陽
文
化
』

一
巻
四
号
)

川
崎
浩
良
寸
御
花
山
に
立
ち
て
」
(
『羽
陽
文
化
』

柏
倉
亮
吉

『山
形
県
の
古
墳
(
山
形
県
文
化
財
調
査
報
告
第
四
輯
)
』

一
巻
六
号
)

形
県
教
育
委
員
会

一
九
五
三
年

一
九
八
二
年

一
九
五

O
年

一
九
五

O
年

山
形

山

記
念
文
集
・
最
上
川
流
域
の
歴
史
と
文
化
』

相
倉
亮
吉
「
古
墳
の
出
現
」
(
『山
形
市
史
』
上
巻

其
記
念
会
)

稔
「
最
上
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
展
開
L
(

『工
藤
定
雄
教
授
還
暦

一
九
七
三
年

加
藤

山
形

山
形

山
形
市
)

年

一
九
七
三



1990年 3 月

米
沢
盆
地
で
は、
後
I

期
に
西
の
川
西
町
下
小
松
古
墳
群、
北
の
長
井
市
河

井
山
古
墳
群、
東
の
南
陽
市
松
沢
古
墳
群ω 、
南
の
戸
塚
山
古
墳
群
の
山
崎

支
群

ω
な
ど
が
造
営
さ
れ
た。
下
小
松
古
墳
群
小
森
山
支
群
の
木
棺
直
葬
に
と
っ

て

替
わ
っ

た、
松
沢
古
墳
群
の
堅
穴
式
組
み
合
わ
せ
箱
形
石
棺
に
つ
い
で、
米
沢

市
戸
塚
山
三
四
号
方
墳
は
二
つ
の
横
穴
式
石
室
を
も
つ問 。
後
H
期
に
入
っ

て、

米
沢
盆
地
で
は
新
し
い
内
部
構
造
が
採
用
さ
れ
始
め
た。

下
小
松
古
墳
群
小
森
山
支
群
に
み
られ
た、
前
方
後
円
墳
は
六
世
紀
後
半
の

後
I

期
に
は
終
わ
る。
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
の
後
H-
m
期
に
は、
米
沢
盆

地
で
は
横
穴
式
石
室
を
も
っ
古
墳
が
主
流
と
な
り、

盆
地
東
部
の
米
沢
市
・

高

畠
町
か
ら
南
陽
市
に
か
け
て
の
群
集
墳
が
盛
期
を
迎
え
るω 。
そ
の
中
に
あ
っ

て、
巨
大
で
端
正
な
切
石
を
組
み
合
わ
せ
た
横
穴
式
石
室
を
も
っ、
径
二
四
メ

ー
ト
ル
の
高
畠
町
金
原
古
墳
が
後
四
期
の
代
表
的
古
墳
と
し
て
あ
る。

太
平
洋
戦
争
敗
戦
の
前
に
は、
米
沢
盆
地
の
古
墳
と
い
え
ば
こ
の
横
穴
式
石

室
を
も
っ
小
円
墳
が
す

べ
て
で
あ
っ

た。
旧
石
器
考
古
学
の
確
立
に
続
く、
筆

者
ら
の
古
墳
時
代
研
究
が
そ
の
迷
妄ω
を
変
え
た。
こ
の
意
義
は
大
き
い。
お
そ

ら
く
北
陸
や
会
津
盆
地
か
ら
で
は
な
く、
の
ち
に
東
山
道
に
包
括
さ
れ
る
磐

城・岩
代・陸
奥
を
結
ぶ
ル
l
ト
を
利
用
し
て
の、
ヤ
マ
ト

政
権
と
の
政
治
的
・

文
化
的
交
流
が
定
着
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

上
山
盆
地
東
縁
辺
で
は、
後
I

期
に、
前
方
後
円
墳
を
主
墳
と
す
る
土
矢
倉

古
墳
群
が
人

物
埴
輪
と
須
恵
器
を
も
っω 。
五
世
紀
末
葉
か
ら
の
新
し
い
動
き

に
連
な
る。

上
山
市
土
矢
倉
二
号
墳・東
村
山
郡
山
辺
町
坊
主
窪
一
号
墳ω
な
ど、
古
墳
時

代
後
I

期
を
最
後
に、
最
上
川
中
流
域
で
も
前
方
後
円
墳
は
姿
を
消
す。

土
矢

倉
二
号
墳
の
企
画
は
米
沢
市
戸
塚
山
一
三
九
号
墳
の
そ
れ
を
受
け
つ
ぎω 、
坊

第11号山形県立博物館研究報告1 7  

主
窪
一
号
墳
の
墳
型
は
川
西
町
下
小
松
古
墳
群
小
森
山
支
群
六
一
号
墳
・

六
五

号
墳
の
系
統
に
ち
か
い。
奥
羽
山
脈
側
と
出
羽
丘
陵
側
の
対
応
の
差
で
あ
る。

な
お、
坊
主
窪
古
墳
群
の
主
墳
で
あ
る
一
号
墳
が、
奥
羽
の
日
本
海
側
北
限
の

前
方
後
円
墳
で
あ
る。
埴
輪
も
ま
た、
山
形
市
風
間
古
墳
群
出
土
と
伝
え
る
円

筒
埴
輪ω
V
期
を
も
っ

て
消
滅
す
る。

後
期
に、
山
形
盆
地
南
半
で
は、
馬
見
ヶ
崎

川
・

立
谷
川
・

本
沢
川
扇
状
地

の
谷
口
近
く
の
台
地
に、
山
形
市
お
花
山ω
・

村
木
沢ω
・

谷
柏ω
な
ど
の
古
墳

群、
同
じ
く
扇
端
部
に
同
市
稲
荷
塚
・

宮
町
・

狐
山
・

衛
守
塚
・

天
童
市
火
矢

塚
の
古
墳
群
が
盛
期
を
迎
え
るω 。
な
か
で
も、
お
花
山
古
墳
群
で
は
割
竹
形
木

棺
か
ら
箱
式
石
棺
へ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き、
盟
主
墳
と
み
ら
れ
る一

号
墳
や
二
二

号
墳
は
い
ず
れ
も
複
棺
で、
前
者
か
ら
は
変
形
摂
文
鏡
や
剣
・

鉄

万・
勾
玉
ほ
か
の
玉
類
・

堅
櫛
な
ど、
ま
た
後
者
か
ら
七
獣
乳
文
鏡
が
出
土
し

た。
仙
台
平
野
を
通
じ
て
の
大
和
政
権
と
の
結
び
つ
き
が
強
固
と
な
っ

た
た
め

と
み
ら
れ
る。
山
形
盆
地
北
半
で
は、
寒
河
江
市
高
瀬
山
古
墳
群ω
や
村
山
市
河

島
山
古
墳
群ω
な
ど、
最
上
川
沿
い
の
丘
陵・台
地
上
で
の
古
墳
群
形
成
が
あ
っ

た。
両
古
墳
群
の
始
ま
り、
と
く
に
後
者
は、
五
世
紀
末
の
前
町
期
に
湖
る
可

能
性
が
高
い。

な
お、
横
穴
式
石
室
を
内
部
主
体
に
も
つ
古
墳
は、
山
形
盆
地
で
は
造
営
さ

れ
な
か
っ

た。
古
墳
造
営
の
風
の
受
容
に
お
い
て、
よ
り

北
の
山
形
盆
地
は、

当
然
な
が
ら、
よ
り

南
の
米
沢盆
地
に
一
歩
遅
れ
を
と
っ

た
の
で
あ
る。

庄
内
平
野
で
は
東
田
川
郡
藤
島
町
真
木
島
に
箱
形
石
棺
を
内
部
主
体
と
す
る

後
期
古
墳
の
存
在
を
想
定
す
るω
向
き
も
あ
る
が
な
お
確
実
で
な
い。

〈日連〉
ω
高
畠
町『
高
畠
町
史』
別
巻
考
古
資
料
編
高
畠
町(
山
形
県)
一
九
七
一
年
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第5表最上川流域の古墳群編年表

A 時 :>j)j 日リ 地 域

D 期 備
区

米沢盆地 上山 ・山形盆地 新尾花圧盆沢地・I庄内平野年 分

300 
(米沢) (南高陽畠) (J 11西)(上山)(東山村形山)(西北村村山山) 

同日 飽海

期

考

津

一

菱

一

一

山

一

幡

一

一

1
k

一

-

〆
f

、
-

-

⑨
名
取

一

@

河
島
山

l
2

2

U

一

・
高
瀬
山

一

切

開
・
一
盆
坊主窪
1
l
l

;

μ世
越

@

M
・I

お

花

山
口
@

ぉ
・
一

口、
.
@
之

前

4
大

倉

・
8

m
l
ト

・

谷
柏
i
2
1

2E

一

(園
球

2

3
1

」

一

，

…

下
小
松

m
-ー
ー

丁

l
m@
I
'
m-郎|
斗

l
盆

下
小
松
臼
・
町

一

一

天
神
森

・

・

一

l

一

一

…

.1

一

山
一

i

'

一

i

-

一‘

森

‘

，

一

前

一

1
2
平

一

前

原

荷・・E
一

肌

一

沢

子

一

・

水
.

稲

H
A
-
-3一

対

一

松

扇

一

清

金

トト

，

蒲
生
旦

;

-

;

i

j

一

一

却

-a
一

言

l
l
山
崎

Bm@圃
半
戸
塚
山
山
麓
十

|

↓

前

H

期

一

後

I

期

一

後

H

期

一

(

鰍

服

棚

)

一

飛

鳥

山
川

ω

K

M

前

IIII八幡塚

期|⑨

』→戸塚山

叶'
刷協

大塚

圃

天神森，下小松168
稲荷森 :二重口縁
底部穿孔土師壷
(宮城遠見塚，

雷神山)

500 

菅沢 2:甲胃形埴
輪，第W期円筒
埴輪(福島天王
壇)

土矢倉 2:第V期
円筒 ・人物埴輪

土矢倉 1: TK47 
式須恵高士不

金原 :切石積横穴
式石室

700 



(16) (15) 
報
tと

書

東
根

『東
根
市
史
別
巻
』
1

一
九
八
九
年

加
藤

隆
『
菅
沢
古
墳
二
号
墳
発
掘
調
査

稔
・
阿
子
島
功

・
茨
木
光
裕
・
江
川

一
九
八
七
年

山
形

山
形
市
教
育
委
員
会

(18) (17) 

筆
者
ら
の
測
量
調
査
に
よ
る
。

羽
柴
雄
輔
「
山
形
県
漆
山
村
発
見
の
古
棺
」
(
『東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
五
巻
五
一

号

一
八
九

O
年

1990年 3月

羽
柴
雄
輔
「
羽
前
国
東
村
山
郡
漆
山
村
衛
守
塚
の
古
墳
」
(
『東
京
人
類
学
会
雑
誌
』

一
六
巻

一
八
O
号
)

一
九
O
一
年

後
藤
守

一
寸
漆
山
古
墳
実
査
報
告
」
(
『考
古
学
雑
誌
』
一
四
巻

二二
号
)

九

第11号

年喜
田
貞
吉
「
古
墳
に
副
葬
の
弓
」
(
『東
北
文
化
研
究
』一

巻
六
号
)

相
倉
亮
吉

『山
形
県
の
古
墳
(
山
形
県
文
化
財
調
査
報
告
四
)
』

一
九
二
九
年

山
形

山
形
県

山形県立博物館研究報告

(19) 
教
育
委
員
L>. 
ヨエ

一
九
五
三
年

加
藤

稔
編

『村
山
市
史

村
山

村
山
市
史
編

別
巻
』

原
始

・
古
代
編

さ
ん
委
員
会

一
九
八
二
年

加
藤

稔
・
佐
藤
鎮
雄
「
最
上
川
流
域
の
前
方
後
円
(
方
)
墳
」
(
『最
上
川

山
形
県
総
合
学
術
調
査
会

総
合

学
術
調
査
報
告
』)
山
形

一
九
八
二
年

(20) 

和
田
千
吉
『
日
本
遺
跡
遺
物
図
譜
』
第
二
輯

東
京

阿
部
正
巳
「
古
墳
時
代
に
診
け
る
庄
内
の
文
化
」
(
『考
古
学
雑
誌
』一

一
巻
五
号
)

一
九
二一

年

柏
倉
亮
吉

『山
形
県
の
古
墳
』

山
形

一
九
五
三
年

)
 

-
n
p'u
 

(
 
長
井
政
太
郎
「
山
形
県
内
の
石
製
模
造
品
」
(
『縄
紋
』
第
三
輯
)
一
九
四
九
年

伊
東
信
雄
「
東
北
地
方
に
胎
け
る
石
製
模
造
品
の
分
布
と
そ
の
意
義
」
(
『歴
史
』

15 

六
輯
)

一
九
五
三
年

加
藤

稔
「
日
本
最
大
の
石
製
模
造
鏡
」
(
『尾
花
沢
風
土
記
』

尾
花
沢
)

九

八

O
年

加
藤

稔
「
尾
花
沢
八
幡
山
の
石
製
模
造
品
」
(
『御
所
山

総
合
学
術
調
査
報
告
』

山
形

山
形
県
総
合
学
術
調
査
会
)

一
九
八
九
年

問)

山
形
県
教
育
委
員
会
『
大
之
越
古
墳
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
報
告
書
目
集
)
』
山
形

一
九
七
九
年

六
ー
七
世
紀
前
半

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
前
半
の
古
墳
時
代
後
期
に
は
、
集
落
は
よ
り
低
湿
の
地

に
広
が
っ
た
。
古
墳
は
む
し
ろ
、
台
地
や
山
麓

・
河
川
近
く
に
営
ま
れ
た
。
金

属
製
農
耕
具
の
定
着
と
排
水
技
術
の
向
上
が
、
可
耕
地
を
拡
大
し
居
住
環
境
を

変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

米
沢
盆
地
で
は
、
高
畠
町
川
沼
(
寝
鹿
市

・
川
西
町
龍
蔵
北

ωの
二
遺
跡
が
、

山
形
盆
地
で
は
山
形
市
嶋

ω
・
天
童
市
西
沼
田

ω
・
中
山
町
三
軒
屋

ω
の
三
遺
跡

が
、
そ
し
て
庄
内
平
野
南
半
で
は
鶴
岡
市
矢
馳
?
助
作
仰
の
二
遺
跡
が
、
中
心

的
な
集
落
で
あ
る
。

嶋
や
西
沼
田
で
は
、
低
湿
性
の
土
地
に
、
平
地
式
床
張

・
草
壁
構
造
の
柱
居

棟
と
、
高
床
式
板
床
張
・
坂
壁
構
造
の
倉
庫
が
検
出
さ
れ
、
鋤
・
鍬
・
杵
・
槌
・

大
足
な
ど
木
製
農
耕
具
や
鞍
な
ど
の
馬
具
、
石
製
紡
錘
車
や
木
製
機
織
具
等
々

が
出
土
し
、
当
時
の
生
産
技
術
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
籾

・
炭
化
米
に
加
え
て
、

ア
サ

・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

・
マ
ク
ワ
ウ
リ

・
モ

モ
・
ス
モ
モ

・
オ
ニ
グ
ル
ミ

・
ヒ

メ

ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
骨
な
ど
が
検
出
さ
れ
、

グ
ル
ミ

・
ク
リ

・
ト
チ
な
ど
の
種
子
と
、

多
様
な
経
済
生
活
が
う
か
が
わ
れ
る
(
第
4
表)。



14 最上川流域の古墳時代史

(4) (3) 
報
ð:: 

書
88 
集

山
形
県
教
育
委
員
会
『

沢
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査

山
形
一
九
八
五
年

佐
藤
鎮
雄
「

置
賜
地
方
の
古
墳
上岡
陽
市
周
辺
の
古
墳
を
中
心
と
し
て
|」(『

ま

ん
ぎ
り』
創
刊
号)
一
九
八二
年

山形盆地の後期古墳時代遺跡出土食用動・植物集成

遺 跡 種 別 動 植 物 名

山形市 低湿性 イネ(籾) 0ηza sativαL 

嶋 集落 モモ Prunusρersica Batsch. 
オニグルミ Juglans sieboldiana Maxim. 

ヒメグルミ Juglans subcord:扮rmis. Dode 

クリ Castanea crenata Sieb. et. Zucc. 

トチ Aesculus turbinata Blume 

スモモ Prunus salicina Lindl. 

アサ C側nabis臼tiva L. 

ヒョウタン Lagenaria Ieucantha Rosby. 

マクワウリ Cucumis melo L. var rnakuwa Makino 

天童市 低湿性 イネ 0ηza sativa L 

西沼田 集落 アサ Cannabis sativa L. 
(32 - 28 (セリ科の一種 UMBELLIFERAE SP. ) グリッド

材出土層 ニホンジカ Ceγvus ni;帥on ni;悌onτemminck.

準)

第4表

phd
 

pnv
 ω(

山
形
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書瑚
・問
集)』
山
形

『
山
形
県
史
資
料
編』
日
考
古
資
料
山
形
一
九
六
九
年

注
ω
お
よ
び
山
形
県
教
育
委
員
会コニ
軒
屋
物
見
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ω
・

一
九
八
六
|八

七

年
(7) 

七
年

伊
藤
忍「
東
根
市
扇
田
遺
跡
出
土
の
土
師
器」(『
寒
河
江
考
古』
三
号)

九

(9) (8) 
査
報
tと

書
31 
集

山
形
県
教
育
委
員
会
『

熊
野
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調

山
形
一
九
八
O
年

山
形
県
・山
形
県
教
育
委
員
会『
鶴
岡
市
西
部
地
区
遺
跡
群
矢
馳
A
遺
跡
・矢
馳

B
遺
跡
・
清
水
新
田
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
問

集)』

山
形
一
九
八
八
年

00) 

米
沢
市
教
育
委
員
会
「

八
幡
塚
古
墳
の
調
査L(『
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
第

2
集(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書お
集)』

米
沢
一
九
八
九
年

叫U-EE--

加
藤
稔・亀
由
美
明
・手
塚
孝
ほ
か『
戸
塚
山
第一
三
七
号
墳
発
掘
調
査
報

告
書
l

戸
塚
山
古
墳
群
調
査
報
告
書
第I
集l(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

9
集)』

米
沢
米
沢
市
教
育
委
員
会
一
九
八
三
年

川
西
町
教
育
委
員
会『
山
形
県
川
西
町
下
小
松
墳
丘
群
薬
師川 沢西 支町 群

ili 第
ffi 143 

き145

号
墳
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書ロ
集)』

一
九
八
八
年

(13) 
号
墳
学
術
調
査
報
t乞
ロ

園
撃
院
大
学
考
古
学
資
料
館
河
井
山
遺
跡
群
学
術
調
査
団「
河
井
山
遺
跡
群
第一

『
園
皐
院
大
皐
地
考
古
学
資
料
館
紀
要』
6

輯
東
京)

一
九
九
O
年

「『
山
形工
業
高
等
学
校
研
究
紀
要』
八
号)

加
藤
稔
寸

前
方
後
円
墳
の
幾
何
学
|

南
陽
市
稲
荷
森
古
墳
の
墳
型
分
析
|」

山
形
一
九
七
八
年



13 山形県立博物館研究報告 第11号 1990年 3 月

縮尺不同

第 3 表 古墳時代祭杷関連遺物出土遺跡

古

-一一目
別
)
1

0
0
つ
一

)

E一
杯
一
杯

M町一
m
m
m

杯
の
叩
叩
仲
一
不
的
問

知一
高

側一
鮒
別

的一
向M
W
m
3mM
州
側
ゆ

一
川一

m
m一
玉
玉
玉
部一
上
川一
j
m

備

県一
県
政
杯
葦
け
政
政
蓋
一
政
行
政一
勾
勾
勾
金一
蓋
引…
査
ほ

0

0
一
0

0
0

0
0
0
一
O

O一

一
O一
O

物一

手控土器

一

O
O
一
O

O
一
0
0
0
一

一

一

一

土
製玉
類

一

O

一
O

一
O

一

一

一

一

玉

類

一

一

一
O

一

一
0
0
0
0一
一

遺一

子持勾玉

一

0

0

0
0
0一

一

一

一

一

一

日
役
目明
白
ι111111ゐ11
0ー一11
04
:
:Ill
i--
je

ll
i--
J

PIe-
。4

J

4

je

ll
i--
7
;

jo

l
l

i
f

i--Iliri--
:
:

等

傍近
)

格

別

墳九日

一

一

カ
カ
カ
カ一

助一

号同町
場
落
明一
落

落
落
落
場一
落

墳
落
落
墳一
明
均一
落

性

種

2
ぽ
祭
集
不一
集

集
集
集
祭一
集

古
集
集
古一
不
付一
集

台
原一

台
一
台

山

一

7一

見
一見

3
一す
一

物
船一

物
一
物

山
川町

一
荊

森
屋
。一

田
屋
山一
屋

子
・
山
一
金
一
川

ノ
軒
畑一

沼
軒
神一
軒

帽
畑
木
池一
東
一
浅

鷺
三
沢一
嶋

嶋
西
三
天二ニ

鳥
沢
大
丸一
旧
一
上

市
町
町一
市

市
市
町
市一
町

市
町
市
町一
市
一
市

形
山
北一
形

形
童
山
形一
山

陽
北
根
佐一
形
一
沢

山
中
河一
山

山
天
中
山一
中

南
河
東
遊一
山
一
米

PO

司，e

時 | 世

遺 名
形
篇
古

山
料
考

・
資
巻

史
史
日
料

県
県
第
資

搬入須恵器

跡

代 | 紀

4 I 河北町下槙 集落
5 I 尾花沢市八幡山 祭場 県史1149......... 

1151 

墳
川 西町中郡山麓
山形市七浦

不明
集落

県史995-4
丸底査 ・ 政
(TK208) 
県史995-3前 山形市七浦 ・ 狐山

期 県史995-2

天童市清池西
天童市西沼田

集落
集落

古

墳

f金 鶴岡市助作 集落

期

石製模造品
考

首 ! 百
首 | 管

6
g
判
官
W

宝

品

調
く三ゐ八幡山



12 

岡
市
上
浅
川
の
戸
塚
山
山
項
古
墳
群
ω
が、

宝
領
塚
古
墳
の
被
葬
者
に
連
な
る

首
長
墓
で
あ
ろ
う。

天
神
森
古
墳
の
被
葬
者
に
連
な
る
の
は、

川
西
町
下
小
松

古
墳
群
の
う
ち
薬
師
沢
お
よ
び
小
森
山
支
群
で
あ
ろ
う
ω。

そ
し
て
長
井
盆
地

に
は、

長
井
市
河
井
古
墳
群
ω
が
造
営
さ
れ
始
め
た。

こ
の
中
に
あ
っ
て、

五
世

紀
後
半
に、

主
軸
長
五
四
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
戸
塚
山
一

三
九
号
墳
を
主

墳
と
す
る
戸
塚
山
山
項
墳
群
は、

米
沢
盆
地
の
東
部
に、

新
し
い
政
治
的
状
況

を
作
り
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
ω。

山
形
盆
地
で
は、

前
回
期
に
盆
地
北
縁
の
沖
積
平
地
に
造
営
さ
れ
た
東
根
市

大
塚
古
墳
が
最
も
古
い
。

そ
の
墳
型
は
六
0
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方
後
方
墳
と
推

測
さ
れ
る
ω。

幅
一

0
メ
ー
ト
ル
の
周
濠
を
め
ぐ
ら
す
点
を
加
味
し、

奥
羽
で
は

最
も
新
し
い
段
階
の
も
の
で
あ
る。

前
W
期
に
新
し
い
動
き
が
み
ら
れ
る
の
は、

米
沢
盆
地
だ
け
で
は
な
い
。

山

形
盆
地
南
半
で
は
甲
胃
形
を
は
じ
め
器
財
型
埴
輪
の
樹
て
ら
れ
た
径
五
二
メ
ー

ト
ル
前
後
の、

奥
羽
最
大
級
の
円
墳
で
あ
る
山
形
市
菅
沢
二
号
墳
ω、

沖
積
平
地

に
築
か
れ
た
径
二
0
メ
ー
ト
ル
異
常
で
二
段
築
成
の
円
墳
の
岡
市
狐
山
二
号
墳

却

石
製
模
造
品
と
割
竹
形
木
棺
の
副
葬
し
た
出
土
し
た
岡
市
衛
守
塚
二
号
墳
ω

な
ど
を
主
墳
と
す
る、

狐
山
お
よ
び
衛
守
塚
古
墳
群
の
形
成
が
始
ま
る
。

北
部

で
も、

最
上
川
流
域
第
二
位
の
径
三
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
村
山
市
名
取

古
墳
ω
が、

ま
た
庄
内
平
野
で
は
そ
の
南
縁
に、

変
形
長
持
形
石
棺
を
収
め
た
鶴

岡
市
菱
津
古
墳
仰
が
造
営
さ
れ
た。

奥
羽
の
日
本
海
側
で
は、

内
陸
盆
地
で
は
名
取
古
墳
が、

海
岸
平
野
で
は
菱

津
古
墳
が、

確
認
さ
れ
て
い
る
北
限
の
古
墳
で
あ
る。

そ
の
北
の
尾
花
沢
盆
地

で
は、

盆
地
の
東
の
丘
陵
上
に
あ
る、

峠
の
神
を
杷
っ
た
尾
花
沢
市
八
幡
山
遺

跡
で、

日
本
最
大
の
石
製
鏡
を
は
じ
め、

万
子
・

斧
・

勾
玉
な
ど
石
製
模
造
品

最上川流域の古墳時代史

を
大
量
に
出
し
て
い
る
ω
が、

古
墳
そ
の
も
の
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に、

米
沢
・

山
形
の
両
盆
地
で
造
営
さ
れ
た
前

方
後
方
墳
に
象
徴
さ
れ
る、

地
域
の
政
治
的
社
会
を
統
合
し
た、

南
陽
市
稲
荷

森
古
墳
の
被
葬
者
の
後
育
の
権
勢
は、

五
世
紀
前
半
に
は
衰
退
し
た。

五
世
紀

後
半
に
新
た
に
米
沢
・

山
形
の
ニ
盆
地
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
の
は、

北
関
東

の
政
治
集
団
と
結
ぶ
戸
塚
山
一

三
九
号
墳
の
被
葬
者
ω
と、

畿
内
の
政
治
集
団

に
直
結
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
菅
沢
二
号
墳
の
被
葬
者
側
で
あ
ろ
う。

し
か
し

い
ず
れ
も
盆
地
域
全
体
を
統
御
し
得
た
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。

米
沢
盆
地
西
縁
に
は
天
神
森
古
墳
の
被
葬
者
の
系
譜
に
連
な
る
下
小
松
古
墳

群
の
造
営
が
な
お
進
行
し
て
い
る。

む
し
ろ
長
井
盆
地
に
新
し
く
成
立
し
た
河

井
山
古
墳
群
が
注
目
さ
れ
る。

同
様
に、

山
形
盆
地
で
も
五
世
紀
末
か
ら
六
世

紀
初
頭
に
は、

新
し
い
動
き
が
あ
る。

古
墳
造
営
北
限
の
地、

村
山
市
の
名
取

古
墳
は
径
三
六
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る。

一

方、

も
し
か
す
る
と
六
世
紀
初

頭
に
か
か
る
か
も
し
れ
ぬ
山
形
市
門
伝
の
大
之
越
古
墳
は
径
一

六
メ
ー
ト
ル
の

小
円
墳
な
が
ら、

大
型
の
箱
式
組
合
せ
石
棺
を
も
ち、

杏
葉
を
は
じ
め
と
す
る

馬
具
を
棺
上
に
置
か
れ
た
一

号
棺
と
単
鳳
環
頭
大
万
ほ
か
の
武
具
・

工
具
の
副

葬
品
が
多
数
埋
納
さ
れ
た
二
号
棺
の
複
棺
を
も
っ
ω。

お
花
山
古
墳
群
は
じ
め

つ
ぎ
の
後
I
期
に
割
竹
形
木
棺
か
ら
石
棺
へ
の
移
行
が
各
地
で
進
行
す
る。

〈
注
〉

ω

米
沢
市
教
育
委
員
会
『

米
沢
市
万
世
町
桑
山
団
地
造
成
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書
第
H
集 、

二
タ
俣
A
遺
跡
・

八
幡
堂
遺
跡(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

一

九
八
三
年

8
集)
』

米
沢

ω

米
沢
市
教
育
委
員
会
「

古
墳
時
代
の
方
形
周
溝
墓」
(
『

上
浅
川
第
三
次
発
掘
調
査

報
告
書(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
日
集)
』

米
沢

一

九
八
六
年



を
も
っ
末
期
古
墳
群
と
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
現
地
確
認
で
は
、
少
な

く
と
も
前
方
後
円
(
方
)
墳
三
基
を
ふ
く
む
。
古
墳
時
代
前
H
期
に
形
成
さ
れ
始
め
た

(16) 
古
墳
群
で
あ
る

と
カt
明
白
で
あ
る

山
形
県
立
博
物
館
『
稲
荷
森
古
墳
|
昭
和
五
三
年
度
調
査
概
報
』
山
形

一
九
八

。
年

1990年 3月

南
陽
市
教
育
委
員
会
『
山
形
県
南
陽
市
稲
荷
森
古
墳
ー
史
跡
整
備
に
係
る
昭
和
六

三
年
度
発
掘
調
査
概
報
|
(
南
陽
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
四
集
)
』
南
陽

八
九
年

。7)
加
藤

稔
「
『
変
容
』
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
古
墳
群
|
東
北
南
半
の
前
・
中
期
古

第11号

墳
に
つ
い
て
の
試
論

l
」
(
『
山
形
史
学
研
究
』
日
/
M
号
)

側
氏
家
和
典
「
東
北
地
方
の
大
型
古
墳
の
企
画
と
編
年
」
(
『
東
北
歴
史
資
料
館
紀
要
』

多
賀
城
)
一
九
七
八
年

一
九
七
八
年

四
号

山形県立博物館研究報告

Q9) 

山
形
県
教
育
委
員
会
「
坊
屋
敷
遺
跡
」
(
『
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
犯
集

山
形
)

一
九
八
一
年

(捌

柏
倉
亮
吉
・
武
田
好
吉
・
加
藤

稔

『嶋
遺
跡
(
山
形
史
別
巻
ー
と
山
形

六
八
年

叫
H
H
M

m''u 
(
 
山
形
県
教
育
委
員
会

『山
形
西
高
敷
地
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
口
集
)
』
山
形

一
九
七
九
年

山
形
県
教
育
委
員
会
・
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
団
『
山
形
市
山
形
西
高
敷

地
内
遺
跡
第
四
次
調
査
説
明
資
料
』
山
形

一
九
九

O
年

(詑)

山
形
県
教
育
委
員
会
『
河
北
町
下
横
遺
跡
(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
目

集
)
』
山
形

一
九
八
一
年

邸)

山
形
県
教
育
委
員
会
『
熊
野
台
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調

11 

査
報
告
書
泊
集
)
』
山
形

一
九
八

O
年

却

寒
河
江
市
教
育
委
員
会

『高
瀬
山
遺
跡
群
分
布
調
査
報
告
書
(
山
形
県
寒
河
江
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
1
集
)
』
寒
河
江

一
九
八
一
年

(25) 

酒
井
英

「
藤
島
町
三
和
の
土
師
器
L

(

『
圧
内
考
古
学
』
口
号
二
九
八
六
年

(2日

佐
藤
圧
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(初

佐
藤
信
行
「
後
北
式
・
北
大
式
の
分
布
」
(
『
東
北
考
古
学
の
諸
問
題
』
東
京

一
九
七
六
年

東

出
版
寧
楽
社
)

九

(28) 

一
九
七
八
年

加
藤

稔
「
山
形
の
弥
生
式
土
器
」

『古
代
北
奥
文
化
』
刊
号

「
寒
河
江
市
石
田
A
遺
跡
の
調
査
」
(
『
西
村
山
地
域
史

(湖

宇
野
修
平
・
佐
藤
嘉
広

の
研
究
』
創
刊
号
)
一
九
八
三
年

(凋)

加
藤

稔
「
東
北
弥
生
式
文
化
の
終
駕
」
(
『
山
形
県
史
』
第
一
巻

山
形

山
形

県

一
九
八
二
年

五
世
紀
代

九

次
い
で
五
世
紀
の
集
落
に
は
、
米
沢
盆
地
で
は
、
米
沢
市
二
夕
俣
Aω
・
八
幡

堂

ω
・
上
浅
川

ωの
諸
遺
跡
と
南
陽
市
沢
田

ω
・
長
岡
山

ωの
諸
遺
跡
が
あ
る
。
米

沢
盆
地
で
は
八
幡
堂
と
上
浅
川
に
方
形
周
溝
墓
が
み
ら
れ
、
後
者
の
周
溝
内
か

ら
宮
城
県
仙
台
市
大
蓮
寺
窯
の
須
恵
器
が
出
土
し
た
。

山
形
盆
地
南
半
で
は
、
山
形
市
谷
柏

ω
・
中
山
町
三
軒
屋
川
問
、
北
半
で
は
東
根

市
扇
田
川
・
河
北
町
熊
野
台

ωの
諸
遺
跡
、
庄
内
平
野
で
は
鶴
岡
市
清
水
新
田

ω
・

矢
馳
の
諸
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
段
階
の
土
師
器
は
、
「
上
浅
川
式
」
・
「
谷
相
式
」
・

「
扇
田
式
」
・
「
清
水
新
田
式
」
と
、
盆
地
・
平
野
ご
と
に
わ
ず
か
な
差
を
示

す。
五
世
紀
の
米
沢
盆
地
で
は
、
前
回
期
の
米
沢
市
八
幡
塚
古
墳
仰
と
前

W
期
の



10 

七
三
年

ω

氏
家
和
典
「

東
北
土
師
器
の
型
式
分
類
と
そ
の
編
年」
(『
歴
史』
第
四
輯)

五
七
年

(3) 
調
査
報
aニ

書

米
沢

米
沢
市
教
育
委
員
会
・

置
賜
考
古
学
会
『

八
幡
原
ぬ
必
[
比
丘
尼
平]

遺
跡
発
掘

一

九
七
九
年

手
塚

孝
「

比
丘
尼
平
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
概
報L
(
『

ま
ん
ぎ
り』

創
刊
号)

一

九
八
二
年

米
沢
市
・

米
沢
市
教
育
委
員
会
『

比
丘
尼
平
発
掘
調
査
報
告
書(
米
沢
市
埋
蔵
文

最上川流域の古墳時代史

化
財
調
査
報
告
書
幻
集)
』

米
沢

4唖

一

九
八
八
年

米
沢
市
教
育
委
員
会『
米
沢
市
方
世
町
桑
山
団
地
造
成
地
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
書
第
四
集

大
清
水
遺
跡(
米
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
口
集)
』
米
沢

(5) 
蔵 九
文 米 八
化 沢 六
財 市 年
調 教
査 育
報 委
告 員
書 会
男事司 -， 

I柿
集 の

米這
� 跡
m L 

ふと巴 E司自

議 米
文 沢
化 市
財 方
調 世
査 町
報 季
tI:ュ μ」

量 目
6 fE 

集 震
ヒ 地
米 内
沢 埋

一
九
八
二
年

山間

山
形
県
教
育
委
員
会
『

諏
訪
前
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書(
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調

査
報
告
書

問

集)
』

山
形

一
九
八
六
年

間

山
形
県
立
博
物
館
『

稲
荷
森
古
墳
1

昭
和
五
三
年
度
調
査
概
報
|』

山
形

七
九
年

ω

手
塚

原
始
古
代』

米
沢

問

加
藤

稔
「

最
上
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
展
開」(
『

工
藤
定
雄
教
授
還
暦

記
念
論
文
集
・

最
上
川
流
域
の
歴
史
と
文
化』

山
形

考
古
資
料

孝
「

万
世
の
原
始
古
代
l

八
幡
原
遺
跡
群
を
中
心
と
し
て

」(
『

米
沢
の

ま
ん
ぎ
り

会)
一

九
八
六
年

其
記
念
会)

一
九
七
三
年

。。

『
山
形
県
史
資
料
篇』

山
形

一

九
五
六
年

加
藤

稔
「

墓
地
の
い
と
な
み」(
『

山
形
県
史』
第
一

巻

山
形

山
形
県
二

九

九

(11) 
J\ 

年

一
九
八
九

ま
ん
ぎ
り

会
『

宝
領
塚
古
墳
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料』

米
沢

年
加
藤

稔
・

阿
子
島
功
・

山
野
井
徹
・

藤
田
宥
宣
『

山
形
県
川
西
町
天
神
森
古
墳

発
掘
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
6

集)
』

川
西
町(
山
形
県)

一

九
八
四
年

(13) 

川
西
町
教
育
委
員
会
『

山
形
県
川
西
町
分
布
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
7

集)
』

川
西
町(
山
形
県)

一

九
八
四
年

川
西
町
教
育
委
員
会
『

山
形
県
川
西
町
下
小
松
墳
丘
群

小
森
山
支
群
第
陥

蹴
-

m
号
墳
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
[
日
集])
』

川
西
町

(
山
形
県)

一

九
八
七
年

川
西
町
教
育
委
員
会
『

山
形
県
川
西
町
下
小
松
墳
丘
群

薬
師
沢
支
群
第
凶
・

凶

号
墳
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
ロ
集)
』

川
西
町(
山
形
県)

一

九
八
八
年

川
西
町
教
育
委
員
会『
山
形
県
川
西
町
下
小
松
古
墳
群

小
森
山
支
群
第
日
号
前

方
後
円
墳
調
査
報
告
書(
川
西
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
日
集)
』

川
西
町(
山
形

九

県

一

九
八
九
年

。心

亀
由
美
明・
手
塚

孝
寸

山
形
県
に
お
け
る
塚
研
究
の
諸
問
題
|

置
賜
盆
地
を
中

心
と
し
て
|」(
『

ま
ん
ぎ
り』
一
一
号)

一

九
八
四
年

大
塚
初
重
「

東
日
本
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
成
立
と
展
開
!

と
く
に
福
島
・

宮

城
・

山
形
県
を
中
心
と
し
て
|」

(
『

駿
台
史
学』

六
七
号)

仰

吉
野
一

郎
氏
の
ご
教
示
に
よ
る 。
前
方
後
方
墳
く
び
れ
部
周
陸
内
か
ら
底
部
穿
孔

一

九
八
六
年

の
古
式
土
師
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る 。
蒲
生
田
古
墳
群
は 、
こ
れ
ま
で
横
穴
式
石
室
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A 土師器の変遷

査 台付聾 ・ 器台増 (広 口 査) 聾 自費

宮 ! 到て l
マ
弐
メ

て

戸{\

軒
屋
式

式

百
巾

æ18 
て夢ジ

ピ世)33

日ゆ4

内Vι
マτ寸でアヲ

、�� ，; ;/í{/ -� 7 

/ゴ
ヨ
lu

35 

44 

Wllζ 

2J� 

?

 
〈宮 町 式> 1 ・ 2 ・ 9 山形宮町 3 ・ 4 山形西高 5 ・ 7 ・ 10 ・ 12 河北熊野台
〈谷柏 ・ 扇田式> 17 ・ 18 ・ 25 ・ 26 東根扇田 19 ・ 20 米沢大清水 21 ・ 23 南陽沢田
〈三軒屋式> 32 -34 川西竜蔵北 35 -40 中山三軒屋
〈嶋 式> 41 -50 山形嶋

第 3 図 最上川 流域の古墳時代土器編年



高 士F 士不

苦言10 「可Lj12

宝了
竜安3
思5ヲ 1 1 1 T K  

k 1 1  1 4  

CU?A 
ミ -l F11 1 1 T K  

25 
G !�-h 

警ぞE 器
山

MT 

ち霊
15 

Y 
46 

三三f 5ユ 1 1 ;0: 
47 ヒ〕50 

6 • 1 1 - 14 河北下槙 8 山形坊屋敷
22 ・ 24 山形谷柏

最上川流域の古墳時代史 8 

く T K 208式〉
く T K 23式〉
く T K 47式〉

< T K 15式〉

< T K  10式〉
く T K 209式〉

縮尺不同

とき 三〔 一一
\ --�> 量三三 官三子

宮 宣 苧し 一
三J言語、 三ミミ

冨6

51 ・ 52
53 
55 ・ 56
59 
60 
62 ・ 63
66 ・ 67
槌

山形七浦
山形嶋 54 天童清地西

，ょ�

τョ

天童西沼田 57 ・ 58 山形お花山古墳群
上山土矢倉 1 号墳
山形衛守塚 1 号墳 61 山形嶋
天童西沼田 64 ・ 65 中 山三軒屋
中 山三軒屋
山形東金井
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第 2 表 最上川流域の古墳時代土師器 ・ 須恵器編年表

二三〉
時 代 | 型 : 段 : 土 師 器
区 分 | 式 : 階 : 集 落 出 土 : 古 墳 出 土

; 前 I 山形宮町

山 形 (村 山 盆 地

須 恵 器 埴 輪

: 1 I 宮 j 前 j 山形西高 4 住 本 l
j 期 I : 河北熊野台39住 l

別 | 町 ; 中 : 山形坊屋敷70住 ;: 11 1 
400 � 古 ; 期j : 後 ( 河北下槙

1 ..i..L- 1 � 東根扇 田 : 東根大塚古墳 ; 山 形 七 浦 (TK208)
別 I " : 則 自| 谷 山形谷柏III I I ' ， ' 東根扇田 山形嶋( T K23)i 期 | 柏 j 中 j 中 山調書� 1 !$ ! : 天童清池西 (TK23)

墳 : | - i i : 山形お花山 A群 J 山形お 花山 古墳群 | 山形菅沢
( 前 | 扇 山形大之越 2 号棺 : (T K47) I 2 号墳
IV I 後 上 山土矢倉 1 号 I (lV期)

: 期 | 田 ・ 3 号墳 (TK47)
j 天童西沼田 (TK47)

: 山形嶋 I 群 : 山形お花 山 B 群 : 山形嶋 (MT 15) I 上山土矢
i 天童西沼田 ( 4 ・ 19墳) : 天童西沼田 (MT15) I 倉 1 号墳

前 中 山三軒屋 (附15) I ( V 期)

: 山形衛守塚 1 号墳
軒 : (MT 15) 

I ' L ' 中 山三軒屋 11 群 : 山形お花山 C 群 : 中 山 三軒屋 ( T K 10)。 後 I : 中 。| i 山形天神山 水 * : ( 1 ・ 9 号墳) : 
11 1 | 屋 ( ( 中 山三軒屋III群 j 山形お花山 D 群 :

j 期 | ; 後 (問墳)
: 後 I ' ->..<. 中 山 三軒屋 1 住 山形旧東金州(TK209)
: III I 嶋 j 剛 j 山形嶋: 期 | : 後 : 山形嶋

645 i ・ � 一 一 「 一
' 飛 鳥 |

500 -1 ー 'トt::"宝士 ' 
: 後

: 期

600 



最上川流域の古墳時代史 6 

4 住 : 第 4 号住居跡、 他 こ れ に 準 ず る 。 * * 祭最E遺跡

米 沢 (置 賜) 盆 地 | 庄 内 平 野 | 宮 城 1
土 師 器 ，.......- _...__ �� .l.."""T"'" Mn I J'� ___.__. "M I 型 : 段 | 年

須 恵 器 | 土 師 器 : 須 恵 器 | ， | 
集 落 出 土 : 古 墳 出 土

'.-.... ，�. �� 
I 
� �.，- �� ''-'' . � .  �� I 式 : 階 | 代

米沢堂森比丘尼平 I 藤島三和 i | ( | 4  
1 塩 : 1 

I I 世
南 陽諏訪前 : 川 西天神森古墳 I I 釜 : I I
南陽稲荷森 : 南陽稲荷森古墳 I 酒田関B : 1 :  IIWι 

南
1

5 

泉
H

ιれの
一

清
川

一
岡
町

一
鶴
新

-水
主
主
Bパ王

一
清山川
叶
訓品川仙

一
岡
田

v

院

一
鶴
新

1

倒

一
住
住
住

-nL
qJ
8佳

一
堂

一
幡
-T、、
'/
'/
F/
/
/

 

-
沢

一
米

J \ � I I  

世

来己

: 南 陽松沢 1 号墳 :

高 畠 川沼寝鹿 リ 1 1西小森山61号墳 I 鶴岡矢馳A : 鶴岡助作
I ( T K I0) 

川 西竜蔵北 l 

! 高 畠 清水前古墳 j 米沢上浅川 (TK48) I 
( 高 畠 北 目 1 号墳 : 高 畠 北 目 1 号墳 |

{王 ; 1 6 

世
I I  

栗 1 1 7



多
い。
盆
地
北
半
で
も、
最
上
川
左
岸
の
河
北
町
下
棋ω
や
熊
野
台ω
な
ど
の
遺

跡
が
あ
り、
下
横
で
は
四
世
紀
代
の
堅
穴
住
居
か
ら
本
村
型
琴
柱
形
石
製
品
が

出
土
し
て
い
る。
し
か
し
山
形
盆
地
で
は、
寒
河
江
市
高
瀬
山
に
方
形
周
溝
墓

が
発
見
さ
れ
て
い
るω
だ
け
で、
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
古
墳
は
未
だ
確
認
さ

れ
て
い
な
い。

1990年 3 月

庄
内
平
野
で
は
四
世
紀
の
古
式
土
師
器
が、
東
田
川
郡
藤
島
町
三
和ω
と
酒

田
市
関
B
遺
跡闘
で
出
土
し
て
い
る。
北
陸
の
古
式
土
師
器
に
共
通
す
る
点
が

み
ら
れ
る
が、
方
形
周
溝
墓
も
円
形
周
溝
墓
も
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い。

西
日
本
か
ら
の
土
師
器
の
浸
透
や
古
墳
の
進
入
と
は
別
に、
弥
生
時
代
後
期

な
い
し
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て、
北
日
本
か
ら
の
続
縄
文
土
器
の
貫
入
も
見

逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い、
寒
河
江
市
高
瀬
山
採
集
と
目
さ
れ
て
い
る
後
北
C

式
土
器
が、
佐
藤
信
行
氏
に
よ
っ
て
摘
出
さ
れ
て
い
るω 。

高
瀬
山
周
辺
の
石
田
遺
跡
か
ら
は、
筆
者
が
石
田
I

式
お
よ
び
H
式
と
型
式

分
類
し
た
弥
生
土
器ω
の
出
土
が
報
じ
ら
れ
て
い
る。
前
者
に
関
し
て
は、
一
九

八
二
年
に、
宇
野
修
平
・

佐
藤
嘉
広
氏
ら
の
手
で、
再
葬
墓
の
可
能
性
を
も
っ

土
壌
墓
群
が
発
掘
さ
れ
て
い
るω 。
一
方
後
者
に
は、
天
王
山
式
系
弥
生
土
器
の

う
ち
で
も
よ
り

後
出
の
二
重
口
縁
あ
る
縄
巻
き
縄
文
の
土
器
が
あ
る。
最
上
川

流
域
の
弥
生
土
器
最
後
の
型
式
で
あ
る。
後
北
C
式
土
器
は、
後
者
に
強
く
関

連
し
よ
う。
そ
の
最
上
川
流
域
へ
の
貫
入
は、
三
世
紀
末
の
気
候
冷
涼
化
に
一

因
が
あ
る、
と
筆
者
は
み
て
い
る倒 。

第11号山形県立博物館研究報告

〈
注〉

ω
加
藤

跡)
山
形

稔
「

山
形
盆
地
に
お
け
る
土
師
器
の
編
年」(『
山
形
市
史』
別
巻
I
嶋
遺

一
九
六
八
年、
加
藤
稔「
最
上
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
文
化
の
展
開」

5 

(『
工
藤
定
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集・最
上
川
流
域
の
歴
史
と
文
化』)
山
形

九

最上川流域の方形周溝墓

遺 跡 時 育長 主 周 溝 内 文 献遺跡 ・ 遺構名 規模 (m)
所 在 期 態 体 副 葬 品 例 : (1979) → ('79) 

比丘尼平 1 号 米 沢 市 F 10 . 9 X 12 . 4  土師聾 置賜考古学会( '79)
JJ 2 号 U × 「其報告」
JJ 3 号 可1 ? x 5 . 5  

大 清 水 11 口 (6 . 5) x (6 . 5) 土師聾 米沢市埋調17 ( '86)
八 幡 堂 1 号 11 口 1 1 . 6 X 11 . 8  土師聾 米沢市埋調 8 ( '83) 

1I 2 号 11 回 8 . 3  x (8 . 5) 1 底部穿孔土師
1I 3 号 11  口 6 . 0  x 7 . 2  1 土師聾 ・ 高杯
1I 4 号 11 ロ (5 . 0) X (5 . 0) 土師聾
JJ 5 号 11 口 (5 . 0) x (5 . 0) 1 土師聾

上 浅 " '  III 口 16 . 2 x  16 . 1  4 須恵蓋 ・ 土師聾 米沢市埋調15 ( '86)
高 瀬 山 I 寒河江市 11 回 2 1  x 20 土師 寒河江市調報 1 ('81) 

第 1 表

(注) 形態 は、 北側 を上に し、 ?は形状未確認、 ま た 規模の ( ) は推定を表わす。

主体部の 「 ー 」 印は未確認を表わす。
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前方後方墳
方 墳
前方後円墳
円 墳
集 落
祭杷遺跡

最上川流域の古墳時代史

例凡

-z
・
'・0企

最上川流域の主要吉積時代遺跡
35 小塩古境 ( 中山町)

36 高瀬山遺跡 ・ 古境(寒河江市)
37 下僕遺跡 (河北町)

38 熊野台遺跡 ( 1/ ) 
39 大塚古漬 (東板市)
40 扇回遺跡 ( 1/ ) 

41 河島山古墳群 (村山市)

42 名取古墳 ( 1/ ) 

43 八幡山遺跡 (尾花沢市)

44 菱津古墳 (鶴岡市)
45 清水新田遺跡 ( 1/ ) 

46 矢馳遺跡 ( JJ ) 
47 助作遺跡 ( JJ ) 
48 三和遺跡 (藤島町)
49 関 B遺跡 (酒田市)

18 河井山古繍群 (長井市)
19 土矢倉吉境群 (上山市)

20 谷柏古墳群 ( 山形市)

21 坊屋敷遺跡 ( JJ ) 
22 二位田遺跡 ( JJ ) 
23 菅沢古墳群 ( JJ ) 
24 大之越古墳 ( JJ ) 
25 山形商高校遺跡 ( 1/ ) 

26 宮町遺跡 ( 1/ ) 

27 お花山古墳群 ( JJ ) 
28 嶋 遺跡 ( JJ ) 
29 狐山古墳群 ( JJ ) 
30 七浦遺跡 ( JJ ) 

31 衛守塚古漬群 ( 1/ ) 

32 上遠矢塚古境 (天童市)

33 商沼因遺跡 ( JJ ) 
34 幼主窪古漬群 ( 山辺町)

第 2 図

l 大清水遺跡 (米沢市)
2 八幡堂遺跡 ( JJ ) 
3 比丘尼平遺跡 ( 1/ ) 

4 戸塚山古墳群 ( JJ ) 
5 八幡塚古墳 ( JJ ) 
6 宝鎮塚古漬 ( JJ ) 
7 川沼遺跡 ( 高畠町)
8 金原古境 ( JJ ) 
9 松沢古漬群 (南陽市)

10 稲荷森古繍 ( JJ ) 
11 沢田遺跡 ( JJ ) 
12 諏訪前遺跡 ( JJ ) 
13 蒲生田古境群 ( JJ ) 
14 梨郷竹原古演群( JJ ) 
15 天神森古墳 (川西町)
16 純蔵北遺跡 ( JJ ) 
17 下小松古墳群 ( JJ ) 

は、
四
世
紀
代
の
集
落
の
上
に
築
造
さ
れ
た、
山
形
県
下
最
大
規
模
の
前
方
後

円
墳
の
稲
荷
森
古
墳
が
あ
るω 。

主
軸
長
九
六
メ
ー
ト

ル
の
稲
荷
森
古
墳
は、
盆
地
の
南
部
の
宝
領
塚
や
西
部

の
天
神
森
古
墳 、
さ
ら
に
北
部
の
南
陽
市
梨
郷
l

竹
原
古
墳
群
に
結
集
し
た、

天
王
川
・

吉
野
川
・

犬
川
流
域
の
共
同
体
を
統
率
し、
諏
訪
前
遺
跡
+
蒲
生
田

古
墳
群
を
政
治
的
基
盤
と
し
て、
米
沢
盆
地
一
円
の
政
治
的
社
会
を
統
合
し
た

首
長
層
の
記
念
碑
で
あ
る。
そ
の
「

前
方
部
半
載
型」
の
企
画
と
尺
度ω
か
ら

は、
宮
城
県
名
取
市
雷
神
山
古
墳
を
盟
主
と
す
る
政
治
集
団
と
の
同
盟
関
係
が

予
想
さ
れ
るω。

四
世
紀
の
山
形
盆
地
南
半
に
は、
南
西
の
本
沢
川
流
域
の
坊
屋
敷
遺
跡ω、
中

央
の
馬
見
ケ
崎
川(
白
川)
扇
状
地
の
山
形
市
宮
町ω・
山
形
市
西
高
等
学
校
校
地

内
遺
跡ω、
立
谷
川
扇
状
地
の
扇
端
の
湧
水
帯
の
七
浦
遺
跡
な
ど
集
落
遺
跡
が



1990年 3月

は
そ
の
築
造
年
代
を
W
期
・
五
世
紀
末
期
の
年
代
と
想
定
さ
れ
る
位
。
な
お
、
墳

径
の
一
八
メ
ー
ト
ル
は
晋
尺
の
七
五
尺
、
小
尋
尺
の
一
二
尺
に

一
致
す
る
。
五

世
紀
の
出
羽
の
古
墳
と
み
る
に
不
都
合
は
な
い
。
後
れ
て
も
六
世
紀
初
頭
の
後

I
期
に
お
さ
ま
る
。

筆
者
は
、
最
上
川
流
域
の
古
墳
造
営
が
、
盆
地
・
平
野
で
の
水
稲
耕
作
に
よ

る
富
の
蓄
積
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
容
認
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
前
期
古
墳
の

政
治
的
記
念
碑
と
し
て
の
意
義
を
強
調
し
た
い
。
古
墳
時
代
前
期
に
は
、
古
墳

は
単
に
首
長
層
の
奥
都
城
に
止
ま
ら
ず
、
い
わ
ば
共
同
体
の
「
神
殿
」
の
役
割

を
大
き
く
も
っ
た
意
義
を
強
調
し
た
い
。
ヤ
マ
ト
に
と
っ
て
の
北
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
出
羽
・
陸
奥
に
あ
っ
て
は
、
農
民
層
に
対
す
る
首
長
層
の
権
威
表
現
に
加

え
、
よ
り
北
に
住
む
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
」
エ
ミ
シ
へ
の
示
威
を
も
兼
ね
た
と
考
え

る
。
こ
の
視
点

ωか
ら
、
最
上
川
流
域
の
古
墳
時
代
史
を
概
観
す
る
。

第11号山形県立博物館研究報告

(2) (1) "̂ 

2玉、J柏
倉
亮
吉
「
山
形
県
の
古
墳
L

『
山
形
致
古
』

一一一
巻
一
号

豊
氏
に
は
、
発
掘
調
査
時
に
現
地
で
、
種
々
ご
教
示
い
た
だ
く
と
と
も

一
九
七
七
年
一

青
木

に
、
国
学
院
大
学
考
古
学
資
料
館
河
井
山
遺
跡
群
学
術
調
査
団
『
河
井
山
遺
跡
群
第

一
号
墳
学
術
調
査
報
告
』

え
ら
れ
た
。

一
九
九

O
年

の
校
正
制
の
閲
読
の
機
会
を
与

東
京

な
お
、
青
木
氏
ら
は
河
井
山
一
号
墳
の
墳
径
を
「
本
墳
丘
は
上
面
が
平
坦
な
直
径

二
0
メ
ー
ト
ル
の
円
形
を
呈
す
る
円
墳
」
と
し
た
が
、
現
地
で
の
観
察
と
測
量
図
面

か
ら
一
八
メ
ー
ト
ル
と
解
し
た
。

(3) 
学
術
調
査
報
tと
ロ

山
形

総
A. 
口

加
藤

稔
・
佐
藤
鎮
雄
「
最
上
川
流
域
の
前
方
後
円
(
方
)
墳
」
(
『
最
上
川

山
形
県
総
合
学
術
調
査
会
)

一
九
八
二
年

3 

四
世
紀
代

三
世
紀
末
、
前
方
後
円
墳
の
時
代
は
、
弥
生
土
器
に
替
わ
っ
た
、
土
師
器
の

使
用
で
始
ま
る
。
最
上
川
流
域
で
は
、
山
形
盆
地
南
半
で
、
「
宮
町
式
」
|
「
谷

柏
式
」
|
「
三
軒
屋
式
」
|
「
嶋
式
」
の
四
型
式
群
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
・
五
・

六
・
七
世
紀
に
消
長
し
た

ω。
こ
の
四
型
式
群
は
、
仙
台
平
野
の
「
塩
釜
」
・
「
南

小
泉
H
」
・
寸
住
社
」
・
寸
栗
囲
」
の
各
型
式

ωに
並
行
す
る
。
ま
た
互
い
に
共
通

す
る
点
が
多
い
。

一月。

米
沢
盆
地
で
は
、
四
世
紀
代
の
代
表
的
集
落
に
、
米
沢
市
比
丘
尼
平

ω・
大
清

水

ω
・
柿
ノ
木
問
、
お
よ
び
南
陽
市
諏
訪
前

ω
・
稲
荷
森
げ
の
各
遺
跡
が
あ
る
。
土

師
器
型
式
は
、
「
比
丘
尼
平
式
」
で
、
比
丘
尼
平
と
大
清
水
に
は
、
有
力
農
民
の

方
形
周
溝
墓
が
認
め
ら
れ
る
。
比
丘
尼
平
で
は
方
形
周
溝
墓
の
ほ
か
に
査
棺
の

土
塘
墓

ω
も
あ
っ
て
、
高
畠
町
大
師
森
山
の
地
獄
岩
洞
窟
の
査
棺
仰
と
同
様
に
、

一
般
農
民
の
墓
は
、
弥
生
時
代
の
壷
・
饗
棺
墓
の
伝
統
仰
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
。米

沢
市
矢
野
自
の
宝
領
塚
古
墳

ωや
東
置
賜
郡
川
西
町
上
小
松
の
天
神
森
古

墳

ωは
、
い
ず
れ
も
主
軸
長
六

0
メ
ー
ト
ル
級
か
ら
七

0
メ
ー
ト
ル
級
の
前
方

後
方
墳
で
古
墳
時
代
H
期
の
天
王
川
や
犬
川
流
域
の
、
在
地
の
首
長
墓
で
あ
る
。

天
神
森
の
北
西
、
下
小
松
の
眺
山
丘
陵
に
は
、
四
世
紀
の
後
葉
か
ら
六
世
紀

前
葉
に
造
営
さ
れ
た
下
小
松
古
墳
群
約
二
O
O基
が
あ
り

ω、
天
神
森
古
墳
の

被
葬
者
に
か
か
わ
る
。
南
陽
市
梨
郷
|
竹
原
地
区
に
は
、
前
方
後
方
墳
・
方
墳
・

前
方
後
円
墳
計
二
二
基

ωの
梨
郷
|
竹
原
古
墳
群
が
あ
る
。
南
陽
市
蒲
生
田
地

区
に
は
、
四
世
紀
代
か
ら
造
営
の
始
ま
っ
た
前
方
後
方
墳
お
よ
び
前
方
後
円
墳

を
含
む
蒲
生
田
古
墳
群
が
あ
る

ω。
そ
の
南
方
、
長
岡
山
丘
陵
突
端
の
稲
荷
森
に
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水
稲
の
栽
培
摘
地
と
い
う
も
の
と、

わ
り
に
古
い
古
墳
の
あ
り
場
所、

し

た
が
っ
て
豪
族
の
発
生
と
い
う
も
の
が、

密
接
な
関
係
が
あ
る
証
拠
と
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す。
」

と、

柏
倉
亮
吉
氏
は
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ω。
河
井
山
古
墳
群
の
確
認
と
調

査
は、

そ
の
仮
説
を
さ
ら
に
補
強
し
た。

青
木
氏
の
ご
教
示
に
若
干
の
私
見
を
加
え
る
と、

河
井
山
一

号
墳
の
規
模
は、

底
径
一

八
メ
ー
ト
ル
で、

頂
面
が
平
坦
で
径
一

五
メ
ー
ト
ル、

高
さ
は
地
表
面

か
ら
一
・
二
メ
ー
ト
ル、

周
陸
底
か
ら
一
・

八
メ
ー
ト
ル
と
低
い
。

地
山
へ
の

墳
丘
盛
土
は、

地
山
の
上
0
・
三
1
0
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る。

周
陸
幅

山形県の7月等温線図(平均気温)と

古式古墳分布(柏倉1978を利用)

(等温線図は山形地方気象台 「山形県の気象J (昭37. 3) 

による。 但し統計期間1951�1960、 単位。C)

第l図

黒丸は古墳を示す

No.1 戸塚山139号演(前IV期)

2 稲荷森古境(前 II期)

3 土矢倉古墳群(後I期)

4 菅沢古境(前IV期)

5 上遠矢塚古境(前IV�後I期)

6 河島山古境(前IV�後I期)

7 大塚古漬(前III期)

8 菱津古墳(前IV期)

9 天神森古墳(前 II期)

10 名取古墳(前IV期)

11 河井山 I号墳(前IV�後I期)

は
一
・
二
1
一
・
五
メ
ー
ト
ル、

深
さ
0
・
四
1
0
・
六
メ
ー
ト
ル
あ
る。

埋
葬
施
設
は、

盛
土
下
約
0
・
五
メ
ー
ト
ル
で、

墓
塘
を
検
出、

検
出
面
で

の
形
状
は、

全
長
四
・
六
七
メ
ー
ト
ル
幅
ニ
・
一

五
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
あ

る。

内
部
主
体
は
割
竹
形
木
棺
直
葬
で、

長
さ
三
・
八
二
メ
ー
ト
ル
幅
一
・
二

メ
ー
ト
ル
の
大
き
き
で
あ
る。

墳
頂
か
ら
墓
靖
底
面
ま
で
の
深
度
は、

約
0
・

九
メ
ー
ト
ル
で、

墓
械
の
長
軸
は
N
|
ω
ー
w
で
あ
る。

主
体
部
棺
内
か
ら、

現
在
長
九
・
六
セ
ン
チ
の
万
子
一

口
が
出
土
し
た。

ま
た
主
体
部
直
上
の
墳
丘

封
土
内
か
ら、

南
小
泉
H
式
後
半
並
行
の
土
師
器
高
杯
と
平
安
期
の
須
恵
器
高

杯
が
出
土
し
た。

前
者
は
墳
丘
の
造
営
に
関
わ
る
資
料
と
み
て
よ
い
。

青
木
氏



最
上
川
流
域
の
古
墳
時
代
史

は
し
が
き

1990年 3 月

こ
こ
で
古
墳
時
代
と
は、
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
た
時
代
を
い
う。
三
世
紀

末
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
か
る。
こ
れ
を
大
別
し
て
二
期
と
す
る。
前
期
は
五

世
紀
末
ま
で、
後
期
は
七
世
紀
中
葉
ま
で、
と
り
あ
え
ず
は
大
化
以
前
と
し
て

お
く 。

前
期
を
細
分
し
て、
前
I
・
H
期
は
お
お
よ
そ
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀

代、
前
m-
W
期
は
お
お
よ
そ
五
世
紀
代
に、
四
分
す
る。
後
期
を
細
分
し
て、

三
期
と
す
る。
後
I
・
H
期
は
お
お
よ
そ
六
世
紀
代、
後
凹
期
す
な
わ
ち
「

終

末
期」
は
お
お
よ
そ
七
世
紀
前
半
に
あ
た
る。

確
か
に
最
上
川
流
域
で
は、
飛
島
・

奈
良
時
代
に
な
っ
て
も
「

古
墳」
の
築

造
が
継
続
し
て
い
る。
つ
ま
り
古
墳
時
代
以
後
に
も
高
塚
墳
墓
が
造
営
さ
れ
た。

奈
良
県
明
日
香
村
高
松
塚
ま
た
然
り
で
あ
る。
こ
れ
ら
を
前
方
後
円
墳
消
滅
後

の
「

終
末
期L
古
墳
と
呼
ぶ
研
究
者
が
あ
る。
古
墳
時
代
の
時
期
区
分
上、
「

終

末
期」
を
後
期
の
終
末
段
階
つ
ま
り

後
凹
期
と
み
る
か、
群
集
墳
の
形
成
が
終

っ
た
以
後
の、
一
部
の
限定
さ
れ
た
古
墳
を
含
め
て
考
え
る
か
ま
だ
完
全
に
一

致
し
た
見
解
は
な
い。
と
は
い
う
も
の
の、
一
般
的
に
は
全
国
各
地
で、
後
期

古
墳
終
末
段
階
つ
ま
り

後
凹
期
の
別
称
と
理
解
さ
れ
て
い
る。
少
な
く
と
も、

後
期
古
墳
時
代
以
降
の
み
を
取
り
立
て
て、
終
末
期
と
は
呼
ば
な
い。

さ
て、
一
九
八
九
年
夏 、
国
学
院
大
学
考
古
学
資
料
館
の
青
木
豊
氏
ら
は、

佐
藤
正
四
郎
氏
が
発
見
し
た、
長
井
市
河
井
山
古
墳
群
第
一
号
円
墳
を
発
掘
し

第11号山形県立博物館研究報告

加

藤

稔

た。
一
号
墳
は、
長
井
市
東
前
に
あ
る。
松
川(
最
上
川)
と
白
川
の
合
流
点
か
ら

南
東
へ
0
・

五
キ
ロ
の
段
丘
面
に
立
地
す
る。
海
抜
二
三
0
メ
ー
ト

ル
の
河
井

山
山
頂
か
ら
北
西
へ
の
び
る
突
端
に
ち
か
い
稜
線
上
で
あ
る。
こ
の
稜
線
の
山

頂
か
ら
南
東
へ
の
延
長
線
上
に
は、
六
基
の
円
墳
群
が
確
認
さ
れ
て
い
る。

長
井
盆
地
は、
最
上
川
流
域
の
内
陸
盆
地
の
う
ち、
南
の
米
沢
盆
地
と
は
こ

の
河
井
山
か
ら
眺
山
丘
陵
を
中
に
お
い
て
玉
庭
丘
陵
へ
つ
ら
な
る
山
地
で
剛
さ

れ
て
い
る。
盆
地
の
中
央
は、
七
月
の
平
均
気
温(
統
計
期
間一
九
五
一
1

一
九
六

O
年)
が
二
三
℃
あ
る。
八
月
に
は
二
四
℃
を
越
え
る。

山
形
県
域
で
は、
ω
庄
内
平
野
の
酒
田
市
街
東
郊
か
ら
鶴
岡
市
街
周
辺
を

含
ん
で
海
岸
通
り
を
温
海
町
に
か
か
る
地
域、
ω
山
形
盆
地、
北
は
村
山
市

街
周
辺
か
ら、
西
は
寒
河
江
市
街
周
辺
に
か
か
り、
南
は
上
山
市
金
瓶
ま
で
の

地
域、
ω
上
山
盆
地
の
う
ち
上
山
市
街
と
そ
の
東
郊 、
ω
白
鷹
町
中
心
部

か
ら
長
井
市
南
郊
に
わ
た
る
長
井
盆
地、
ω
米
沢
盆
地、
北
部
の
南
陽
市
街

北
郊
か
ら、
東
は
高
畠
町
西
郊 、
南
は
米
沢
市
街
北
郊 、
ω
小
国
盆
地
の
小

国
町
中
心
部、
の
六
地
域
が、
七
月
に
平
均
気
温
が
二
三
℃
に
な
る。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
は
前
期
古
墳
が、
ま
た
後
れ
て
も
後
I

期
初
頭
に
は
古
墳
の
造
営

が、
確
認
さ
れ
て
い
る。
長
井
盆
地
と
小
国
盆
地
の
み
未
確
認
だ
っ
た。

||
「

古
式
の
古
墳
の
あ
り

場
所
は
こ
こ
[
七
月
の
平
均
気
温
が
二
三
度
に

な
っ
て
い
る
所]
に
入
る
の
で
す
ね。
や
は
り
農
業
気
象
と
い
う
も
の、
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